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プロローグ代わりの前口上







　大事な人はいらっしゃいますか？

　その人と喧けん嘩かしてしまったこと、気まずいことになったこと、ありますか？







　そして、仲直りはできましたか？







第一章・ややこしいコトだったとさ







☆




「…………」

　ぼんやりと、眼鏡がずれるのも構わず、垣かきの華はなユウは、机に右みぎ頬ほおを押おし当あてるようにして突つっ伏ぷしていた。

　南の島でのちょっとした騒そう動どうがあってから三日が過ぎた。

　巨きよ大だいなバケモノやらロボットやら、最後は神様まで降こう臨りんしての大おお騒さわぎになったが、後始末がきちんとしていたおかげで（破は壊かいされた民家には補償金の支し払はらいと復旧工事が行われ、マスコミには事情説明が正式に『教団』側から行われた）、その後は大した騒さわぎにはならず、ユウもあっさりと家に帰ることが出来た。

　問題は、山やま内うち霧きり人とである。

　少年とはあれっきり連れん絡らくが取れない。

　昨日、思い切ってバイトから帰ってきてから携けい帯たいに電話を入れてみたが、何十回鳴らしても相手は取らなかった。

　着信拒きよ否ひ、ではない分、まだ望みはある…………と思いたい。

　だが、会いに行く勇気も出なかった。

　黙だまって、何とかこの状じよう況きようをやり過ごそうと思った自分の浅はかさを、ユウはずっと呪のろい続けていた。

「はあ」

　溜ため息いきをつくと、じわっと涙なみだが溢あふれた。

　いつもなら、慌あわてて拭ぬぐうところだが、少女はそんな気力すらなく、ただ、涙が流れるままにまかせた。
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　裏庭に立つ小さなプレハブ。

　そこにまします神様ひとり。

　キンキンに利かせたクーラーの中、座布団の上にごろりと横になっております…………と講こう釈しやく師ならいう所か。

「虎とら神がみさま」は面めん倒どうくさそうに尻尾しつぽをくゆらせながら、ぐーすか昼ひる寝ねを決め込んでいる。

　二頭身のソフビ人形「とらたん」がそよそよとその隣となりで、団扇うちわを使って小さな二頭身の神様を扇あおいでいるが、やがてその顔の横に「そろそろいかがですか？」と文字が浮うかんだ。

「何がじゃ？」

　虎なのに、狸たぬき寝ね入いりをしていた「虎神さま」は「とらたん」の方を振ふり向こうともせずに言った。

　そよそよと扇ぐ手を止めず（そもそもその手にどうやって団扇を保持しているのかは不明であるが）、「とらたん」は「あのままで良いとは思えませぬが」と控ひかえめに警告を入れた。

「…………ったく、猫ねこ神がみのバカめが。あやつがそもそも悪いのじゃ」

　ぶーたれた声で神様はゴネた。

「我は本来戦神で色いろ恋こいは苦手と言うに…………まったく！」

「とらたん」は冷静さを崩くずさず「まあ、それはそれとしまして、我々も何かせねば」と御お神み輿こしを（この場合は本当にその通りであるが）あげるように促うながした。

「うーむ…………」

　それでもなお、「虎神さま」は渋しぶっていた。
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　波は静かに寄せては返し、返しては寄せる。

　人工的に作られた…………元はプラ板と呼ばれるスチロール樹じゆ脂しの張りぼてとは思えない、立派な岸がん壁ぺきの上で、猫神は遠くを見ていた。

　ここは人と神のいる世界の狭はざ間まにある、俗ぞくに言う「魔ま界かい」と呼ばれる、「地じ獄ごく」や「冥めい界かい」とは違ちがう場所である。

「…………あーあ。どうしよう」

　途と方ほうに暮れた声で、猫の耳の生えた和服美人は呟つぶやいた。

　しゃがみ込み、膝ひざを抱かかえたようなポーズを取って魔界の「海」を眺ながめる。

「ごめんね、霧人…………とほほほ」
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「…………」

　少年はベッドにうつぶせになったまま動かない。

　ここ数日、朝から晩までこの有様だ。

　食事も殆ほとんど取らない。

　完全防音の自分の部屋で、少年はただひたすら落ち込んでいた。

　身動きすらしない。

　初めて他人を好きになって、初めて心を許した、心が通い合った…………そんな相手が自分を騙だましていた、という事実。

　怒おこるとか、悲しむとか、そんなことよりも先に、恐おそろしさの方が先に来た。

　何故、そんな感情があふれ出したのかは判らない。

　だが、とにかく怖こわくて、怖くて…………その場から逃にげ出してしまった。

　そのことがまた、「女の子を置き去りにした」という罪悪感を、混乱に加算して。

　結局、昨日の電話もどうすればいいのかわからず、取らなかった。

　さらなる罪悪感の加算。

　少年は自分自身に絶望していた。

　だから動かない。

「…………」

　いや、身動き出来ないのだ。

　ただ、黙だまって霧人は耐たえていた。

　どうすればいいのか判らぬままに。
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「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　四つ分の沈ちん黙もくが、小さな、クーラーのよく利いた大型プレハブの中に立ちこめている。

　というか、こちらは何かに集中しているが故ゆえ、というのが半分、どんより気分が半分だ。

　プレハブの中には並行作業が出来るように壁かべ際ぎわに机が並べられ、怪あやしげな美少女フィギュアやら、フル可動を目指しているのか、市し販はんの関節ユニットを仕込んだロボットやら、シャシー部分だけプラモデルを流用し、ボディは自作になってる車やら、いろんな物が並んでいる。

　中にはまだポリエステルパテやエポキシパテの固まりに過ぎない物もあれば、塗と装そう寸前の工程まで進んでいる物もあるから、並行作業が続けられてるのだろう。

　が、四つの沈黙はその床ゆかに敷しき詰つめられた畳たたみ部分で発生していた。

　沈黙の主たちは、ゴスロリ系、ミリタリー系の服を着けた四よん匹ひきの、猫耳、尻尾しつぽ付きの少女たちである。

　電話が鳴り、彼らとは違い、机に向かってカリコリと小さな彫刻刀チゼルでフィギュアの目の部分を彫ほり込んでいた手が、受話器を取る。

「あいよ、『工こう房ぼういちか』…………あーら、榮太郎えーたろちゃん、おひさー」

　工房の主は、「にゃひゃー」と笑った。

「どうだったメガネウスと四分の一エーネウスちゃんは？　…………え？　メガネウスはいいけど、なんでもう一個は衣装解除キヤストオフできないかって？　そりゃ仕方ないでしょ？」

　明るい少女の声は、数時間立ちこめていた沈黙を破って響ひびく。

「ウチだってさ、まだエーネウスちゃんのデスキンでフルボッコにされたくないもん。おパンツ作るだけでもドキドキハートだったんだからねー。それに第一データが無いわよデータが。文句有るなら画像データ頂ちよう戴だいよ…………ほら、無いでしょ？　撮とる度胸無いでしょ？」

　にやーっと意地の悪い、しかしどこか愛あい嬌きようのある笑みが口元に浮うかぶ。

「え？　ああ、Ａ國こく屋のメイドさん？　え？　あんたあのメイドさんは自分で食べてるからけしからんとか言ってなかった？　…………ああ、やっぱメイドさんだから押おさえるのね、ＯＫ。手ェ回しとく。でさ、今度ファルチェちゃんと、例の音声ユニットのね……」

　一時間近いのヨタ話だかオタ話だか判らない話のあと、電話を切った「工房いちか」の主はちょいと時計を見て、

「…………ところであんたら、そろそろ家に帰らなくっていいの？」

「工房いちか」の主は、そう言ってちょっと困ったような、呆あきれたような、微笑ほほえむような顔になった。

　ちなみに、オーバーオールにエプロン姿、金きん髪ぱつをツインテールにしているが、こちらも猫の耳と尻尾が生えている。

「いやーだってさー…………はあ」

　と三み毛け猫の「りり」が溜ため息いきをつく。

「いやー、そのー…………はあ」

　とその妹で黒くろ猫の「くぅ」も溜息をつく。

「えーと、そのー」

　首を捻ひねって気弱な笑みを浮かべるのはゴスロリ衣装に身を包んだ白金髪プラチナブロンドの「サコン」で、

「まーこのー」

　と頭を掻かくのはアッシュブロンドの「ウコン」だ。

「えーあねごー」

「こらこら、誰が姐あね御ごじゃ」

「だーって、オレたちネコでしょ？　姐御はでっかいネコの先せん輩ぱいだから、姐御」

「そういう理り屈くつか」

「でーさー」

　ほとほと困り果てた顔で「りり」は言った。

「悪いけどしばらくここにおいててくんないかなぁ」

「なしてよ？」

「えーとねーつまりーうちに帰るとこーゆーのが転がってて」

　と、子猫変じたミリタリー少女は、ひょいと後ろに隠かくしていたものを取りだした。

　スカルピーと呼ばれる樹じゆ脂し粘ねん土どの一種で、器用に作られたそれは、両の掌てのひらにのっかる程の大きさで、机につっぷしている彼女たちの飼い主、ユウの姿がディフォルメ人形の形で作られている。

「あー、うちもー」

　と「サコン」が取りだしたのは、「りり」の作ったものとは左右逆になる構図で、同じく机に突つっ伏ぷしている彼らの飼い主、霧人のディフォルメ人形であった。

「…………とまあ、こういうのが転がってて、どーすればいーのか判らないの」

「そう、うちもー」

　と二匹のネコはそれぞれの作品というか状じよう況きよう説明ミニチュアというかを床に置いた。

「まーったく、妙みようなところで器用というか小技が効いてるというか…………」

　苦笑しながら、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの猫耳尻尾付きの少女は溜息をついた。

「それぞれの家の責任者、つーか神様はどーなのよ？」

「それが…………」

　と四匹の子猫たちは互たがいに顔を見合わせて、

「どっちもこういう状況は苦手みたいで…………」

「まー、どっちも恋れん愛あいの神様じゃないからねえ」

「こんな感じ」「かんじー」

　と「くぅ」と「ウコン」が取りだしたのは、エポキシパテをこねて作った、座布団の上でふて寝ねしている「虎神さま」と何処ぞの港らしい突とつ堤ていの上で懐ふところ手でで遠い目をしている猫神であった。

「なー、あねごー、どうすりゃいいんだ、ぼくたち？」

「そうねえ」

　椅い子すの上にあぐらをかいて、先輩の猫耳少女は頬ほおに人差し指を当てて考える。

「…………あー。こりゃ確かにしばらく放置したほうがよさげだわね」

「だろ？」「そだよね」「なー」「なー」

　子猫たちは「やっぱそれしかないよなあ」という顔で頷うなずきあう。

「ところであねごー」

「何よ？」

「メシ、喰くわせてくれー」

　なんとも図々しい申し出であるが、先輩猫耳は「まあ、仕方がないわなあ」と溜息をついて微笑んだ。

「…………ファミレス、七百円以内ね」

「わーい♪」

「その代わり、遠心脱だつ泡ぽう注型、手伝うように」

「えー！」×４。
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　子猫たちは不満げな声をあげたが「じゃ、食事無し」と言われて渋しぶ々しぶ頷うなずいた。
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　最後の書類にサインをすると、六十過ぎとは思えない、堂々たる偉い丈じよう夫ふ、という外見の男性は黒こく檀たんの机の前から立ち上がった。

　身長百九十センチ近い長身。二十歳はたちの頃ころにＵＣＬＡに入学した時にはアメフトで、クォーターバックを務めていた筋骨隆りゆう々りゆうさは未まだに変わらず、炯けい々けいとした眼光と、後ろになでつけた白しら髪がも相まって、海外の経済誌に「日本の白鷲わし」と渾あだ名なされたコトもある。

　今でも一見四〇代後半に見えるほどだ。

「さ、これで当分は仕事をせんで済むな」

　重厚な風ふう貌ぼうに違たがわぬ、落ち着いた深いバリトンが念を押おした。

「はい社長」

　脇わきに控ひかえた、如何いかにも切れ者、という風貌の三〇過ぎの彼の秘書が頷く。

　控えめな気配と髪かみ型がた、年ねん齢れいの若さ…………何よりもボストンフレームの眼鏡によって一見気づかれないが、このふたりは似通った部分が多い。

　それもそのはずで、秘書は彼の息子であった。

「旅券の手配は」

「出来ております、社長」

「よろしい」

　頷いて、壮そう漢かんは社長室の壁かべにあるスイッチを押した。

　重役以上でも滅めつ多たに知る者の居ない、秘密の部屋の入り口がスライドして、秘書と壮漢は中に素早く飛び込んだ。

　スライドドアが閉まる。

　そこに広がるのは巨きよ大だいなＮゲージ…………いわゆる百五十分の一スケールの電車の情景模型ジオラマであった。

　山陰の何処かの沿線をそのまま切り取ってきたようなそのミニチュアはかなり精せい巧こうに出来ていて、自作部分も多い。

　その殆ほとんどをこの壮漢がコツコツと作ったと知ったら驚きよう愕がくする者は多かろう。

　ただし、そのことを知るのもごくごく僅わずかの話である。

「よし、い、急ぐぞ。何が何でも今度こそ沖おき縄なわに行かねばならん！」

　大おお慌あわてでネクタイを解き秘書に手伝わせる形で上着を脱ぬぎシャツを脱ぎ、イタリア製のカンカン帽ぼうにサングラス、まっ赤なアロハとバミューダーパンツ、サンダル履ばきという「南国ルック」に身を包む。

「しかし社長…………いやお父さん」

　ほとほと困った顔で長男でもある秘書は言った。

「そのまんまスーツでよろしいかと思うのですが」

「何を言うか！　今度こそ父親として、もう少し息子とうち解けないといかんのだ！」

　しかもだぞ、と社員とマスコミからは「無口の極み」「故に一言文字通り鉄と黄金の重み」とか言われる壮漢は一気にまくし立てた。

「海かい賊ぞくやら何やら、あんな物ぶつ騒そうな南の果てに、私の可愛かわいい霧人をこれ以上置いておけるものか！」

「…………」

　やれやれ、という顔で社長秘書…………山内霧人の兄のひとりで、四人兄弟の長兄にあたる、陸りく人とは溜ため息いきをついた。

「…………まったく、普ふ段だんから満まん遍べんなく愛情を注げばいいものを、ギリギリまでため込むというのは問題だと思うんですがね」

「うるさい！　グダグダいっとらんと、航空機のチケットは！」

「はいこちらに」

「よし、ハイヤーは！」

「地下駐ちゆう車しや場じように回してあります」

「うむ！」

　そういって、山内霧人の父、山やま内うち鉄てつ人とはどこから手に入れたのか今は亡なきパンナムの肩かた掛かけ旅行鞄かばんをひっさげて、社長極秘ルームから地下へ直接つながっているエレベーターに飛び込んだ。

　ドアが閉まり、足あし踏ぶみしながら十数秒。

　到とう着ちやくを示す、涼すずやかなベルの合成音を響ひびかせて扉とびらが開いた。

　ハイヤーはその正面、五メートルほど先に停車して、すでにドアを開けていた。

　一歩、二歩…………三歩目で飛び込む瞬しゆん間かん、

「社長！」

　せっぱ詰つまった声が響いた。

「?!」

　聞き覚えがあるものの、まさかここで聞くとは思わなかった声に、思わず鉄人の脚あしが止まる。

「…………君は…………エムザイル共和国へ赴おもむいたはずの貴き久く地ちくん！」

　声のした方を向くと、棒きれにすがりつくように、ボロボロの背広を着用し、真っ黒に日焼けした五十代半ば（しかも頭はバーコード状）の小太りな男だ。

「き、貴久地金きん太た郎ろう、エムザイル共和国のエレメント鉱山の採さい掘くつ権けん、とって参りましたっ！」

　ぐっ、と親指立てて小太りの禿はげ親父はニヤリと笑った。

　白い歯が煌きらめく、いい笑顔だった。

「あ、あの国で、ついにかね！」

　思わず鉄人は脚を停め、倒たおれそうになる彼に駆かけ寄よった。

「じ、自分はやるときはやる、そう仰おつしやってくださったのは社長ですからっ！」

「貴、貴久地君っ！」

　ぶわっと熱い涙なみだが男の頬ほおをぬらす。

「がしっ」とふたりの企き業ぎよう戦士は両手を握にぎり合わせた。

「よし、後は任せたまえ、君はとにかく病院へ…………」

「た、頼たのみます社長。今から出発すればエムザイルの最終便には間に合います」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、鉄人の顔に苦く渋じゆうの表情が浮うかんだが、

「判った…………安心して休みたまえ！」

　すっくと立ち上がると、すでにそこにはあきらめ顔の長男秘書が立っていた。

「すまんが…………」

　ノートパソコンを閉じながら、陸人は「社長、ＴＷＡ四〇七便の席が取れました」と短く言った。

「わ、判った…………運転手君、行き先を変へん更こうだ。成田へ頼む」

　そう快活に言うと車に乗り込んだ。

　無言で、秘書の陸人が頭を下げる。

「私は次の便で参ります。向こうに残った貴久地さんの部下には話を通しておきましたので、ご安心下さい」

　と言って送り出し、車が走り出した時点でビル内の警けい備び員いんを経由して救急車を呼ぶ。

　駆けつけた警備員が即そく座ざに非常用の担たん架かに貴久地支社長を乗せた。

「ありがとうございます、陸人さん」

　と担架に乗せられながらも恐きよう縮しゆくして手をあわせる、恐おそらく社にとって、あるいは日本経済にとって今年最高の殊しゆ勲くん者しやに、

「いえ、あなたのおかげです」と心底からの礼を言ってこれまた送り出すと、そこには苦笑いを浮かべた三男の雪ゆき人とが立っていた。

「あれじゃあ、間ま違ちがいなく一週間は霧人を連れ帰るのは延期だな」

「まあ、仕方がない。格好ツケが条件反射のレベルになってしまった人だからな」

　これまた苦笑いを浮かべて陸人は肩かたをすくめる。

「ま、あのまま『お前を愛あいしてるんだ』攻こう撃げきをぶつけるよりは、少し頭を冷やした方が霧人にはいいだろう…………そういえば春はる人とはどうした？」

「ああ、今からニューヨークだって」

「やれやれ、アレが一番親父の血が濃こいなぁ」

　そう言って兄弟は顔を見合わせて笑った。

「まったく、経済界の大鉄人、なんて言われて、質しつ実じつ剛ごう健けん豪ごう放ほう無ぶ頼らい、家族なんて顧かえりみないって評判の人物が、実は親バカの見本で、しかも感情の発はつ露ろを押おさえ込んで仕事に没ぼつ頭とうしてるもんだから、実は爆ばく発はつすると偉えらいことになる、なんてのは洒しや落れにもならんが」

　一時的に無人になった地下駐車場で、ふたりの兄弟は彼らしか知らない、その父の素顔について語り合う。

　彼らは全員、十代の頃ころ、父親は自分を愛していない、と思いこんでいた時期があった。

　実はそれが巨きよ大だいな誤解で、実際の鉄人は子供好きな上に息子たちには煮に詰つめたシロップ並みに甘あまく、それがひとたび発露すると、息子たちが残らず唖あ然ぜんとするような親バカぶりを発揮する。

　…………つまり、人よりも巨大な家族への愛情を持ちながら、「社長」という立場によって豪ごう放ほう無ぶ頼らいな人物を演じているうち、その「演技」が半分条件反射のようになっているという、非常にややこしい外見になっているのだ。

　逆に言えば、それ故に息子たちは皆みな、裕ゆう福ふくきわまりない家に生まれながら道を踏ふみ外はずさないで済んだ、とも言える。

「特に霧人は一番若いから、親父との接せつ触しよくもあまりないからなあ。俺もあいつとは年ねん齢れいが離はなれすぎてて、あまり話もできんし」

「ま、兄貴が早く結けつ婚こんして孫の顔を見せてやるんだねえ…………そうしたら年相応のお爺じいちゃん、ってことになるさ」

「まあ、あと二年ぐらいしたら考えるよ」

　こちらも普ふ段だんの「冷れい徹てつの極み」「カミソリ」と言われる仮面を外し、どこか苦労人の愛あい嬌きようを覗のぞかせながら陸人。

　ある意味、一番最初に鉄人の本当の姿を知り、それ以後は自分の弟たちに対する父親の良きスポークスマン役を担になってきた彼は、今一番下の弟に対して自分の役を担わせている三男に、

「ところで、お前の方も頼たのむぞ」

「ああ、今週末にでも霧人の所へ行くよ」

　と請うけ合った。

「その女の子、いい子なのか？」

「ああ、結構苦労人らしい。霧人にはぴったりだと思うね」

「そうか…………お前の眼鏡に適かなうなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

　事情を知らないふたりは、そう言って頷うなずきあった。







第二章・空では晴れない恋こいだとさ







☆




　ただ、ただ、ひたすらに空高く飛ぶ。

　背中のバックパックは快調にエンジンの響ひびきを身体に伝え、音速を超こえる時の衝しよう撃げきも風圧も、周囲に張はり巡めぐらされた特とく殊しゆ障しよう壁へきと、憑体よりしろの能力によって、軽く全身をマッサージされるレベルにまで落とし込まれている。

　星空がまるで矢のように後ろへ流れ、足下の風景は流水に描えがかれた絵のようだ。

　加速のＧだけが現実に近い。

「…………」

　だが、今の垣かきの華はなユウにとって、いつもなら胸むね躍おどるこの感覚も、なんとなく漠ばく然ぜんと身体を通り過ぎていくものにしか過ぎない。

「…………はぁ」

　あろうことか、溜ため息いきまでついた。

　飛行システムを「滞たい空くう」に切り替かえて、空中で制止する。

　流れていく風景が一気に停止し、現実の中の非現実的風景が、ユウの周囲に現れる。

　高度一万メートルから見下ろした沖おき縄なわは、いかにも小さく、夜景がちりばめられた砂金のように輝かがやいている。

　水平線の彼方かなたに見える九州地方の明かりも、憑体という強化装置を経た今は見える。

　本当に見たいものは見えないのだけれど。

「…………」

　くしゃっと、本来のユウに数年の時を加えて大人の魅み力りよくを得た美び貌ぼうが歪ゆがんだ。

　顔を流れるものを拭ぬぐおうとしたが、フライトユニットは半カプセル状に少女の上半身を覆おおっていて、それは出来ない。

　島から帰ってきて四日が過ぎたのに、まだ涙なみだは流れる。

　会いたい、会いたい、会いたい。

　心が叫さけんでいる。

　会って何を話すのか。

　何を自分はあの少年…………山やま内うち霧きり人とにすればいいのか。

　頭の中に無数の案が浮うかび、濁だく流りゆうのように感情が流れ込み、渦うずを巻く。

　だけど、何も決められない。

　このところ、バイトでも失敗続きで、流石さすがに昨日、上司から呼び出されて直々に叱しかられた…………それも本屋と中ちゆう華かファミレス、両方で。

　こんな状態で出勤してもまた失敗するから、と今日は休みを取って、「虎神さま」から憑体を借りて空に上がったが、広い空も、スピードも彼女の心を癒いやしてはくれなかった。

　むしろ、ひとりになる事で、ますます少年への罪悪感やら何やらが胸の中にあふれかえってくる。

「帰ろ」

　ぽつんと言って、ユウは身を翻ひるがえし、我が家へと向かう。




☆




「母親じゃろが、どうにかせい」

「どうにか、って神様に言われても……」

　とユウの母親は「あらあら、困ったわねえ」という思案顔で首を傾かしげた。

「ユウは人に弱みを見せるのが恥はじだと思いこんでる所がまだあるから、私にも滅めつ多たに相談とかしてくれないんですよ、神様」

「そんなことは我も判っておる。じゃからこそ母親のお主に頼たのんでおるのじゃ」

「そうですわねえ」

　ちょいと小首を傾げ、ユウの顔を温厚方面に修正し、身長を縮めて十年年を取らせたような外見の母親は溜息をついた。




☆




　広い十二畳の部屋に置かれた、勉強用とは別の、横よこ幅はばの広い作業用デスクの上には、アームに支えられた照明器具デスクライトと、幾いくつかの組み立て途と中ちゆうのプラモデルが並び、壁かべ際ぎわには工具類の収まった背の高いラックが置かれている。

　石粉粘土フアンドをいじる為ための金属製の粘土ベラスパチユラがぴたりと止まって動かないまま、その表面が乾かわいて固まりはじめた。

「…………」

　溜息をついて、霧人は側に置いたタッパーの水へと、割わり箸ばしの先にくっつけたファンドの固まりを突っ込んで、ジップロックの中へと放り込み、口を閉じた。

　ほんの一週間前まで、粘ねん土どをいじっていれば何もかも忘れることが出来たし、スパチュラが止まる事も無かったのに。

　再び、溜ため息いき。

「…………久々に、魔界あっちにいってみるかな」

　ぜんぜん乗り気には思えない声で、少年は呟つぶやいた。

　携けい帯たい電話が鳴る。

「？」

　発信人を確かめると、それは数少ない霧人の友人、縞しま袋ぶくろ栄えい賢けんだった。

『よう、霧人、元気か？』

「ああ、栄賢か…………どうしたの？」

『どうよ、暇ひま？』

　一いつ瞬しゆん、霧人は躊ちゆう躇ちよしたが、誰かに会った方がまだ気分が晴れるかもしれない、と珍めずらしいことを不意に思いついた。

「あ、うん…………あんまり長居できないけど？」

『んじゃさ、俺そっちに行くわ』

「僕の家、知ってるの？」

『んにゃ。すまんが教えてくれ』

　随ずい分ぶんと図々しい話だが、霧人はそれには気づかず、

「あー…………えーと……」

　一いつ生しよう懸けん命めい、自分の家への道順を考えた。

「そういえば、今どこ？」

『えーと、今は新都心のサンエー前』

「じゃあ、そこから…………」

　そう言えば友達が家に来るというのは生まれて初めての事だと気づいて、霧人は少し驚おどろいた。




☆




　苦労して説明し、近くのコンビニまで迎むかえに行って、栄賢をようやく家に招き入れた。

「へえー。広いねえ。リビングだけで俺んちが庭ごと入るぜ」

　マンションに上がると、十二畳のリビングを前に、真っ黒に日焼けした、如何いかにもスポーツマンそのものの外見をした栄賢は大げさなことを言う。

「どんな家だよ」

　さすがに苦笑しながら、霧人は栄賢にソファを勧すすめて、飲み物を取ってくる。

　キンキンに冷えた麦茶。

「で、話って何？」

「あー…………そうだなあ…………」

　ぱかっと口を開いて何かを言いかけ、また閉じては考え、また口を開いて…………を三回ほど繰くり返した後、栄賢は、ようやく用件を切り出した。

「お前、ユウちゃんと喧けん嘩かでもしてるのか？」

「え？」

　いきなり友人に図星を指され、霧人は思わず声のトーンを跳はね上げた。

「な、なんでそんなこと？」

「いや、おまえら、島じゃああんなにラブラブだったのに、帰ってきてから顔も合わせてないらしいじゃないか。それに、ここ二、三日、ユウちゃんバイト先でドジばかりしてるらしいぞ」

「…………」

「この前、カンナちゃんが本屋で店長に怒おこられてるのを見てるし、うちの…………じゃなかった、真弓は真弓でファミレスで派手にひっくり返るのを三回も見てる」

「…………」

　まさか、そんな事になっているとは思わず、霧人は呆ぼう然ぜんと友人の話を聞いていた。

「おまえら、島から帰ってくるときも別々の便だったし、お前はユウちゃん待たずにさっさと帰るわ、ユウちゃんはずーっと落ち込んでるわでおかしいとは思ってたんだが」

　なあ、と言葉を一いつ旦たん打ち切って、栄賢はじっと霧人の顔を覗のぞき込んで尋たずねた。

「何があったんだ、島で？」

「いや、その…………別に、何も」

　だが、霧人はまっすぐに栄賢の目を見られなかった。

「嘘うそつけ」

　即そく座ざに栄賢が断じる。

「何もない筈はずなら、まだ夏休みが半分以上残ってる今、こんなところで俺と話なんかしてるもんか」

　実に鋭するどい指し摘てきである。

「…………」

　だが、どうやって事情を説明したらいいのか、霧人にはさっぱり思案が浮うかばなかった。




☆




　真夏の太陽はようやく中天から退きつつある。

「はあ、ひい、ひい、はあ」

「ひい、ひい、ふう」

「へえ、へお、はあ」

「ににゃ、にゃあ、にゃあ」

「工こう房ぼういちか」のプレハブの外、四台の自転車が、文字通りのフル操業を続けていた。

　自転車の後輪は幾いくつかのギアに接続されていて、そこからさらに水平にグルグル回転するズンドウのような金属の筒つつにつながっている。

「はい、おしまーい」

　ストップウォッチを見つめていた工房の主の言葉に、「はにゃあー」という声を一いつ斉せいにあげて「りり」「くぅ」に「サコン」と「ウコン」の四よん匹ひきの猫耳少年少女たちはようやくペダルをこぐ脚あしを停めることが出来た。

　そのまま湯気が出そうな顔で、ハンドルの上に突つっ伏ぷす。

　今日は明け方からかれこれ二十回、二十分ずつ自転車を漕こいでは止め、漕いでは止めの繰り返しである。

　飽あきるよりも何よりも、とにかく子猫たちには疲つかれるし、その上この暑さだ。

　金属のズンドウの留め金を外した工房の主は、耐たい熱ねつ手て袋ぶくろを填はめた手で、「よっこいせ」と中にびっしり重ねられた円えん盤ばん状じようのシリコン型を「どっこいせ」と取りだす。

　レイヤーケーキのごとく、ひとつごとにベニヤ板で上下から押おさえ込まれ、一メートル近い長さのネジで止められているそれを外す。

　まだ熱を持っている型を釣つり用の大きなクーラーボックスへと放り込む。

　氷の浮いた水で冷れい却きやくされた型を外すと、中から放射状に広がったランナーにくっついた、鎧よろいを着けた少女やら、何かのロボットやらの部品が次々と出てきた。

　素材は二つの液状化学物質を混ぜて反応させることで出来上がる、無む発はつ泡ぽうウレタン…………通つう称しよう「レジンキャスト」と呼ばれる物質である。

「よしよし、さすがは遠心力脱だつ泡ぽう」

　複雑な形状の部品に素材が回り込まないで発生する「欠け」などが一切無いのをチェックして、「りり」たちの先せん輩ぱいでもある猫耳少女はうんうんと頷うなずいた。

　さらにそれを種類別に、前に抜ぬいた部品の上へ積み重ねていく。

「いやー、あんたらいるおかげで助かるわー」

　ニコニコと笑いながら工房の主は子猫たちの労をねぎらう。

　そしてプレハブの冷蔵庫を開けると、シリコンやらレジンキャストやらの缶かんの間から、キンキンに冷えたペットボトルの瓶びんを五つ取りだして手て渡わたした。

「はにゅあー」「にうー」「にゅー」「ぬゆー」

　四匹の子猫は、ダラダラとペットボトルの蓋ふたを開けると、喉のどに冷えたジュース類を流し込んで溜ため息いきをつく。

「さーて、本日分はあと五回、頑がん張ばってネー」

　番号順にシリコン型を積み重ね、再びネジ止めしながら工房の主。

「今日中に終われば次のＷＨＦワールドホビーフエステイバルには間に合うし……いやあ、遠心力脱泡って効率的よねー」

　確かにその通りだが、その効率的、という言葉の半分は「自分がやらなくていい」事実に掛かかっているのは言うまでもない。

「あうー、人でなしー」

「人でなしー」

「でなしー」

「なしー」

　四匹の子猫はそれぞれに糾きゆう弾だんの声を力なくあげたが、

「働かざる者喰くうべからず、これは宇宙の鉄則なの、ほーら、スポンサーの言うことは聞く！　お仕事再開ー！」

　昔のコントで使うような巨きよ大だいな四角缶から、体重計二つの上にそれぞれ載のせた小さなバケツにレジンキャストの素材を流し込みながら工房の主が断言する。

「あにゅー」×４。

　空になったペットボトルを、設置された段ボールの巨大なゴミ箱に投げ込むと、子猫たちは必死になってペダルをこぎ始めた。

　二つのバケツの中身を、注ぎ口をつけた別のバケツに注ぎ込み、電動ドリル改造の攪かく拌はん機きでがーっと混ぜ合わせると、工房の主は脚きや立たつに上って、ズンドウ状パーツの上から「よっこいせ」と反応の始まった無発泡ウレタンを流しはじめた。




☆




「…………」

　突とつ堤ていの先に腰こし掛かけて、脚をぶらぶらさせながら、猫神はぼんやりと魔ま界かいの海を見ていた。

「…………」

　遠い目をして、猫の神は考え込む。

　今までの自分の生き方に、後こう悔かいも反省もしていない。

　ネズミの神、鼠そ神しんに騙だまされて、正式な「神」への昇しよう進しんをフイにされ、しかも鼠神は一切のおとがめ無しと判ったあの日から、こうしてきた。

　今に至るも成功例は無いものの、片手落ちの判決を下した神々に対する異議申し立ての意味は、未いまだに有効だ。

　成功、失敗は関係なく、「異議を申し立てること」が彼女の生き方なのである。

　だが、山内霧人の事に関しては、胸が痛かった。

　少年が自分のしていることを正確に把は握あくしていれば、これほど悩なやみはしない。

　だが、猫神は嘘うそをついていた。

　他愛たわいのない…………定じょう命みょうの人間を僅わずかな間、手伝わせるためのちょっとした言い訳。

　バレたらバレたでアハハと笑って頭を掻かいて…………という程度だと思っていたのに。

　今や、その嘘が少年の人生に大変な問題を持ち込んでしまっている。

　子供の頃ころ、寂さびしいあの少年に構いはじめたときは単なる暇ひまつぶしと、上手く行けば助手がひとり確保できるだろう、という程度の気持ちだったのに。

（関わりすぎたわねえ…………）

　いつの間にか、母親のような、姉のような気分で少年に接していた。

　これまでの彼女なら、少年の事などお構いなしに、またぞろ「神様もどき」を「神」にするため、彼を利用しても心は大して痛まなかったのに。

「…………はぁ」

　ごろん、と服が汚よごれるのも構わず、猫神は突堤に仰あお向むけになった。

「どうしたもんかねえ」

　魔界に空はない。

　あるのはゴツゴツした、高い高い岩の天てん井じようだけだ。

　同時に、彼女への答えも無かった。

「…………」




☆




「猫の神様、どうしたんだろうねえ」

「そっとしといてやりな」

　突堤が見える、パン屋の二階。

　この魔界に出来た「町」の皆みなが食事を終えてからという、少々ずれた時間に食事をするパン屋の夫婦である。

「まあ、神様にも色々あるんだろうけどねえ」

　まるまる太った「おかみさん」は判ったような顔でしみじみと頷うなずいた。

「そうだよ。何しろ神様ってなあ偉えらいからな」

　と同意の頷きを返すのは筋骨隆りゆう々りゆうの「パン屋の主」だ。

「何しろ、ウチの創造者様マイスターさまよりも偉いんだからな」

　彼らはすべて国内外、自作、製品を問わず、全てフィギュアに命を与あたえられた存在である…………「おかみさん」はヨーロッパの有名メーカーが作った「第二次大戦のロンドン市民」セットの中の一体だし、その夫である「パン屋の主」は同じメーカーが作った「コサック騎き兵へい」の改造品だ。

　作ったのは山内霧人、命を吹ふき込んだのは猫神である。

　だから霧人のことをココでは「創造者様マイスター」と呼ぶ。

「まあ、俺たちが考えても仕方がない事さ」

　本来は猫神の「仕事」を手伝うための存在でしかなかったのだが、凝こり性しようの霧人と、それを面白がった猫神のおかげで、いつの間にか「魔ま界かい」のこの一角はひとつの「町」として賑にぎやかに息づき、今や「生活」と人生を展開していく場にもなっていた。

「おい、今日も美味いスープだな」

　ただし、元が人形であることに変わりはないから、そんなことを言いながらスプーンで飲むスープも、パンも、実体のない、風景が向こう側に透すけて見える妙みような代物だった。

　人を模もした者達が作り、食べるためのものだから、これは当然だと言えた。

「ねえ、そろそろマイスターさまにさ…………作ってもらわないかねえ？」

「なにをだよ？」

「いや、あの…………ほら、アレだよ、アレ」

「おかみさん」が恥はずかしそうにボカしていい、しばらく考えたパン屋の親方はぽん、と手を打った。

「…………ああ、子供って奴やつか！」

「そうだよ…………ほら、アレっていいものらしいじゃないか」

「そうだな、そうだな、よし今度お願いしてみるか！」




☆




「まあ、あれだ。隠かくし事ごとをしてた、ってわけか」

　遠回しに、真相を言わず、というかなりややこしくて抽ちゆう象しよう的てきな説明だったが、栄賢は納得してくれたようだ。

「うん。前々から迷めい惑わくしてたんだけど、まさかその当人がユウさんで、しかもそのことに気づいていて、僕に黙だまっているなんて………」

　栄賢の向かいに座った霧人は、もどかしさの中、友人が自分の感情を理解してくれたことに少しホッとした気分になっていた。

「なるほどねえ…………そりゃショックだわな」

「え？」

　自分のこの混乱した精神状態をひと言でズバリと言い表されて、霧人は怒るよりも先にあまりにも的確過ぎて驚おどろいた。

「ショック…………？」

　確かに、この状態はショックを受けた、と表現するのがぴったりだ…………自分の心の状態を的確に言い表すことすら出来なかった少年は、それだけで少し視界が開けたような思いがした。

「まあ、そうなっちゃうのは仕方ないよ。好きな人が自分を裏切ってた、って事でもあるわけだしな…………でもよ」

　ここで言葉を切って、栄賢はじっと腕うで組ぐみして霧人を見た。

「ユウちゃんは、好きでお前に隠してたのかね？」

「…………」

「…………あのよ、俺、子供の頃ころ、『嘘うそつき』だったんだわ」

　自分の恥はじをさらす、少しの含がん羞しゆうを含ふくんだ顔で、栄賢は続けた。

「だから良く判るんだが、嘘つき、ってのは自分が楽しいから嘘をつくけど、『言わない』ってのはちょっと違ちがうんだぜ？」

「…………」

「お前に嫌きらわれるのが、ユウちゃん、怖こわかったんじゃねえかなあ？」

「怖かった…………？」

「逆に考えてみろよ。お前がたとえばさっき言ったみたいに、色々理由があってユウちゃんの仕事の邪じや魔まとか、迷惑なことをしてたとして、その当人が自分だ、ってことがバレたら、素直にあっけらからんと喋しやべれるか？」

「そ、それは出来るよ！　だって、悪いことだもの、謝らなくちゃいけない！」

　言い切った霧人へ、

「本当かね？　俺に、じゃないぜ？　ユウちゃんは、その時のお前みたいに、そのことを告白した途と端たんに、くるっと背を向けて逃にげ出すかもしれないんだぞ？」

「…………」

　反発心はあったが、同時に、想像力も旺おう盛せいな霧人としては、思わず栄賢のまっすぐな目に考え込む。

「言えるかよ？　九割九分おそらく、多分、じゃなくて、一〇〇パーセントで言えるか？」

「…………言えない、かもしれない」

「そうさ。誰だって『かもしれない』ことを選んだり、選ばなかったりしてる。お前の言うとおり、ユウちゃんは素直に言うべきだったんだろうさ。でも、人間の関係ってのはちょっとしたことで壊こわれたりもする…………男女の仲なんか、お前……」

　そこで何かを思い出したらしく、栄賢は声を詰つまらせたが、すぐに頭を振ふって、

「それに、お前が本当に正しいのか、考えたか？」

「え？」

　思いもしなかった事だけに、霧人はぽかんとした。

「まあ、いいや……男は男を信用しないとな」

　とその話を追及するのは止め、

「ま、正しかろうとそうじゃなかろうとさ、女に対しては一度頭を下げた方がいいって」

「え？」

「男は女を怒おこらせた時点で悪者なんだからさ」

「そんな…………」

「理り不ふ尽じんだろ？　でもさ、理不尽なんだよ、女って奴やつは」

　そう言って、栄賢はつくづく、という顔で溜ため息いきをついた。

「まあ、一度頭を下げればさ、向こうも頭が冷えてくるよ。そしたらまあ、アレだ、じわじわと判らせるように誘ゆう導どうしていくしかないって」

「…………」

　納得しかねる顔の霧人に、栄賢はほろ苦く笑った。

「まあ、俺も最初はそう思ったよ。でもな、騙だまされたと思ってやってみ」

「…………」

「ま、俺に言えるのはそれぐらいだわ。んじゃ、帰るよ」

　そう言って、少年は腰こしを上げた。

「あ、も、もう少し居ても……」

「いいよ、それに、少しひとりで考えなよ。第三者の俺が出来るのはココまでだからな」

　日焼けした野球少年は、ぱちっと器用にウィンクをした。

「がんばれよ」

「あ…………うん」

　何をがんばるのか判らぬままに、霧人は頷うなずいていた。




☆




　ぽけー。




　ユウはぼんやりと机の前に座って天てん井じようを眺ながめている。

　することは何もない。

　夏休みの課題はとっくに終わっているし、もう涙なみだも涸かれてしまったのか、泣くこともない。

　ただ、ぽっかりと、それまで濃のう厚こうに自分を包んでいたものが、大きな隙すき間まに化けてしまったような気分だけがあった。

「…………あたし、なにやってるんだろ」

　呟つぶやいてみるが、それも他人の遠い声。

　現実感がぽこっと脳の中から落っこちたようだ。

　何の危機感も、焦あせりも…………それどころか、感情という感情がころりと外れてしまったような。

「…………」

　ぽけっとした溜息をついて、ユウは机に頬ほおをくっつけた。

　目を閉じよう、という気さえない。

「会いたいなあ」

　誰かが言った。

「会いたいなあ」

　誰かが、また。

　驚おどろいたことに、それが自分の声だった。

「霧人……」

　自分の声が、勝手に少年の名前を呟いていた。

「霧人に…………会いたいな」

　二つの単語が組み合わされて口からこぼれた途と端たん、目の前がぐにゃりと歪ゆがみ、熱いものがまぶたからあふれ出た。

　携けい帯たい電話が鳴った。

「…………？」

　電話番号を確認すると見たこともないナンバーが表示される。

　いつもならさっさと切ってしまうが、何となく「出てみたら」という囁ささやきが頭の片かた隅すみにあって、ユウは受信ボタンを押おした。

「はい、垣華です」

『あらーユウちゃん、おひさー』

　のんびりとした、懐なつかしい声が聞こえてきた。

「あ……狭さ霧ぎりさん」

『ぴんぽーん♪』

　電話の主はユウと同じく、「神かん無な年どし」の現うつし世よを守る神の巫女みこ、狭霧だった。

『なんか最近、変わったこと無かったー？』

「え？」

『なんかねー、最近あなたの身に大変なことが起こったような気がしたのー。でも大だい丈じよう夫ぶみたいねー』

「あ…………」

　はい、と答えようとして、ユウはようやく相談すべき相手を見つけた。

「あ、じ、実はその……」

　安あん堵どと嬉うれしさのあまり、あとは一いつ気き呵か成せいに全ての事情をユウは狭霧に説明していた。




☆




　関東地方と、東北地方のつなぎ目ギリギリの所にある小さな山、そこにある菱ひし形がたに向かい鴉からすの羽根、という変わった紋もん様ようのついた神社。

　そこの本ほん殿でん脇わきにある社務所の廊ろう下かで、巫女姿のよく似合うロングヘアの和風美女…………狭霧は今時珍めずらしい黒電話の前に、長電話用の椅い子すを引っ張り出して座り込み、話をうんうん、と頷いて聞いていた。

「なるほどねー」

　思いあたる事がいっぱいあるらしく、狭霧はしみじみという感じの声を出す。

「えーとね、その場合、おっかけないと駄だ目めよー」

『え？』

　自分より年下なのにしっかりして見えても、少女はやっぱり恋こいには奥おく手てらしい。

　そんな意外性と幼さが嬉しくて、にこにこしながら狭霧は続けた。

「うーんとねー、ユウちゃん、今でもその子の事、好きなんでしょー？」

　はっ、と息をのむ気配。

「でしょー？」

　もう嬉しくってたまらない、という顔で狭霧はさらに電話の向こうの反応に集中する。

『は、はい』

　明らかに顔を赤らめた、小さな声。

「だったらー、霧人君だっけー？　彼をこっち側に引き込むぐらいの気持ちで頑がん張ばらないと、だめよー」

『へ？』




☆




「こっち側に引き込む…………？」

　軽い驚おどろきがユウの中を走った。

『だってー、私たち、悪いことしてるわけじゃ、ないでしょー？』

「そ、それはそうですけど」

『だったらー。問題はないでしょー？』

「あ…………そうか」

　ユウはポカンとした声で納得した。そういう発想は彼女の中に無かったからだ。

『男の子はねー、ぐいぐいこっちで引っ張ってあげるぐらいの気合いが無いとだめよー』

「…………」

　なんという馬ば鹿かなことで躓つまずいていたのだろう、とユウは自分の愚おろかさに呆あきれた。

　そうだ、何を考え込んでいるのだろう？

　アクティブに動く。それが自分の信条ではなかったか。

　問題を前に、グダグダ悩なやんでいても仕方がないではないか。

「そ、そうですよね」

『うん、悩んで時間と距きよ離りを置くと、そのままになっちゃうわよー』

「あ、ありがとうございます！」




☆




　自分のアドバイスが実を結んだらしいと知って、狭さ霧ぎりは益ます々ます満面の笑みになった。

「うんうん、がんばってねー。じゃ、またー」

　相手からは見えないが、ぱたぱたと手を振ふって、狭霧は静かに受話器を置いた。

「狭霧よ」

　と、足下から声がして、巫女みこ姿の美女が視線を落とす。

　そこには沖おき縄なわにいる虎のソフビ人形と同一人物がデザインしたと思おぼしい、蛇へびのソフビ人形があって、その頭の上には、蛇の下半身を持った二頭身の少女があきれ顔で立っていた。

「お主、もうちょっと今のあどばいすは補足したほうがよいと思うぞ」

「？」

　こけ、と首を傾かしげる狭霧に、「蛇へび神がみさま」は、

「お主のようにほけーっとした奴やつなら今のでちょうどいいぐらいじゃが、あのユウは虎神の巫女の上に、お前より百倍はあくちぶな奴じゃ、下手をすると……」

「大だい丈じよう夫ぶですよー」

　にこにこと狭霧は笑う。

「ユウちゃん、しっかりしてるから」

「…………世の中、普ふ段だんしっかりしてる奴ほど暴走が偉えらいことになることもあるぞえ？」

「大丈夫ですよー。『虎神さま』もいらっしゃいますしー」

「…………それが余計心配じゃというに」

　そう言うと、「蛇神さま」はしみじみと溜ため息いきをついた。










　果たして、「蛇神さま」の心配は現実の物になった。







第三章・結局勝負になったとさ







☆




『温度の高いものと、低いものが一気に混ざり合うと、材料によっては大変なことになってしまいます……たとえばこの七面鳥料理ですが』

　ほけらー。

「工こう房ぼういちか」のパソコンで、デジタル放送を見ながら真っ黒に日焼けした四匹ひきの子猫たちはぽかんと口をあけたまま、互たがいに寄りかかるようにして微び動どうだにしない。

「なぁ」

　アッシュブロンドの「サコン」がぽつんと言った。

「七面鳥って、何だ？」

「しらねーのかよ？」

　三色メッシュな子猫の「りり」がぽけっとした声で答える。

「どろどろで辛からくってうめーぞ」

　それはカレーである。

　よっぽど子猫たちは疲ひ弊へいしきっているらしかった。

「俺、喰くったことねー」

　黒くろ猫の「くぅ」がぽかんとした声で言う。

「おれもー」

　例の「遠心力脱だつ泡ぽう」の自転車漕こぎはついさっきまで続いており、工房の主は現在庭先でえんやこらと型から抜ぬいた部品の大まかな切きり離はなし作業に没ぼつ頭とう中だ。

　そんなわけで、精も根も尽つき果はてた子猫たちは脱だつ力りよくしているというわけである。

　液えき晶しようモニタの中では、「危険ですので真似まねしないで」というマークが明めい滅めつする画面の中、煮に立たった油の中に、単純な遠えん隔かく操作の機械がくっついた滑かつ車しやにより、つり下げられた冷れい凍とうの七面鳥が入った。

　瞬しゆん間かん、ズンドウの中身が噴ふき出し、コンロの火に燃え移って大火災、というおっかない場面が映し出される。

「食い物って、怖こわいんだナー」

　何ともトンチンカンなことを「くぅ」が力の入らない声で言うと、残り三匹の子猫たちもかっくりと頷うなずいた。




☆




「そうか、そうだよな……」

　狭さ霧ぎりからの電話を置くと、ユウは元気よく立ち上がった。

　身体の中で、錆さびついてびくともしなかった色々な歯車から、前に見たアメリカの錆落とし剤ざいのＣＭみたいに一いつ斉せいに赤あか錆さびが剥はがれ落おち、ぴかぴか光る大小のそれが勢いよく回り始める感覚。

「うん！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、少女は決然と携けい帯たい電話を取った。




☆




「…………」

　栄えい賢けんを帰した後の応接間で、ごろりとソファに横になった霧きり人とは、ぼんやりと天てん井じようを見上げていた。

「…………考えなくちゃ、いけないのか」

　気分の高こう揚ようはない。

　迷いがまだ、あった。

　悪いことをしていないのに、謝ることが出来るものか、という意地がある。

　でも、ユウとこれで別れてしまうのは辛い、という心もある。




　本当にそこまでしなければならないのだろうか？




　そんなに女性というのは愚おろかな物だろうか？




　まして、あのユウが？




　栄賢が聞けば、苦笑いと一いつ緒しよに、「そういう話じゃないだろ」と言葉をかけてくるかもしれないが、悲しいかな少年には、人とのつきあい方の細かい機き微びというのがまだ良く理解できていない。

　男女問わず、人間同士の付き合いというのは「タイミング」次第で、親しければ親しいほど、一度外れたタイミングを元に戻もどすには、それなりの事が必要なのだ…………という発想にいたっては。

　それが正しいかどうかはまた別の話であるが。

「『猫姉ェ』に聞いてみるかなあ」

　取とり敢あえず、身近にいる年上で、女性の相談相手は彼女しか居なかった。

　そういえば、ここ数日、顔を見ていないことに気づく。

「猫姉ェ」こと猫神だけではない。あの子猫二匹ひきもだ。




　携帯電話が鳴った。




「！」

　ある予感があって、迷ったのも一いつ瞬しゆん、栄賢の言葉が少年の背中を押おして、霧人は携帯を開くと、発信者の項こう目もくをチェックもせずに受信ボタンを押し、耳に押し当あてた。

「は、はい」

『あ、あのき、霧人…………くん？』

　戸と惑まどったユウの声。

　だが、戸惑っているのは霧人も同じだった。

「あ、は、はい、や、山内霧人です」

『あ、あの、この前のことで』

「…………」

『は、話し合い、したいんだ…………い、いいかな？』

「…………」

　戸惑いは大きくなっていた。

　今すぐ電話を切って逃にげ出したくなる気分。

　だが「男の子」としての矜きよう持じが少年を押しとどめた。

　もう、ベッドに突つっ伏ぷしている日々はいやだった。ユウとこのままなのも嫌いやだった。

　終わりならば終わり、始まりなら始まりが欲しかった。

「…………わ、わかりました。どこが、いいですか？」

『新都心……サンエーのフードコートで、いいかな？』

「はい」







[image: ]










☆




「じゃ、一時間後の五時に」

　相手が同意の頷うなずきを返す気配を感じて、ユウは「切るね」と短く告げて、一いつ拍ぱくの間をおいてから電話を切った。

「…………ふぅ」

　安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　ここまでは上手く行った。

　次は、少年と話し合う番だ。

「お風ふ呂ろ、入らなくっちゃな」

　そうひとりごちると、少女は満面の笑みを浮うかべて着き替がえを出すべくタンスに向き直った…………自分の選せん択たくに髪かみの毛ひと筋ほどの疑いも抱だいていない。




☆




「…………」

　母おも屋やの方がパタパタし始めた気配を感じて、「虎神さま」はぴくり、と耳を動かした。

「どうやら、何か決めたらしいのぅ」

　ひょこっと、それまで横になっていた座布団から起き上がる。

　側にちょこねんと座り込んで、「虎神さま」が何かの行動を起こすのを待っていた「とらたん」が、「どうなさいますか？」と尋たずねるのへ、

「決まっておる、ことの成り行きを見守るのじゃ、参るぞ」

　と立ち上がった「虎神さま」はにっこりと笑みを浮かべる。

　その主というか、中身というかに対し、「とらたん」は冷静に「今、ひょっとして自分が何もしないうちにコトが収まりそうだからラッキーだと思ったでしょ？」と鋭するどい突っ込みを入れた。

「ぬ…………そ、そんなことはないぞ！　うむ」

　そう頷くと、「虎神さま」はひょいと「とらたん」の頭の上に乗っかった。

「ではこれからユウの後をつけるぞよ、れっつごー！」

　二頭身のソフビ人形は「はいはい」という感じで軽く頷くととこたかと歩き始めた。

　その姿が次第に霞かすみはじめ、ついには消えてしまうが、ソフビの脚あしが立てる音は小さく響ひびいて、プレハブのスライドドアが開閉すると、段々と外へ向けて去っていく。




☆




「…………あれ？」

　久々に家である霧人のマンションに戻もどった猫神は、部屋に少年の気配が無いことに気づいて首を傾かしげた。

「何処行ったのかしら？」

　じっと目を凝こらしてみると、少年の移動していく気配の軌き跡せきが見えた。

「外か…………立ち直ったのかしら？」

　小首を傾げては見るが、確認しようにも当人はおらず、いつもこの辺に転がってるはずの子猫たちも何故か居ない。

　そのまま冷蔵庫にあるアイスを食べようと台所に向かいかけた猫神だったが、妙みような顔をして立ち止まった。

「…………まったく、家族がいるってのは、もうっ」

　呟つぶやいて、指を頭の上でくるりと一回転させて姿を消すと、窓から外へと飛び出した。

　軽々と羽毛のように空を飛んで、猫神は電柱の上に降り立って、少年の軌跡を追った。

「あ、いた」

　思わず猫神の表情が緩ゆるむ。

　少年は思おもい詰つめたような顔で、那な覇は新都心（おもろ町）の中心部へと歩いていく。




☆




　新都心のサンエー・那覇メインプレイス店は、この辺の中心部に立っている。

　最近流行の郊こう外がい型がた巨きよ大だいスーパーで、何故こんなものが那覇のど真ん中に立っているかといえば、この「おもろ町」一帯が、つい最近（といっても八十年代後半になるが）返へん還かんされた米軍の将校用住宅地だったからである。

　ここの隣となりにあるＴＳＵＴＡＹＡ、さらに少し離はなれた場所にあるコープがこの「おもろ町」の目印になる有名な建物だ。

　さて、この巨きよ大だいスーパーには呼び物がいくつかあって、その中でも那覇市民なら知っているのが複合型映画館シネコンである。

　老ろう朽きゆう化かを理由に、元々のメインストリートである国際通りから引ひっ越こししてきた老舗しにせの映画館はすべてここに収まっていて、その入り口付近は吹ふき抜ぬけのオープンカフェな広場となっていて、待ち合わせにはうってつけだ。

　気ばかりが焦あせって、ＴＳＵＴＡＹＡ側からの大階段を使って予定時刻に三十分も早く着いた霧人は、ほぼ同時に建物側の入り口から入ってくるユウを見た。

「あ…………」

　ユウも自分と同じで気が急いていると気づいて、少年は少し明るい気分になった。

「……」

　向こうもこちらに気づいて、驚おどろいた顔になる。

　どちらからともなく、近づいた。

「あ、あの」

　霧人はまっすぐに少女の顔を見られない。気まずさと、恥はずかしさ。

「や、やあ」

　ユウも霧人の顔をまっすぐは見ていなかった。

　もどかしいような、くすぐったいような空気。

「と、とりあえず座りませんか？」

「そ、そうだな」

　と、振ふり返ってはみたが、オープンカフェには、夏休みということもあって家族連れやらカップルやらですでにごった返していた。

「…………公園、行こうか？」

　ユウの言葉に、霧人は頷うなずいた。

　そのままふたりは大階段を下り、裏手にある新都心公園へと歩いていく。

　夏の沖おき縄なわ、陽は傾かたむくには早く、じんわりした湿しつ気けを伴ともなった亜あ熱ねつ帯たいの空気がふたりを包む。
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「なるほどね」

　姿を消した猫神は、薄うすく微笑ほほえみながらメインプレイスを出て、公園へと向かう二人の背中を、街灯の上に立って見ていた。

「仲直りか…………良かった」

　皮肉でも何でもなく、心底の声でそう言うと、猫神は霧人の姉の顔でひょいと街灯の天辺を蹴けって次の街灯へと飛んだ。

　そうやってふたりの行く末を確認するつもりなのだ。
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「うーむ、あやつ、結構素直で良い奴やつじゃな」

　その街灯の根本。

　ひょこっと顔を出したのは「とらたん」で、その「へにょ」とした口元をめくり上げたのは「虎神さま」だ。

　目だけを出してユウたちの姿を追い、

「よし、では我らも後を追うぞ」

　と命じると、猫神同様姿を消している「とらたん」はトコトコとその後を追う。
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　夕方五時になると、近くにある免めん税ぜい店てんの集合店てん舗ぽ「ＤＦＳギャラリア沖縄」のオープンカフェにある「霧きりの噴ふん水すい」から、もうもうたる霧が公園の周囲を覆おおい、風に乗って流れていく。

　まるで火災による煙けむりのようにも見えるため、事情を知らない通行人の何人かがぎょっとするが、殆ほとんどの人々は慣れたもので、その中を平然と歩いていく。

　その霧がそれぞれの姿を覆おおい隠かくしてくれたのは、霧人とユウにとっては有り難かった。

「あの…………ええっと……」

　切り出したのは、呼び出した側になるユウだ。

「そ、その…………まず、謝らないと…………ごめん」

「…………」

「黙だまっていたことは謝る。でも、あの日、初めて判ったんだ。だからその、つまり…………わ、私も混乱というか、動どう揺ようというか、どうすればいいのか判らなくなってて、だから、その…………つまり」

　霧が互たがいの姿を隠してくれていて、気は楽だというのに、ユウは自分がどう喋しやべればいいのか、すっかり忘れていることに気づいた。

　綿密に、あれだけここへ来る道すがら、細かいことを考えていたはずなのに。

（ええい、情けない！）

　とはいえ、今の状態は如何いかんともしがたい。

「と、とにかく、君とこのままになってしまうのは、嫌いやなんだ！」

　思いっきり声が出てしまった。

「私は、君とこのまま別れてしまいたくなんかない！」

　叫さけび声ごえになっていた。

　それが、心の殻からにひびを入れたらしく、どっと感情があふれ出す。

「あの時、黙ってたのも、君が私を嫌きらいになるのが怖こわかったからだ！　だから、だから別人のフリをしてた！　君と一いつ緒しよに戦えたとき、凄すごく嬉うれしかった！　垣華ユウじゃない私に微笑んでくれたときも嬉しかった！　だから、だから言い出せなかったんだ！」

「だから」ばかりが口から出た。

　もっとスマートな説明の仕方があったかもしれないが、少女には思いつかなかったのだ。

　自分が、自覚できないほどにせっぱ詰つまっていると、ようやくユウは気がついた。

「許して欲しい、なんて言えない、でも、でも……」

「ユウさん」

　ぽつ、と少年の声。

「もう…………いいですよ」

　その言葉の意味が、どういうことなのか。

　一いつ瞬しゆん、ユウは迷った。

　これ以上付き合うつもりがないから「もういい」なのか。

　それとも…………それとも……。




　それとも…………？




　おそるおそる、いつの間にか閉じていた目を開ける。

　でも、視線は上げられない。

　霧人の足下が見えた。

　スニーカー。

　ジーンズの脚あし。

　そして……胸、

　意を決して顔を見る。

　微笑ほほえんでいた。

　許してくれた、とユウは直感した。

「許して…………くれるの？」

　こくん、と少年は頷うなずいた。

　安あん堵どのあまり、自分の膝ひざが砕くだけたように力を無くしそうになるのを、ようやくユウは堪たえた。

「でも、もしもあそこでバレなかったら、どうするつもりだったんですか？」

「…………」

　頭が真空になった。

　そうだ、どうするつもりだったんだろう？

「…………」

　数秒の空白のあと、ようやくユウは言葉を紡つむぐ。

「判らない。正直に言ってしまえば、そのまま黙っていたかもしれない…………でもきっと後こう悔かいした。それだけは言えると思うんだ」

「…………」

　少年は微笑んだ。

「素直なんですね」

「嘘うそは…………もう言いたくないんだ」

　本音だった。

　ユウは少年の顔をまっすぐに見つめる。

　霧きりとも、ユウの顔を見返した。

　ふたりは霧の中で見つめ合う。

「あの」

　沈ちん黙もくの後、霧人が決意の顔で切り出した。

　ユウは思わず身構える。

「お願いがあります」

　少年は目に力をこめてユウを見つめる。

（綺き麗れいな顔だな）

　元から整った顔が、決意という強い意志によって尚なお輝かがやくのだと、ユウは初めて知った。

　だが。

「ユウさん、あの仕事を辞めてくれませんか？」

　霧人はトンデモないことを切り出していた。




☆




「…………！」

　ユウの顔がハッキリ驚きよう愕がくに彩いろどられるのを、霧人はじっと見つめた。

「あんな仕事、良くないと思います！」

　相手の仕事を否定するのは勇気が要ったが、それでも言わなければ、という使命感の方が先に出た。

「神様モドキの人たちは、すこし世界を見たいだけで、悪いことをしたいわけじゃないんです！　その人たちの邪じや魔まをするってのはおかしいですよ！」

「あ…………いや……」

　完全に不意を突つかれたユウは、何も言えずにしどろもどになっている。

　霧人はそれを、思いも寄らない意見を言われた驚きよう愕がくと、事実を突きつけられた者の動どう揺ようと受け取った。

「ユウさん、お願いです、僕と一いつ緒しよに神様モドキの人たちの手伝いをしてください！」

　霧人はユウの手を無意識に握にぎっていた。

　一度は立ち切れかけた絆きずなを、そうやって元に戻もどそうという考えが、心の奥おく底そこであったのかもしれない。

　そして、少女の手の温かさと柔やわらかさを感じたとき、確信していた。

　きっと説得できる、と。

「お願いです！」

　ユウが、自分の頼たのみを聞いてくれないはずはない。

　しばらくの沈黙。

　霧がふたりの視界を覆おおい、姿を隠かくし、風に流されて。

　数秒のホワイトアウト。

　風がふたたび霧を押おし流ながす。

　現れたユウの顔に、決意があった。

　霧人は、答えを待つ。

「…………すまない」

　垣華ユウは、苦い声で言った。

「それだけは、出来ないんだ」
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「それだけは、出来ないんだ」

　自分で、自分を呪のろいたくなるような言葉。

　だが、それだけは出来なかった…………世界のために。

　違ちがう。

　自分と家族と、その周辺にいる他の人たちのために。

　無論、霧人の為ためにも。

「私は…………君にこそ、その仕事を辞めて欲しいと思ってる」

　手から離はなれ、失われると思い、しかし奇き跡せきのように再び手に入れることが出来た山内霧人との関係が、また手の中から、今度は自分の意志で失われるのを自覚しながら、しかし、ユウはそう言うしかなかった。

　普ふ通つうの少女なら、むしろ、この場は霧人の言葉に従ったかもしれない。

　頷うなずいて、一緒に手を取り合ったかもしれない。

　が、残念なことに彼女は垣華ユウだった。

「仕事」というものの重みを知り、祖母も、母もそれをしていたことを知っている。

　今いま更さら、自分だけが逃にげ出すことも、放り出すことも出来なかった。

　世界の命運が掛かかってるから、だけではない。

　それがユウにとっての「仕事」というものに対するポリシーだったからだ。

　自分を信じてくれた霧人の、愕がく然ぜんとした顔を再び見る。

（ああ、終わってしまった）

　そう直感した。

　もう戻れない。

　もう一週間前までのようにはいかない。




　敵と味方。




　それが、ふたりに与あたえられた、新しい関係の名前だった。

「そういうこと……なんですか？」

　まるで、こちらの思考を読んでいるかのように、旅人が言った。

「…………」

　それが当然のように、ユウは頷く。

「済まない…………霧人」

　そう言って、ユウは踵きびすを返した。

　走り出す。

　後ろから、少年が呼び止めたような気がしたが、足を止めることを何かが拒きよ絶ぜつした。




　なんて下らない恋こいの終わりなんだろう。




　頭の何処かで、誰かが吐はき捨すてた。




　なんて立派なお話だ。素晴らしいじゃないか。虎神の巫女みこ様。恋を犠ぎ牲せいにしてでもお仕事優先。偉えらい偉い。




「うるさいっ！」

　ユウは「誰か」に向けて叫さけんだ。

「ウルサイ、うるさい、うるさいっ！」




　叫びながら走った。




　赤信号の信号を駆かけ抜ぬけ、山ほどのブレーキ音と罵ば声せいを巻き起こしても止まらなかった。
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「…………なんということじゃ」

　ぼんやりと「虎神さま」は「とらたん」の頭の上で呟つぶやいた。

　あまりにも唐とう突とつかつドラマチック過ぎる展開で、「虎神さま」に出来ることはせいぜい、赤信号無視で突っ走ぱしったユウが車にはねられないように力を使うぐらいのことで。

「なんということじゃ」

　とてつもなく重々しい響ひびきで、「虎神さま」は呟いた。

　主を頭の上に載のせた「とらたん」が「どうなさいますか？」と尋たずねた。

「もうわからぬ！　我は元々戦いくさ神がみで、恋の神ではないわ！」

　ほとほと困り果てた顔で、「虎神さま」は二頭身ソフビの頭上であぐらを掻かいて腕うで組ぐみをした。

　その頭上で、同じように愕然とした猫神が、何をしていいのかも判らず、へなへなと街灯の上で座り込んでいたのだが、姿も気配も消した双そう方ほうは気づくよしもない。







第四章・霧人も意地で、だったとさ
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　沖おき縄なわに無いものに屋台がある。

　元々人口がそんなにないところにくわえて、南の位置にあることから島全体が宵よいっ張ぱりの風習があって、かなりの数の飲食店が夜よる遅おそくまで営業するのが当たり前なことが大きな要員ではあるらしいが。

　最近になって車を改造したタイプの屋台がトコトコ走り回るようになってはいるが、屋台の代表格であるラーメンはともかく、おでんの屋台なぞは存在そのものがあるかどうかが怪あやしい。

　が、世の中には例外がある。

「あーあ、どうしよー」

　アルコールでへにゃへにゃの声になった猫ねこ神がみは、そう言って屋台のカウンターに突っ伏ぷした。

　空になったコップ酒のふちを、掌てのひらでトントンと叩たたくと、屋台には不ふ釣つり合いな高級泡あわ盛もり「百年の孤こ独どく」がどくどくと注がれる。

「あんねー」

　屋台の親父…………の役をやってる「工こう房ぼういちか」の主は捻ねじり鉢はち巻まきにはっぴ姿というノリノリな格好で腰こしに手を当て、困ったもんだと溜ため息いきをついた。

　屋台にはぐつぐつと、仕込んだばかりのおでんが煮にえている。

「いきなりウチに現れて、札さつ握にぎらせて『屋台で飲ませろ』っていうのはいーんだけどさ、さっきっから事情説明無しってのはどーにかならんの？」

「うん、わかってはいるんだけどねー…………あ、たまごとガンモ頂ちよう戴だい」

「あいよ…」

　紙皿に言われたとおりの物を盛りつけて差し出すと、猫神はまっ赤な顔で気だるげに割わり箸ばしを使っておでんの具を食べ始めた。

「あー姐あね御ごー。おれたちこんにゃくと白しら滝たき、あとかまぼことウィンナー、てびちもくれー」

「くれー」「くれー」「くれー」

　その後ろ、地べたにブルーシートを広げて座った子猫たちから紙皿が四つ差し出された。

「やれやれ…………あいよ」

　器用に身を乗り出すようにして紙皿を受け取ると、工房の主変じて屋台の主は、あきらめ顔で深めの紙皿に要求されたものを盛りつけて返した。

　ふつう豚足の煮込みてびちなどというものは関東でも関西でもおでんの具に入ってはいないものだが、この辺は沖縄風である。

「…………やはりここであったか」

　と、のれんをくぐるように、ちょこりと「とらたん」が顔をだし、口元からひょっこり「虎とら神がみさま」が顔を出した。

「あら、あんたまで来るのは珍めずらしいわねー」

　と主が言うと、つくづく疲つかれ切きった顔で神様は、

「すまぬがな、我にもコップで泡盛、あとガンモと白滝と大根」

　といってカウンターの上に座り込んだ。

「あいよ…………小さいのにする？」

　お猪ちよ口こを示して主が言うが、

「いや、コップでおくれ」

　と「虎神さま」。
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「あいよ」

　とくとくとく、と一本一万円近い高級泡盛が惜おしげもなく注がれる。

「…………」

　ひょいとコップを両手で持ち上げると、「虎神さま」はコップの縁ふちに口をつけ、一気に飲み干した。

　身体はふくれず、コップの酒も外にこぼれることなく、一滴残らずその身体の中に収まっていく。

　見事な飲みっぷりといえた。

「…………」

　こん、と木製のカウンターにコップの縁が当たる音。

「もう一杯ぱいじゃ」

　涼すずしげな顔で言い、「虎神さま」は爪つま楊よう枝じをフェンシングの剣けんのようにひゅん、と振ふるうと、切り取った大根の固まりをぽんと放り投げて口の中に放り込む。

「もう一日…………いや、半日おくと良い味になるがのう」

「ま、あり合わせだからねえ」

　苦笑いしながら、屋台の主あるじは再び空っぽのコップへ酒を注いだ。

「とらたん」もひょっこりとカウンターの上に上がると、こちらは端はしっこに腰を下ろし、「わたしにも卵を」と顔の横に文字を浮うかべた。

「あいよ」

　芸の細かいことに、屋台の屋根を支える支柱にかけられた、古いソニー製のラジオから、坂本九の「上を向いて歩こう」が流れはじめる。

　人間がひとりもいない不思議な酒盛りは互たがいに会話も無いまま、しばらく続いた。

　四匹ひきの子猫たちは腹はら一いつ杯ぱいになると、そのままこてん、と横になって寝ね息いきを立て始める。

「やれやれ」

　と笑いながら、屋台の主は蚊か取とり線せん香こうを取り出すと、指先で軽く突ついた。

　途と端たんに線香に火が灯ともり、煙けむりが薄うすく流れはじめた。

　豚ぶたの形をした懐なつかしい蚊取り器にそれを収めると、主はくるりと指を振った。

　紫むらさき色いろの煙は、うっすらと広がって、子猫たちの周囲に煙のドームをこしらえる。

「…………さて」

　再び屋台に戻もどると、「工房いちか」の主は自分用の「泡あわ盛もり久く米め仙せん」の一いつ升しよう瓶びんを取りだし、重い音を立ててカウンターに置いた。

「で、そろそろ話して貰いましょーか」

　にやっと白い歯が笑った。

「屋台は、酒飲んでピザもどきとこの世の重荷を吐はいていく所よ？」
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　家に帰ってから一時間。

　顔を荒あらっぽく洗った後、ユウはそのままバイト先へ行って、数時間の勤務時間を過ごして帰ってきた。

　失敗は無かった。いつも通りの、いや、いつも以上に彼女は笑い、気配りし、動き回って職場を明るくした。

　同年代のバイト仲間たちは「ああ、よかった垣華さん元に戻ったね」と口にする者達もあるほどで、ユウは微笑ほほえんで「うん」と素直に頷うなずいた。

　家に帰ると、てきぱきと課題を終わらせ、翌日のスケジュールも調整して、久々にネットにも繋つないであれこれとネットサーフィンをして回る。

　それから、狭さ霧ぎりに電話をかけた。

「あ、狭霧さん」

『あー、ユウちゃんー？　どーだったー？』

「私、戦うことにしました」

『え？』

「彼と、話したんです」

　聞いた者の耳が切れそうな鋭するどい声で、ユウは言った。

「彼の考えをただすには一度、徹てつ底てい的てきにやっつけないとダメだ、って思いました」

『あ、あの、えーと私が言ったのはそういう意味じゃなくて……』

「彼を、向こう側からこっち側に引きずり込むには、それぐらいやらないとダメなんです…………私、頑がん張ばりますから」

『あ、あのユウちゃんー』

「じゃあ、また」

　不適な笑みさえ浮かべて、ユウは電話を切った。

　それは、少女ならではの宣戦布告だった。

（悩なやむのも、悲しむのももう止めた）

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

（私は、私のやり方で霧人を、私の元に引っ張り込む！）




☆




　ベッドの上と言わず、床ゆかと言わず、買ってきたばかりのプラモデルの箱が山積みになっていた。

　模型屋とタクシー、そしてタクシーと家の間を何往復もして持ち込んだ山ほどのプラモデルを背にして、山内霧人は一いつ生しよう懸けん命めいに手を動かしていた。

　次々とパーツを切きり離はなし、仮組みして、作業工程を考え、メモを書いていく。

　メモが書き上がるとマスキングテープなどを使って仮組みしたプラモデルごと、箱の中に収めてまた積む。

　少年もまた、悩むのを止めていた。

　今日、去っていくユウの背中を見て、決意していた。




☆




「…………なるほどねえ」

「おでんのいちか」と赤字に白くのれんに染そめ抜ぬかれた屋台である。

　屋台の主は、そう言って腕うで組ぐみをした。

「さすがにそりゃまずいわねえ」

　ぽつぽつと、猫神の事情説明……つまり今日の夕方の出来事を聞いての反応である。

「てっきり、女の子に押おし切られて、おしまい、ってことになると思ってたノよお」

　そういうと、半分ほど中身の残ったコップを握りしめ、まっ赤な顔になった猫神は半泣きになってカウンターに突つっ伏ぷした。

「あの子、優しくて、心底ユウちゃんに惚ほれ込んでるし、押しが弱いところがあるから」

「ところが、意外なところで男の子である、ってことを示しちゃったわけか」

「ユウもなあ」

　イカの尻尾しつぽを口にくわえ、コップ酒を時折呷あおりながら「虎神さま」もこぼす。

「まさかいきなりその場で決断を口にするとは思わなかったぞよ…………せめて『少しは考えさせてくれ』とかたくてぃかるにコトを進めると思ったのじゃが」

　横で「とらたん」もしみじみ頷く。

「まあ、仕方がないわねえ…………どっちもあんたたちを『家族』と思ってるわけでしょ、それって。でもまあ、今時珍めずらしいタイプだわね。普ふ通つうは家族なんて放り投げてでも自分の幸せ最優先、なんてのがザラなのに」

　屋台の主はそう言って不思議そうに首を捻ひねった。

　すでに一いつ升しよう瓶びんは三分の一以下の量になっているが、一向に顔色は変わらない。

　ちなみに神様ふたりはすでに真っ赤、「とらたん」に至っては尻尾の先まで赤くなっている。

「で、あんたらどうするの？」

「わからん」

　いきなり言い切ったのは「虎神さま」だ。

「我は元々戦神で色いろ恋こい沙ざ汰たは苦手じゃ」

「わ、わたしだって元々亜神で本業じゃないし」

　真っ赤になった猫神が初めて、「虎神さま」の方を見た。

「大体、虎神、あんたがわるいのよ！　あんたが邪じや魔まばっかするから」

「酔よったフリをして論理の破は綻たんで人を責せめるでないわ、馬ば鹿か者もの。そもそもお主が馬ば鹿かげた復ふく讐しゆう心しんなど捨て去ればよかったのじゃ」

　じろ。

「虎神さま」も横目で猫神を見やった。

　お互たがい、今までは相手の存在を半ば無視して喋しやべっていたのが、ここへ来てアルコールのせいもあってか紳しん士し協きよう定てい的精神は失われてきたらしい。

　そんなわけで二匹ひきの…………動物学者からすれば同じ種族に所属する神様同士はにらみ合うが、

「はい、屋台では皆みな兄弟、にらみ合うの禁止」

　と主がパンパンと手を打って対立の雰ふん囲い気きを打ち消した。

「早い話、お互いの意地と職務のぶつかり合いに、少年少女を巻き込んじゃった、ってーわけね？」

　と、あっさり主は話を身も蓋ふたもないレベルで要約した。

「じゃ、簡単じゃない？」

　くいっと、まるで水でも飲むように、沖おき縄なわでもよほどの泡あわ盛もり好きでも無ければ飲めないと言われる古いタイプの泡盛を流し込み、

「ま、その前にあんたらふたりの協力、つーか罰ばつゲームが必要だけどね」




☆




「かみさまー」

　と、沖縄から離れること千数百キロ。

　某ぼう神じん社じやにおいてはロングヘアの美女、狭さ霧ぎりが「蛇へび神がみさま」に泣きついていた。

「私ー、どーすればー？」

　と半分泣かんばかりの勢いで事情を説明し終えた己おのれの巫女みこへ、

「やっぱりのー」

　広い床とこの間ま…………というか、本ほん殿でんのご神体の定位置である神かみ棚だなに置かれた座布団の上で二頭身の蛇の神様は腕うで組ぐみして溜ため息いきをついた。

「虎神は戦の神じゃ。当然巫女も勢い重視の行動を取りがちじゃ。それがしばらく迷いに迷って突とつ破ぱ口こうを見つければ、良くすれば勢いで乗り切れるが、悪くすると偉えらいことになるとは思っておったが」

「ああ、どうすれば…………万が一、このままユウちゃんが霧人君と別れる、なんてことにでもなったら！」

　先せん輩ぱいとして、アドバイスした者として、狭霧はそうとうな責任を感じているらしかった。

「まったく、このバカ者めが」

　と、どこからともなく取りだしたピコピコハンマーで「ぴこ」と狭霧の頭を飛び上がって叩たたくと、
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「仕方有るまい………多分、今いま頃ごろは沖縄の猫にでも泣きついておろうから、奴やつと歩調を合わせることが肝かん要ようじゃな」

「猫？　猫神さんですか？」

「いや…………仙せん人にんじゃ」

「仙人？」

「我ら神とは似て非なるものでな。人でも神でもないままにフラフラしておる暢のん気きな連中よ…………それだけにこういう場合、手を貸してくれるととても助かるのじゃ」

　そう言って「蛇神さま」が指を鳴らすと、それまで部屋の隅すみで控ひかえて、器用に尻尾しつぽで少女漫まん画がのページなぞめくっていたソフビ人形の「へびたん」がのこのことやってきた。

　その頭の上にひょいと乗っかると、

「どれ、久々に電話でもかけてやろうか」

　と文字通りの御お神み輿こしをあげられたのであった。




☆




　この辺の魔ま界かいは現世と時間を同じにしているので、もう七時を過ぎれば立派な夜。十一時ともなれば深夜だ。

「そういやあ、最近霧人の坊ぼうやは、来ねえなあ」

　魔界にある港町。

　この辺を一望出来るエスカレーターの天辺で、口（らしき場所）にくわえた煙草たばこらしいものをくゆらせながら「神様モドキ」のひとりである「シガーさん」が呟つぶやいた。

「創造主様マイスターもお忙いそがしいのでしょう。現世あちらでは学業もありますでしょうし」

　片眼鏡モノクルの、今は無きドイツ第三帝てい国こくＳＳ将校…………の形をした兵隊人形ミリタリーフイギユア、シュナイダー大たい佐さは、薄うすく笑った。

「人も神も、我々のようなかりそめの命も、ただ散さん漫まんには生きていけませんから」

　事情を何ひとつしらない魔界の住人たちは暢気に…………まあ、それなりに忙しくもあわただしい日々を過ごしている。

　ここしばらくは「猫神の定期便」と呼ばれる現世への本当の神様昇しよう進しんをかけたレースも行われず、「神様モドキ」たちもこの辺をちらほら歩き回っているが、さほど退たい屈くつしているというわけでもないらしい。

「まあ、この魔界にまがいなりにも『町』が出来るなんざ、思いも寄らない話だったしなあ」

　と「シガーさん」は言った。

「我々も、こんな風に『人生』を与あたえられるとは思ってはおりませんでした」

　感かん慨がい深ぶかげにシュナイダーは頷うなずく。

　いつものテンポで、間が空く。

「なあ、俺は思うんだがよ」

「はい」

「この町、このまままどんどん大きくなってってくれねえかなあ」

　クリスマスの、プレゼントのことを話し合う子供のような声で「シガーさん」はつぶやいた。

「そうですねえ。まだ総勢で百人程度ですから。まだ『村』のレベルですし、住人も軍人以外は殆ほとんどおりませんから」

「だよなあ」

　しきりに頷き（正確には頷きらしい動作）ながら、「シガーさん」は同意を得られたことが嬉うれしそうで、珍めずらしく会話を続けた。

「なあ、お前はちょくちょく『外』に出てるからわかるだろう？　『外』の世界ってのは、神様ってのは、そんなにイイモンかね？」

　と尋たずねる。

「外の世界ですか……自分もさほど長い時間いるわけではないのですが、時おり、創造主様マイスターの顔を見ていると、ここよりも辛つらい場所ではないか、と思うことがままあります」

　特にここ数日、降りてこないマイスターのことを例の子猫たちに聞いたところ、彼は今、相当苦しんでいるらしいとシュナイダーは聞いていた。

　無論、それを軽々しく周囲に漏もらすような人物ではないので、このことを知っているものはこの人を模した町には彼以外は居ない。

「だよなあ。それによ、ココよりいいところなら、俺たちはとっくに神様になれてるよなあ」

　言って、「シガーさん」は溜ため息いきを漏らした。

「なあ、俺たちは今まで『神様モドキ』ってことでいつか神様になることを目的にして生きてきたんだが」

　ふう、と紫し煙えんが古いデザインの街灯の明かりに照らされながらゆっくりとたなびいていく。

「そんなに神様になる、ってのは重要なのかねえ？」

「さて……私には判わかりかねます」

　とシュナイダーは如何いかにも軍人らしく軽々しい同調を避さけ、

「ですが、ここの生活に張りがあって、それなりに充じゆう実じつを感じているのは事実で、あなた達が我々の町を気に入ってくれるのは嬉しいと思っています」

　と好意的な感想だけを付け加えた。

「…………答えになってねえよ」

　と笑いを含ふくんだ声で「シガーさん」は言い、

「まあ、確かに俺のことをお前さんに判断して貰もらうような質問をしたのぁ、良くなかったな」

「お気き遣づかい、ありがたくあります」

　と軍人はにやっと笑った。

「しかし、このところ猫神もあのボーヤも来ねえなあ…………どうしてるのかねえ？」

「さあ」

「ま、何となく明日辺り来そうな気がするがな」




☆




　明かりを落として薄うす暗ぐらい、大きな作業用プレハブの中である。

「ああ、やーっぱそっちも絡からんでたか」

　夜よる遅おそく、珍しく鳴った「工こう房ぼういちか」の電話を取り、主あるじは挨あい拶さつもそこそこに電話の向こうの相手と阿あ吽うんの呼吸で会話を進める。

　外の屋台では、再び視線すら合わせぬまま、猫神と「虎神さま」が酒を飲み続けている。

　いつもなら付き合って真っ赤になってる筈はずの「とらたん」は、何を察知しているのか、早々に飲み物をウーロン茶に切り替かえ、「へにゃ」とした口にストローを入れて少しずつ紙コップの中を干していた。

「オーケイ、こっちもそのつもりだった。まーあのえーかげんな奴やつに頼たよるのも業腹だけどさ、アレはそういうのに特化した神様だから。あとはそうねえ…………あんた、今ヒマしてるか、まだ神世あっちに行ってない愛だか恋こいだかの神様知らない？」

　しばらく、電話の向こう側の相手と会話を交かわし、

「んじゃ、そっち方面は頼たのむわ。こっちは小道具の準備しとく……ま、出血大サービスだけど、あんたたちとはつきあい長いからねえ」

　と電話を切った。

「さ・て・と」

　ふう、と大きく息を吐はき、スイッチングした「工房いちか」の主は、プレハブの奥おくに壁かべのごとく積まれた段ボール箱のひとつを「えいやっ」と引き抜ぬき、空いた空間に別の段ボール箱を素早く詰つめ込むと、引き抜いたほうを開かい封ふうした。

　中には学生服とセーラー服が入っている。

「二十一世紀最初の神かみ神楽かぐら、それともギリシャ風に言えばヘレネスの御み手てによらぬ新たなる恋れん愛あい悲劇か…………ま、今から行われるのがスラップスティックなのは事実だけどね」

　と意味不明な言葉を口にして微笑ほほえんだ。

「ホメロスにヘオドーシス、ごめんなー」




☆




「…………ふう」

　少年は取り敢あえず全ての組み立てメモを作り終え、息をついた。

　冷蔵庫からカロリーオフのコーラを持ってきて、封ふうを切る。

　部屋の片かた隅すみに、山と積まれたプラモデルの箱を眺ながめながら、じっと思考する。

「これだけじゃ、ダメだ」

　呟つぶやく。

「これだけじゃ、ユウさんには勝てない」

　少年は人生で初めて、驚おどろくほど冷静な気分で他人に挑いどむ精神状態にあった。

　それまで、何事もなく過ごすことだけに使われていた、ある意味暢のん気きな思考回路は今日の夕方、大きく、そして永遠にその配線を変へん更こうされた。

　これまでのように「漫まん然ぜんと猫神の言うままに手伝う」ことから「ユウを力ずくでも説得する」ことに全力で、これまで得た全ての知識と思考がフル回転している。

　つまり、少年は「本気」になっていた。

　組み立てメモを作り続けて半分の厚みになったレポート用紙を再びめくり、いくつもの単語の羅ら列れつを書きながら思考をまとめていく。

　思考の地図を作る、というマインドマップ方式を霧人は誰にも学ばないうちに行っていた。

　やがて、幾いくつかの「単語」にまで簡略化された思考の「種」を線で結び、また消し、さらにまた別の単語に変換し…………。

「そうか」

　結論を出して、少年はぐっと口元を引き結んだ。

　問題解決の糸口を掴つかんだ嬉うれしさが有るようには、とても思えない。

　当然といえば、当然であった。

　その「解決」は自分の好きな相手をたたきのめすための手段だからである。







第五章・神様助けてだったとさ







☆




　演劇用語のひとつに「口くち立だて」というものがある。

　字の読めない者の多かった江え戸ど時代などには珍めずらしくなかった方法で、脚きやく本ほんなどが無い状態で、直接台詞せりふを脚きやく本ほん家かや演出家などから「聞いて」覚え、演出家は実際に役者が口にした台詞を聞いてその微び調ちよう整せいを行うというものだ。

　その「口立て」に二時間ほどかかり、着き替がえと着付けに一時間…………となれば、さすがにもう、劇が始まるのは夜中の三時過ぎと言うことになる。

「よっこい…………せっ、と」

　ちょっと背せ伸のびして屋台の屋根に手をつき、ぐいっと押おし下さげるようにすると、おでんの具と酒さか瓶びんを撤てつ去きよした屋台はあっという間に縮んで、掌てのひらサイズになってしまった。

　そうなってしまった屋台は、間ま違ちがいなくアリイの傑けつ作さくプラモデル「昭和の歳さい時じ記きシリーズ・おでん屋」（三十二分の一）である。

　それを最小サイズのゆうパックの箱に詰め、代わって「工こう房ぼういちか」の主は何処どこかの海外製レジンキャスト（無む発はつ泡ぽうポリウレタン）の「舞ぶ台たい」を地面に置いた。

「…………えいっ！」

　口の中で短く何事かを唱えた後、気合い一いつ閃せん、次の瞬しゆん間かんには庭一いつ杯ぱいに簡単な舞台が出来上がっていた…………といっても四よ畳じよう半はんほどの広さを持った高い台と、背景を吊つるしたりするための壁かべ、およびサーチライトが二、三個くっついた鉄骨吹ふき抜ぬけの天てん井じようがあるだけだが。

「ふたりとも、着替え終わったー？」

「…………」

「…………」

　何とも言えない沈ちん黙もくがプレハブの方から漂ただよってくる。

「おわったー？」

　大声を出すと、蚊かの鳴くような声で「ああ」とも「うう」とも取れる声が聞こえる。

「えー？　きーこーえーなーいー！」

　片方の掌を頭頂部の猫耳に当て、わざとらしく「あー？　聞こえんなー！」という感じで再び大声をあげると、

「やっとるわー！」「やってるわよっ！」

　という投げやりな大声が帰ってきた。

「…………うるさいなぁ」

「むみー」

「みにゅー」

「ふみぃ」

　めにょめにょと、子猫たちが大声に目を覚ます。

「お、いいとこで目を覚ましたな、おまいたち、手伝いなさい」

「えー？」×４

　あからさまに寝ね起おきで用事を言いつけられて不満顔の子猫たちに、

「終わったら焼き肉だから」

　と工房の主は言った。

「じゃーやるー！」

「おれもー」

　肉につられてアーミールックな「りり」と「くぅ」が同意し、

「んじゃ、やろか」

「そだね」

　とゴスロリチックな「サコン」と「ウコン」が同意する。

「で、何すればいいのあねご？」

「えーと、りりとくぅは天井上がってスポットライト、ウコンとサコンは…………そら、そこのスモーカー動かして」

「えーと、どうやってやるの？」

「ああ、それはね」

　さらにそれぞれの装置の使い方を教えて十分。

「じゃ、あとは合図するから、よろしくね」

「…………まあ、いいけどー」

「おなじー」

「おなじー」

「おれもおなじー」

　おおむね同意という意思表示にうんうん、と頷うなずいて、

「じゃ、はじめましょうか…………おーい、楽屋の方はどうだい？」

「えーい、とっとと始めぬか！」

「さっさとやっちゃって！」

　なんともやけっぱちな声。

「んじゃ、はじめましょーか…………せーの、スタート！」

　と、工こう房ぼうの主はいつの間にか首からさげたｉＰｏｄ（六十ギガ）のコンソールに指を走らせた。

　さらにそこから接続されたスピーカーコードで、ラジカセが物悲しい「チゴイネルワイゼン」を流し始める。

「はい、照明！」

　と、指を鳴らすと、天井の「りり」と「くぅ」がそれぞれに舞台の袖そでとよばれる左右の端はしっこへライトを向ける。

　ぱっと輝かがやくライトに照らされたのは…………

「！」×４

　四人分の、声も出せない驚おどろきの気配。

　それでも黙だまっていたのは別にプロ意識とかではなく、あまりの異様さに思考停止を引き起こしてしまったからである。

　そこに立っているのは…………




　黒くろ髪かみのロングヘアのウィッグかつらに分厚いビン底眼鏡にジーンズの裾すそを引きずり、ロングＴシャツの袖をだぶだぶに余らせた…………つまり、垣かきの華はなユウのコスプレをしそこなったとしか言いようのない「虎とら神がみさま」。




　もうひとりは、詰つめ襟えりにした上、髪かみ型がたを少年に似せた…………これまた、霧きり人とのコスプレとしか言いようのない猫ねこ神がみ。




「今日もはりきって『虎神さま』のおてつだいをしなくてはいけないわ」

　棒というか、電柱みたいな読み方で「何とか覚えた」台詞せりふをバカみたいな大声で虎神が叫さけぶ。

「さあ、ぼくも、がんばって猫神様のお手伝いをしなくては！」

　とこちらはやや心得でもあるのか、酔よっぱらった宝たから塚づかファンのような大げさな身み振ぶりで猫神。

「や、やあ、ユウさんじゃありませんか」

「やあ、霧人君じゃあありませぬかえ？」

　すかさず、能の「黒子」な格好をした「とらたん」が脇わきからトコトコと走ってきて、小さいが高い脚きや立たつを置くと、その上にユウのコスプレをした「虎神さま」がちょこまかと子リスのように駆かけ上のぼり、その天辺で猫神様と見つめ合う。

「ああ、あなたの瞳ひとみは美しい」

「ああ、そなたのひとみも美しい」

　猫神演じる霧人は腰こしをかがめ、虎神は背せ伸のびして、ふたりは辛かろうじて同じ高さで頬ほおを寄せ合い、よよ、と泣きながら中天を見上げる

「だが、なんということでありましょう、我…………じゃなかった私たちは」

「そう僕たちわ」

　ふたりは声をそろえた。

「敵同士なのである！」

「敵同士！」

　ちょっとズレてるが、この奇き妙みような寸劇は続く。

「ああ、お互たがいの神がそれぞれに」

「そうなのじゃ…………じゃない、そうなの、私たちは結ばれぬ定め！」

　ぱっと二人は飛び退のいた。

「虎神さま」は黒子の「とらたん」の上に乗っかる。

　互いに、如何いかにも作り物めいたフェンシングの剣けんを抜ぬいて向かい合う。

　ｉＰｏｄから流れる曲がＰＹＧの「花・太陽・雨」に変わった。

「ああ、何という悲劇」

　猫神がいう。

「ああ、何という初めての恋こい！」

「虎神さま」がズレた眼鏡を直しながら言う。

「ああ、哀かなしい」

「ああ、愛いとしい」

「でも」

　ふたりは声をそろえる。

「我々は戦うさだめ！」

　そして、鏡合わせのように剣を構えたまま、ゆっくりと天てん井じようを仰あおぐ。

「ああ、これを解決する方法は無いものか！」

「ああ！」

「ああ！」

　舞ぶ台たいの上では神様の上に何か宿るのかもしれない。

　最初こそ棒読みどころか電柱読みで、しらけた気分が根底にあるぎこちない動きであったが、次第に神様同士の演技は熱を帯びていた。

　七十年代の伝説的音楽ユニットの曲が止まり、「虎神さま」を頭の上にのっけたまま、「とらたん」がどこからともなくバイオリンを取りだし、物悲しい曲を弾ひき始める。

　曲は、チャイコフスキーのバイオリン協奏曲ニ長調・作品三十五の第二楽章。

「誰か助けてはくれまいか？」

「誰かたすけてはくれないか？」

「ああ！」

「ああ！」




　そして、最後にふた柱の神は舞台の上に膝ひざをついて天を仰ぐ。

　その足下を、地じ獄ごくの釜かまが開いたような白はく煙えん（実はスモーカーと呼ばれるドライアイスで煙けむりを作る機械から出ているもの）が覆おおい尽つくしていく。

　その様は恋こい人びとたちの運命を予告しているようであった。




「ああ、神様ぁああああっ！」×２




「工こう房ぼういちか」の主あるじが「今よ！」と言うと、「りり」と「くぅ」はスポットライトの電源を落とし、舞台は真っ暗に暗転した。




　数秒の間。




　闇やみの中、舞台の上とその周辺の全ての存在が動きを止めた。




　さらにひと呼吸の十分の一ほどの間。




　すると、闇やみ夜よの天空からすっと光が舞台の上に差し込んだ。




　一転して、脳天気そのもののなトランペットで始まる軽快な音楽と共に、天空から何かが降りてくる。

「あら、『ベルトクイズＱ＆Ａ』のテーマに変えたんだ」

　と「工房いちか」の主が呟つぶやいた。

　今にもアメリカの古いコメディアンが軽い足取りで出てきそうなテーマ曲にのって、次第に「それ」の正体が分かってきた。

　椅い子すだ。

　それもゼンマイやら歯車やらが大量かつ複雑にかみ合ったものが露ろ出しゆつした、機械仕じ掛かけの椅子である。

　しかも、何の冗じよう談だんか、背もたれの上にはピンポン球のような目玉と白いドーナッツのような口、さらに細い棒と玩具おもちやのマジックハンドみたいな「手」まで生えている。

　やがて、音楽が一いち巡じゆんするあたりで、椅子は舞台の上に到とう着ちやくした。

「やあやあやあ、とーっても楽しい劇だったねえー♪」

　何とも軽けい薄はくきわまる、しかし聞いてるだけなら心ここ地ちよいという不思議な声で、機械仕掛けの椅子は、口をパクパクさせながら喋しやべった。

「いやあ、戦神と亜神のコンビでの神かみ神楽かぐらなんて、めったに拝めるもんじゃないから、おじさん、ついつい降りて来ちゃったよー♪」

「…………」

「…………」

　先ほどまでの劇の主役のふた柱は、背中を丸め、うんざりした顔でその機械仕掛けの椅子を睨にらみ付けた。

　俗ぞくに言う「ジト目」という奴やつである。

「いやー楽しかったネー。微妙ビミヨーに宝たから塚づかと新喜劇、それと新劇の要素も入ってて、ライティングも演出も、シナリオも演技も、ここまでグダグダだと却かえって素晴らしいヨー♪　ははははは！」

　ちゃかちゃかと大げさな手て振ぶりで、人差し指を振ふったり手を叩たたいたりしながら椅子は、なおも褒ほめ言こと葉ばらしいがどう聞いても悪口にしか聞こえない言葉をペラペラと並べ立てた。

「あのさーあねごー」

　ちょいちょい、と苦笑いしながらその光景を見つめている「工房いちか」の主の肘ひじを、照明係の位置から降りてきた「りり」が突つついた。

「あれ、何？」

「あんたも良く覚えときなさい、あれがギリシャ神話の時代から居る『デウス・エクス・マキーナ』よ」

「てれすどん・まくろす・ありーな？」

「違ちがう違う、デウス・エクス・マキーナ…………偶ぐう然ぜんを司るカミサマよ」

　妙みように「カミサマ」の所に棘とげを入れて主は言った。

「そーう！」

　地じ獄ごく耳みみらしく、くるくると、椅子は四つある脚あしの一本を使って斜ななめに立つとクルクル回って止まると、ぱっ、と手を広げながら同意する。

「僕こそはデウス・エクス・マキーナ！　偶然と機会の神！　さー猫神に虎神、願いをいいーたまえー！」

　発音に妙な「溜ため」とテンポをつけて、機械仕掛けの神がカシャカシャと大おお仰ぎように両手を広げて見せた。

「とほほほ」

　カツラに眼鏡姿の「虎神さま」は呟つぶやいた。

「ユウの為ためとはいえ、こやつに頼たよらねばならんとは情けない」
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　首里にある、「工房いちか」に光と共に機械仕掛けの椅子の神が降りた頃ころ。

　ユウは自分の寝ね床どこで目を覚ました。

「…………」

　起き上がると、眠ねむるまでずっと「いつも通り」に戻もどっていた少女は、辛つらそうな表情を浮うかべていた。

　夢を、見ていた。

　二学期が始まったばかりの学校の昼休みで、ユウは校舎のどこかにある小さなベンチで、山内霧人と一いつ緒しよに弁当を食べていた。

　弁当は重箱で、まるでピクニックのように広げて。

　足下には子猫たちがいて。

　ちょっと遠くには自分の頭ほどの大きさのおにぎりにかぶりついている「虎神さま」と横で水すい筒とうからお茶を注いでいる「とらたん」。

　そしてクラスメイトや友達が居て。




　とても温かで、明るくて、楽しくて。




　だから、目ざめたときが辛かったのだ。

　自分の部屋だというのに、まるで他人の部屋のように思えた。




　暗くて、寂さびしくて、エアコンの利きすぎで寒かった。




「…………」




　自分が恐おそろしい間ま違ちがいをしているのではないか、とぼんやり思い、ユウはベッドの上で思わず膝ひざを抱かかえた。

「ユウ」

　不意に、ドアの外から声がかけられて、思わず少女はびくっとベッドの上で跳はね上がりそうになった。

「…………なんだ、母さんか。何？」

「ん…………起きてると思って」

　ユウの母親は、静かに言った。

　ドアの向こう側にいるらしいが、入ってくる気配はない。

「で、大だい丈じよう夫ぶ？」

「何が？」

「眠れないみたいだから」

「大丈夫、気にしないで」

　そう言いながら、ユウの口元がほんの僅わずかに緩ゆるんだ。

「そう」

　少し考え、ユウは、

「ねえ、母さん…………つきあい始めた頃、父さんと喧けん嘩かしたこと、ある？」

「何度もあるわよ」

　いつもなら冗じよう談だんで誤ご魔ま化かしてしまいそうな話題に、母親はしっかりとした口調で、真面目に答えた。

「その時、別れるしかない、って思ったことは？」

「あったわよ、何度も……その時は死ぬほど苦しかったわ」

「どうやって乗り切った？」

　母と自分は違ちがう人間で、父と喧嘩したとはいえ、敵味方に分かれたわけではない。

　当然、母の体験が直接の解決策になるわけはないのだが、ユウはそれでも聞きたいと思った。

「泣いたわ。泣いて、喚わめいて、のたうち回って…………もちろん、人の見てないところでね」

「お祖母ちゃんには相談しなかったの？」

「したわよ。あちこちに泣きついた。だって、お父さんと別れたくなかったもの…………みっともなくっても、格好悪くても、後で怒おこられても、ね」

「じゃあ、お父さんにも泣きついたの？」

「それだけはしなかったわ」

　母の声に笑いが混じった。

「女には意地があるもの」

「最後には、どうなったの？」

　何言ってるの、と母は冗談っぽく指し摘てきした。

「あなたは私と父さんの子供よ？」

「あ…………そうか」

　間ま抜ぬけな質問をしてしまったものだ、とユウは頬ほおを赤らめた。

「ユウ」

　母親は声から笑いを消して、真面目な声で言った。

「あなたは私の自じ慢まんの娘むすめよ…………でもね、もう少し人はバカになってもいいと思うの」

「え…………？」

　意味がわからず、首をかしげる少女へ母親は、そっと付け加えた。

「大事なものを守りたいなら、場合によってはみっともない真似まねをすることも必要だ、ってこと」

　母親の言葉に、ユウはただ、沈ちん黙もくした。

　嬉うれしくもあるが、自分の出来ることではない、という思いもある。

　だが、同時に、それこそが最良の答えではないか、という気もする。

　どう答えていいのか判らない。

　ただ、言うべき言葉だけはあった。

「ありがとう…………母さん」

「レンジにしょうが湯入れておくから、飲んで寝ねなさい。クーラーで風邪かぜ引いたらバカみたいだから」

「はい」




☆




「なーるほどなるほどホトトギス、恋こいは甘あまいか抹まつ茶ちやか晦日みそか、ってなモンだネェ実際」

　ふた柱の神の説明を聞いて、意味不明な言葉を並べながら機械仕じ掛かけの椅い子すの神様はうんうんと頷うなずいた。

「そーれならばソレナラバ、ちーとばっかり協力しちゃったりなんかしちゃったりしちゃおーかね　オーカネ　オーマイスパゲティ？」

「…………あー、こらギリシャ神話」

　さすがに「工こう房ぼういちか」の主がツッコミを入れる。

「その広川太一郎モドキなしゃべり方、あまり上手く行ってないから止めなさいって」

「あらー、判ってくれちゃったりするのね、アータ」

「それに、そこのふたりは久々に現世にきてるから、そのネタ判わからないって」

「あんら、ソーナノ？」

　椅子の神様…………もとい、機会と偶ぐう然ぜんを司る神に尋たずねられ、戦神と亜神はこっくんとうなずいた。

「じゃ、仕方がナイカ」

　とひらひら掌てのひらを振ふって、デウス・エクス・マキーナはしゃべり方を元に戻もどした。

「ま、事情は判明。あとはタイミングの調整だね…………でも、神無年だから恋れん愛あい沙ざ汰たは細かい修正が必要だよ？　そっちは別の神様になるけど？」

「ああ、それは蛇へび神が話つけてるよ……多分」

「オーケイ、んじゃーそっちのエキスパートを連れてくるネー」

　とまるでピアノ線に引っ張られているような動きで、機械仕掛けの椅子の神はするすると、天空へと一時戻っていった。
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「…………出来た」

　机用ライトの明かりの下、アクリル用シンナーにたびたび浸ひたして使っていた粘土ヘラスパチユラが止まった。

　少年の手の中に握にぎられた、太い、アルミの針金に踵かかとを刺さして立っているのは、十二分の一スケールの少女のフィギュアだ。

　身体のラインはソリッドであまり起き伏ふくもなく、ぴったりとしたスーツ状のディティールがあるばかりだ。

　素材は殆ほとんどエポキシパテ、と呼ばれる二つの粘ねん土ど状じよう素材を混合して作る化学反応型パテ。

　顔だけは、近所のコンビニで回してきた、カプセル玩がん具ぐの女性フィギュアから移植している。

　集中力のなせる技か、それとも少年の勢いか才能か、原型師と言われるプロフェッショナルでさえ、盛り削けずりを長時間繰くり返さないと出ない滑なめらかでデッサンの取れた造型が、ほぼ数時間スパチュラを動かしただけで作られていた。

　エポキシパテがアクリル用シンナー（つまりエタノール）で軟なん化かし、硬こう化かする前の処理が楽になる、とはいえ、このフィギュアの表面はツルツルで、ヤスリなどで仕上げる必要は殆ど無かった。

　その太い針金を、猫の爪つめ研とぎ用の段ボール（霧人はまとめ買いしたこれを塗と装そうするパーツなどを刺す台として使用している）に突つき刺し、硬化まで待つことにする。

　ごろりと横になって、少年は物作りという趣しゆ味みの行こう為いによって、幾いく分ぶん自分の気持ちが軽くなっているのを感じていた。

　この辺、ユウよりも少年のほうが恵めぐまれていると言える。

「少し寝とくかな？」

　そう呟つぶやいて、少年はベッドに横になった。

　幸い、それまで集中していたことで、寂せき寥りよう感よりも先に睡すい魔まが少年のまぶたを重くしてくれる。







第六章・裏でゴタゴタしてたとさ
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「…………ただいまー」

「かえったよー」

「霧きり人とにーちゃんー？」

　と、夜明け頃ころになって帰ってきた猫ねこ神がみと子猫たちに、寝ねて居るものだと思っていた霧人から、すぐに「お帰りー」の声が掛かかった。

「え？」

　思わず猫神たちは壁かべの時計を見る。

「四時半…………だよね？」

　思わず猫神は懐ふところに入れてあったメモ用紙を見る。

「…………」

　それは例の「椅い子すの神様」ことデウス・エクス・マキーナの「お告げ」を紙に書いたものであった。

　簡易型の預言書ながら、はなはだありがたみにかけるそれを、しげしげと眺ながめ、猫神はすぐに頭を振ふって、

「あ、あーと…………き、霧人？」

　と自室にこもっている少年へと呼びかけた。

「ちょっと話があるんだけど…………」

　もっとも、あまり猫神は乗り気ではない。

　この時間まで霧人が起きている場合、大たい抵ていそれは作業に興が乗っているからであり、大抵の人間がそうであるように、調子のいいときに「待った」をかけられて面白いはずはない。

　大抵の場合「あとにして」でおしまいなのだ。

　が。

「あ、いいよ」

　と少年はドアの外に出てきた。

「…………」

　思わず猫神はメモ用紙を見つめ、ついできょとんとした顔になっている子猫二匹ひき（彼らもメモの内容は知っている）と顔を見合わせた。

「やっぱあの椅子、神様なんだねー」

「だねえ」

　と子猫二匹。

「たいしたもんだわ…………初めて尊敬する。ありゃちゃんと神様だわ」

　と猫神がこぼす。

「どうしたの？」

　と霧人は首を傾かしげた。

「あ、あのね、霧人」

　と猫神はメモに書かれた文字を読み、深呼吸してからその次の言葉を口にした。

「は、話があるの…………私たちの、仕事のことで」




☆




「りり」の頭の上にちょこねんと「とらたん」、「くぅ」の頭の上に「虎とら神がみさま」を乗っけて、一行がユウの家に帰ってきた。

「…………電気、消えてるね」

「そだね」

「……おかしいのぅ？」

　と、「虎神さま」も懐からメモ用紙を取り出す。

　自分の顔ほどの大きさもある紙をじーっと眺め、

「今、何時何分じゃ？」

　と尋たずねた。

「えーと、四時三十二分」

「りり」が答える。

「ふむ…………？」

　と、母おも屋やのドアが開いて人ひと影かげがこちらへ向かってくるのが見えた。

「あ、ユウだー」

　黒くろ猫の「くぅ」が言う。

　その通り、Ｔシャツにゆったりとしたスパッツを穿はいたユウが、サンダルを引きずるようにしてこっちへやって来る。

「どこ行ってたの？」

「良いのか？　こんなに早く起きて」

「まあ、目が冴さえちゃってさ」

　とユウはちょっと寂さびしさを漂ただよわせる笑顔を浮うかべた。

「んーと『おお、そうじゃったそうじゃった』」

　と「虎神さま」はわざとらしい声を出した。

「『こ、この先で意外な奴やつとおうたので連れてきたいのじゃが、よいか？』」

「意外な奴？」

「お前も知ってる奴じゃ」

「！」

　ユウは一いつ瞬しゆん、霧人のコトだと思ったのか表情を硬かたくしたが、

「我と同じ神様での」

　と「虎神さま」が言うと、失望と安あん堵どの入り交じった溜ため息いきをついた。

「では、よいか？」

「まあ、いいけど…………？」

　首を傾げるユウの前で、「くぅ」の頭の上に乗っかったまま、「虎神さま」は両手をぱん、と叩たたいた。

　ユウの目の前に鳥居の形をした光が現れ、そこからにょっきりと細い素足が現れる。

「？」

　最初は右足、次が左足…………と、濃のう紺こんの布に包まれた可愛かわいらしいヒップが現れた。

「よっ……こい…………しょ！」

　すぽん、と間の抜ぬけた音がして、鳥居型の光の向こうから、スクール水着の少女が、片手に長い杖つえを持ってプレハブに現れた。

「あ…………あなた…………」

「どうも、お久しぶりです♪」

　一週間近く前に出会い別れた、スクール水着にタコみたいなかぶり物をした美少女神…………クトゥーラこと「くーちゃん」であった。

　足下では、赤い金魚に手て脚あしを生やしたような「だごんたん」が「オヒサー」と声をあげた。

「どうしたの？」

「あ、いえ、私この度本格的に『恋こいの女神』として活動を始めまして」

　とにっこり「くーちゃん」は笑いかけた。

「前回の御礼もまだしておりませんでしたし、ついでにユウさんのお話を聞こうと思いまして」

　何となく新興宗教の勧かん誘ゆう員いんみたいなことをいう。

　まあ、新興宗教の勧誘員どころか、古代宗教のご本尊なのだが。

「……は、はあ？」

「聞けば、霧人さんと上手く行ってないと聞いたのですけど？」

　ユウは一瞬ぽかんとした顔になったが、

「…………こら」

　と「虎神さま」たちを睨にらみ付けようと…………したら、もうどこかへひと柱二匹ひき一体の一行は消え去っていた。

「…………神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、というか神様だから当然か」

　と呟つぶやいて、

「あ、あのね、『くーちゃん』。そのこと…………なんだけど」

　狭さ霧ぎりならともかく、コトの起こりであるこの神様にはちと色々心情的に相談はしにくかった。

　それに、もう決まっているコトでもある。
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「霧人さんの方は、どうやら本気でユウさんと戦って勝つ、そのつもりのようなのですよ？」

「え？」

　ユウは驚おどろいてスク水姿の「愛と恋の神様」を見つめた。

「なんでそんなことまで……」

「だって私、神様ですから」

　後光が差すような綺き麗れいな笑顔で「くーちゃん」。

「あ、そうか…………」

　言われてみれば当たり前のコトだということに、ようやくユウは気づいた。

　何しろ相手は神様である。

「で、ユウさんはどうなさいますか？」

「ど、どうって言われても…………」

　ユウは戸と惑まどった。

　狭霧に対して「霧人をぶん殴なぐってでも」とは言ったが、まさか、霧人の方でもやる気だとは思いも寄らなかったのだ。

　それも額面どおりの意味で。

　それが、少女の心にショックを与あたえている。

「多分、霧人君は本気です。本気でユウさんを説得…………というか、あっちの側に引き入れるために戦うつもりですよ」

「た、戦うって…………」

　ユウは思わぬ霧人の決意を知らされて呆ぼう然ぜんと立ちつくした。




☆




「本気で、大だい丈じよう夫ぶなのかのぅ…………？」

　プレハブ近くに並んだ鉢はち植うえの陰かげから、「虎神さま」は中を覗のぞき込んで呟つぶやいた。

　一いつ瞬しゆんにしてユウの側からここへ移動し、様子を見ているというわけだ。

「なー神様ー」

　ちょいちょい、とその型を突つきながら「りり」が訊きいた。

「俺たちまでこの姿にするこたぁないんじゃないのかー？」

　後ろに並んでいる「りり」と「くぅ」も、「虎神さま」同様に二頭身のチンチクリンに縮んでいる。

　傍はたから見ると童話チックな「子猫の三姉妹」に見えるが、言えば「虎神さま」は怒おこるだろう。

「俺ら、猫に戻もどればいいわけだしー」

「やかましい、少し黙だまっておれ」

　小声で叱しつ責せきして、「虎神さま」はプレハブの中へ視線を戻した。

「本当に、あの椅い子す神の言うとおりになるのであろうな…………？」

　と、その側で、同じ大きさに縮められた「とらたん」が「まあ、大丈夫でしょう」と顔の横にこれは変わらず文字を浮うかべた。

　あの機械仕じ掛かけの椅い子すの形をした神…………デウス・エクス・マキーナは運命を予測し、望むべき最適の状態に戻す方法を知ることができる。

　問題はその代だい償しようとして歌、演劇など「人の手による加工されたもの」で、「恐おそろしくマズイ」ものか「恐ろしく素晴らしい」ものか、どちらかを奉ほう納のうしなければならないというわけで。

　そんなわけで猫神と虎神のとっても「ヒドイ」、「神」芝しば居いということで取引は成立したというわけである。

　とはいえ、「運命の流れ」を読むことは神でさえ難しい。

　絶対的な全知全能、万能ではないこの世界の「神」もまた、運命という名の川の流れに浮かぶ存在であることに違ちがいはないからだ。

　だが、あの機械仕掛けの椅子の神は、その川の流れに棹さおを入れるタイミングを教えることで、運命を激変こそさせられないものの、「修正」することが出来るのだ…………もっとも、子猫ズはもちろんのこと、「虎神さま」もその力を見たことはこれまでなかったので不安なのは間ま違ちがいない。

　ちなみに「虎神さま」と猫神の双そう方ほうが持っていたメモ用紙は「そのための予定表」であり、「くーちゃん」は「蛇へび神さま」によって手配された「補正修正の助手役」であった。

「とりあえず、ここまでは的中しておるが…………」

　心配そうに「虎神さま」はプレハブの中を見つめ、虎の耳をひくひくとさせて中の会話を聞きき逃のがすまいと集中した。
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「だから、その……この仕事って、そのつまり…………あたしの、その…………まあ、復ふく讐しゆうっていうか、嫌いやがらせっていうか、異議申し立てっていうか……だからその、全然、正しいことなんかじゃ、ないのよ」

　この日、一番つらい立場に置かれたのは猫神かもしれない。

　何気なくついた、しかし恐ろしい勢いで重みをました嘘うそという、人間なら「うっちゃっておいてウヤムヤにしてしまいたい」ものの回収…………というか、決着をつけることをせねばならなくなったからだ。

「だから…………その…………ごめん！」

　頭をさげ、しばらくしてから何の反応もないので、おそるおそる顔を上げる。

　予想だにしなかった…………そして、デウス・エクス・マキーナのよこしたメモそのままの表情を浮かべた霧人がそこにいた。

　ぽかんとしている。

　怒っているわけでも、悲しんでいるわけでもない。

「…………霧人？」

「何？　『猫姉ェ』？」

「あの…………怒らない、の？」

「何で？」

　あまりのことに感情が爆ばく発はつ的てきに渦うず巻まいて、どう反応していいのか判わからない、というわけではなく、本気で少年はポカンとしていたらしい。

「いや、だってあたし嘘を…………」

「嘘じゃないでしょ？」

　あっさりと霧人は言った。

「そりゃ確かに、いくつも伏ふせられた事実があったけど、それは別に『猫姉ェ』、悪気があってやったわけじゃないでしょ？　第一、きっかけになったのはその鼠ねずみの神様の悪戯いたずらで、被ひ害がいにあったのは『猫姉ェ』だし」

「いや、あのでもその」

　霧人が自分の心情を理解してくれていたことが嬉うれしい反面、騙だましていたことに変わりはない上に、それがユウという少女との間にトラブルを生んでいるという事実に申し訳なさがプラスされて、むしろ猫神の方が混乱していた。

「もっと早く話して欲しかった、とは思うけど…………でも、実際にあの『シガーさん』たちとかが悪意が無いのは事実だし、ちょっと外の世界を見たいだけ、ってのも本当でしょう？」

「いや、まあ…………」

　確かに、魔ま界かいにたむろしている「神様もどき」たちは一様にノンビリしていて、「まあついでに神様になるのも面白いかも」程度にしか事態を認識してないのは事実である。

　また、そういう暢のん気きな連中に限って猫神が声をかけているのも確かだ。

「だったら、杓しやく子し定じよう規ぎな神様たちの方が悪い」

　世界の宗教関係者たちが見たら腰こしを抜ぬかすかもしれない。

　十代の少年は、あっさりと神様の方を否定した。

「で、でもあの女の子も否定するの？」

　少年は首を横に振ふった。

「色々考えたんだけど、ユウさんにはユウさんの立場があると思う。だけど、こっちの考えも知って欲しいし、実際に『シガーさん』たちに会って貰もらったら考えも変わると思う」

「…………」

　てっきり恋こい人びとと仲なか違たがいして、頭に血が上って…………と思いこんでいた猫神は、少年の考えが驚おどろくほどにしっかりしていることを初めて知った。

「…………霧人様、すげえ」

　ぽつん、と「サコン」が呟つぶやいた。

「そんな難しいこと、考えてたんだ…………エライ」

　と「ウコン」が頷うなずく。

　二匹ひきとも心底感心している。

　そんな二匹の声が聞こえているのか居ないのか。

「僕は…………ユウさんが、その」

　霧人は顔を赤らめ、うろ覚えの歌を歌う酔よっぱらいのようにむにゃむにゃと語ご尾びを濁にごし、

「だけど、僕は、僕の知ってる人たちの為ために、ユウさんと戦う。簡単に納得も、妥だ協きようもしないことに決めたんだ。そうしないと、これから先一生、ユウさんと対等になれない」

　と、気取りもてらいもなく、ただまっすぐに目標を決めたものだけが浮うかべられる静かな笑みを浮かべた。

「その代わり、負けたら僕はユウさんの言うとおり、止める。そのためにも全力で戦う…………いいよね？　『猫姉ェ』？」

「あ…………う、うん」

　例の機械仕じ掛かけの神様に渡わたされたメモの内容を無視して、とにかく霧人に「もう私の事はいいから、あのユウって子と仲直りしてきなさい」というつもりだった猫神は、これで完全にタイミングを失っていた。

「でも、絶対負けないから！」

　と霧人は力強く頷うなずいた。
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「…………という風に霧人さんは考えていると思います」

「くーちゃん」の説明は、驚いたことにほぼ霧人が猫神に語ったのと同じ内容であった。

「い、いやでもそれは……」

　と反射的に否定しかけ、ユウは自分がその「神様もどき」たちと一度も会ったことが無いのを思いだした。

　考えてみれば、自分の正当性、というものに対して、一度も疑って掛かかったことはなかった。

　それは幼おさな馴な染じみである「虎神さま」と祖母や、母親からの頼たのまれ事だったからだ。

　霧人と理由は同じである。

「私…………間ま違ちがったことしてるのか？」

　今まで考えていた「頑かたくなな霧人」という考えが、実は自分にも適用できるのではないかと気づいて、ユウは不安になっていた。

「どうなんだ？」

「それは私には判りません」

　きっぱりと「くーちゃん」は言った。

「ただ、いかなる意見でも百人いれば百、千人いれば千の立場と正当性はあると思います。この国の古い諺ことわざにも『盗ぬす人びとにも三分の理』『一いつ寸すんの虫むしにも五ご分ぶの魂たましい』という言葉もありますし」

　しみじみとした口調でスク水姿の神様は続ける。

「そして、人も神も最良の答えを常に出せるとは限りません。またあらゆる事例に例外があったり、無かったりするのも事実です」

「…………」

「そこを現場で調整したり、整理したりする自由さは必要だと思います。一番怖こわいのは固定概がい念ねん、という奴やつですから」

　と元は邪じや神しんと崇あがめられ、転職したと同時に殺されそうになった神様は遠い目をした。

「で、どうなさいます？」

「ど、どうって…………」

「具体的に言えば、今、ユウさんには選せん択たく肢しがふたつあります」

　ぐいっと二本の指を突つき出して「くーちゃん」。

「ひとつは、これ以上のトラブルを避さけるために、『ごめんなさい』すること。もうひとつは…………徹てつ底てい的てきに戦って勝ち負けを決めること」

「話し合いは…………無いのか」

　ユウは寂さびしい気分で呟つぶやいた。

「まあ、その段階は過ぎてしまったと思います。タイミングを逃のがしたと言うべきかもしれませんね」

「タイミング……」

　少し考えて、その「タイミング」がいつだったのか、ようやくユウは思い至った。

　あの公園。

　あそこで早急に結論を出してしまうのではなく、もっと少年と話し合うべきだったのだ。

（そうか…………）

　今までとは比べものにならないほどの後こう悔かいが、ユウの胸を灼やいた。

　あそこで踏ふみとどまっておけば。

　だが、あの時、混乱が収まったと思ったら降って湧わいたような新たなる混乱に、彼女が耐たえきれなかったのも事実だ。

　それに…………。

「残念ながら私たち神でも、簡単に時間を巻まき戻もどしたり、やり直したりは出来ません。あくまでも『これから』をどうするか、という風にしか対処できないんです」

「くーちゃん」は可愛かわいい外見に似合わぬシビアな状じよう況きよう分ぶん析せきを口にした。

「だから、ここから先は、ユウさんが決めるしかないんです」

「…………あの、えーと…………神様」

「『くーちゃん』で結構です」

「あの、じゃあ『くーちゃん』、それって今すぐ結論出さないとダメかな？」

「今すぐではないですけれど…………たぶん、三日と無いでしょうね」

「何故判わかる？」

「今度の仏ぶつ滅めつは三日後です」




「！」




　驚おどろいてユウはプレハブの壁かべに掛かったカレンダーを見た。




「…………ホントだ」




　ぽかんとする。




　毎回「神様もどき」を引き連れた猫神の「レース」が始まるのは仏滅の夜と決まっている…………となれば、次の仏滅に霧人が動くのは予想がつく。

「今度は、誰かのために、ではなく、自分のために、を最優先で考えてくださいね」

　にっこりと「くーちゃん」は笑った。




「大だい丈じよう夫ぶ、固定観念を捨てて考えていけば、答えは見つかりますよ」




　その足下でぽかんと口を開けたままの「だごんたん」が「ソダヨー」と声を上げた。







第七章・どっちも引けないコトだとさ
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　新しい朝が来た。

　希望の朝かどうかは判らない。

　だがとにかく、また新しい夏の一日が始まり、夜明け前から冷れい房ぼうのため締しめ切きったアルミサッシの向こう側からやかましい蝉せみの鳴き声が小さく、いくつも重なって聞こえ始める。

　あれから結局、寝ね床どこである応接間のソファーの上で、猫ねこ神がみは腕うで組ぐみしながらあぐらを掻かいて夜を明かした。

「ホントに、これでいいのかねえ？」

　もう何十回も繰くり返した言葉を、猫神は呟つぶやいた。

　ソファーの下では、猫の姿に戻った灰色と金色の子猫たちが、小さな専用ベッドの中でごろにゃーと暢のん気きに眠ねむっている。

「…………お前たちが羨うらやましいよ、まったく」

　溜ため息いきが出る。

　何となく悩なやむのも飽あきてきたので（←この辺が猫の神である）、猫神はあぐらを解いて、いつものだらりとしたポーズでソファーに身を沈しずめると、テレビのリモコンを操って朝のテレビ番組をつけた。

　真っ黒い肌はだの初老の男が映ったのですぐにチャンネルを変え、結局ＣＳの時代劇に落ち着く。

　ミニスカート風の着物を着けた女渡と世せい人が、仕込み三じや味み線せんで悪党を斬きったりつまらない「今回の脚きやく本ほん」を斬ったりする、いささかクレイジーな内容のそれを見ていると、ドアが開いた。

「あ、『猫姉ェ』、ちょっと」

　ちょっと嬉うれしそうに目を真っ赤にした霧きり人とが顔を出す。

　何か、新しい作品が完成したという顔だった。

「人形、新しいの出来たんだ」

　と告げる。

「これ、仕様書」

　と、プリントアウトしたばかりと思おぼしい、熱の残ったコピー用紙を手て渡わたす。

「あ、はいはい」

　自作した女性型フィギュアをデジカメで撮さつ影えいしたものに、画像加工ソフトを使ってアレコレと機能やら構造やらの指示がある。

「あれ？」

　受け取って、猫神はちょっと首を傾かしげた。

　若い女性のフィギュアを、少年が作るのは初めてだったからだ。

　しかもどう見てもこれは、スリーサイズを小さくした、いつものユウの憑体よりしろ姿の強化バージョンに見える。

「空戦で中・至近戦せん闘とう特化型、っていう奴やつにしてみたんだ」

「これ…………どうするの？」

「以前、『猫姉ェ』言ってたよね、ユウさんたち虎神のほうは、ぼくらみたいに緊きん急きゆう時に入れ替かわる方式じゃなくて、最初から憑体に入っておくことで、頑がん丈じようさは失われるけれど、同時に反射速度をあげて戦ってる、って」

「まあ、ね」

　単純に言うとユウの場合、人形の中に精神が「乗り移る」方式で、霧人達の場合は遠えん隔かく操作なのである。

　どちらも肉体は別の空間に封ふうじて安全策を採とっているが、非常事態が発生した場合、突とつ然ぜん現場に肉体が出現してしまうので、ユウたちの方式は少々危険だ。

　この辺は「家業」であるユウと、「協力して貰もらってる」霧人の立場の違ちがいであろう。

「条件を同じにしておきたいんだ」

　フェアプレー精神ということらしい。

「憑体かあ…………なるほどね…………って、これ女性ボディだけど、いいの？」

　いつも霧人は身代わり用の人形を、猫神が「男の子」として作れないことが気に入らない、という態度だったはずだ。

「うん」

　少年は頷うなずいた。
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　一方垣かきの華はなユウは、自分の部屋で考え込んだまま、重い朝を迎むかえていた。




「…………」




　吐はきたくなるような緊きん張ちよう感と、重い物を託たくされてしまったという辛つらさが、少女の気分を重くし、眠ねむ気けを近づけなかった。

　せっかく母親が用意してくれた生しよう姜が湯ゆも、味が分からないまま冷たくなっている。

「くーちゃん」はあれからプレハブにいるが、相談する相手と言うよりは審しん査さ委員みたいな立場っぽい感じだ。

「虎とら神がみさま」も子猫二匹ひきも、結局姿を見せないまま夜が明けた。

「…………ふぅ」

（そう言えば、こんなに真しん剣けんに悩んだのはいつ以来だ？）

　ユウは首を傾げる。

　自分の人生を何処どこに持っていくか、で真剣に悩んだことは考えてみればほとんど皆かい無むに等しい。

　子供の頃ころのクリスマスプレゼントに、魔ま法ほう少女の縫ぬいぐるみにするか、それとも大きなクマの方にするか、などというのは「その時、当人にとって」の話で本当の意味で人生をかけていたわけではない。

　中学三年生の時、進路をどうするかに関して真剣に悩んだ、というのが恐おそらくそれにあたるだろうが、あれにしてみても、「このままこの高校に進むか、ランクを落として確実にするか」程度の話。

　つまり「過ぎてしまえばまあ、何となくコレでいいや」で済む話だったのだ。

　だが、今回は違う。

　ユウは生まれて初めて「このまま大事なものが永遠に無くなってしまう」という恐きよう怖ふに似た感情にとらわれていた。

　高いところに張られていたロープの上を歩いていて、脚あしを踏ふみ外はずし、あやうく落ちかかっている芸人…………それが今の自分だと思った。

　しかもこのままロープにつかまり続けてまた何とか綱つな渡わたりを続けるか、それとも自分の下にあるベランダへ飛び降りてみるか、の二択たくを迫せまられた。

「…………やな気分だ」

　呟つぶやいて、椅い子すの背にもたれかかる。

　これまでの人生「決める」ことなんか簡単だと思っていた。

　ほんのちょっと想像力を使って、選せん択たく肢しの先を予想し、比ひ較かくして、もっとも良い（あるいは楽な）結果になるように選べばいい。

　長く考えることは直感の囁ささやきを逃のがしたりすることになるから、時間をかけるのはバカのすることだ、と割り切ってる部分があった。

　何、間違ミスっても何とかなるさ。

　だが、この問題はそうはいかない。

　どっちに転んでも、良くない結果を生むのではないか、という不安が広がっている。

　それも果てしなく。

　苦い予感というか、間ま違ちがったとき、何が起こるかと思うと、胸が苦いもので満まん杯ぱいになる。

　祖母が死んだと聞かされた朝のように。

　晩年の祖母と距きよ離りを置いてしまった事は、「虎神さま」の仕事が始まって幾いく分ぶん和やわらいだものの、未いまだにユウの人生最大の痛つう恨こん事である。

　また…………そして、もっと大きな過あやまちを自分が犯してしまうのではないか、という恐怖が先立って、想像力という、普ふ段だん何気なく使っている歯車がビクとも動かない。

　ユウは自分にも恐ろしくて一歩も動けない、という状態が起こるのだと初めて知った。

「…………どうすりゃいいんだ？」

　思わず呟いていた。

「私は………」




☆




「よー兄弟きよーでー」

　と、プレハブの中、床ゆかから一メートルぐらいのところに、ひょっこりとアッシュブロンドの「ウコン」が顔を突つき出した。

　何もない空間からゴスロリ少女の生首がぽん、と突き出される様は異様だが、これもまた、最近彼らが収得した術の応用……というより、中ちゆう途と半はん端ぱな発動によるものだ。

　まあ、携けい帯たい電話を持っていないのでその代わり、とも言える。

「そっち、どーだ…………って、おい、どうしちまったんだ、その格好？」

　いつものアーミールックな格好をしたヒト形態か、本来の子猫の姿で自分の姉妹たちがいるものだと思っていた「ウコン」はプレハブの畳たたみの上、二頭身のディフォルメ人形のようになっている「りり」と「くぅ」を見つけて目を点にした。

「よーきょーでー」

　なんともはや、といった風情で、チンチクリンの二頭身になった三色メッシュの「りり」がちまっと片手を上げて挨あい拶さつする。
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「『虎神さま』が隠かくれるついでに巻き込まれちまったんだよー」

「だよー」

　その横で、黒くろ髪かみの「くぅ」がはにゃーという顔をした。

「なにしろよー。神様は別の神様といま相談中で、おれたちしばらくこのまんまだー」

　別の神様、とは「くーちゃん」の事である。

　よく見れば、「とらたん」も「くーちゃん」お付きの「だごんたん」も姿が見えない。

「ありゃぁ」

　と、「ウコン」は同情の顔つきになったが、すぐにぴん、と何かを思いついたらしい。

「なあ、兄弟きよーでー」

「なんだね、きょーでー」

「その小ささだとよー、ケーキとか、無茶苦茶でっかくならね？」

「そうだろなー。今もそれでテレビの電源入れられなくって苦労してた」

「くぅ」の言葉に「りり」が頷うなずいて、

「とにかくちっちゃいんで困ってるんだよー」

「でもよー」

　とゴスロリ生首状態の「ウコン」は提案した。

「その状態だったら、一個のケーキ、むっちゃくちゃ食いでがあるんじゃね？」

「…………」

「…………」

　三み毛け猫と黒くろ猫が変じた二頭身の少女たちはディフォルメされた顔を見合わせた。

「ああ！」

　ぽん、と手を打つ。

「そーだな、この大きさならショートケーキがまるで山みたいになるよなー！」

「ウコンの兄弟、あったまいー！」

「なははー」

　首を出している空間の隙すき間まからちょろっと指先を出して、「ウコン」は頬ほおを掻かいた。

「んで、進行状じよう況きようは？」

「今んとこ、あの椅い子すの神様のメモ通りに進んでるみたい」

「おーけー。んじゃまた後でなー」

「おーよ、きょーでー」

「じゃーな、きょーでー」

　と、二頭身の姉妹が手を振ふるのへ、

「あいよー」

　と隙間から何とか手首を出して振りながら、「ウコン」の頭が引っ込み、空間の穴も消えた。

「よーし、じゃー今からコンビニいこーぜー！」

「よしきたー！」

「ケーキ食い放題だー！」




　喜び勇んで子猫二匹ひきはプレハブの玄げん関かんへ向かった。













　四十分後、二匹は自分たちにとって数十倍の大きさになったアルミサッシの出入り口を何とか開けたところで力ちから尽つき、ひっくり返ることになるのだが。
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　いっぽう、プラチナブロンドの「サコン」は霧人の部屋でお手伝いである。

「なー、霧人にーちゃんー」

　何やら、プラモのパーツを組み合わせ、あるいはプラ板と呼ばれるスチロール系樹じゆ脂しの板を貼はり合わせて作られた部品を、今朝までかかって作られた実寸大の設計図に合わせながらあちこち削けずったりしつつ、白金の髪かみの毛のゴスロリ少女は尋たずねる。

　黒いゴシックなエプロンドレスの上から、さらに百円均一ショップで購こう入にゆうしたエプロンを着けていて、そっちはすでにあちこち削った素材が粉になって降りかかっている。

「本当に、ユウねーちゃんと喧けん嘩かするの？」

「喧嘩じゃないよ、勝負だよ」

　微び苦く笑しようを浮うかべながら、霧人。

　こちらは「サコン」や自分で作った部品を微び調ちよう整せいしながら組み合わせている。

　これは、例の新しい憑体よりしろの為ための装備と、今度の「レース」に使う輸送用の乗り物だ。

「おなじじゃねーの？」

「違ちがうよ」

「どう違うの？」

「そうだな…………まず相手が嫌きらいだから、じゃない。喧嘩は相手に対して怒おこってるからやるんだ。でも勝負は、相手に敬意…………いや凄すごいヒトだって思うからやる」

「へー」

　この辺の機き微びは生まれて半年も経たたない子猫には理解しかねる話だった。

「それと…………」

「それと？」

「この勝負は、これから起こるかもしれない幾いくつかの厄やつ介かい事を避さけるためにやる」

「…………」

　耐たい水すいペーパーを持つ手を止めて、しばらく「サコン」は考え込む。

「やっぱ、霧人様もメスに対して自分が強い、って証明したいの？」

「？」

「だってほら、よく言うじゃんかー。女は最初にガツーンとやらないと後が怖こわい、って」

「お前、どこからその知識、入れてきたの？」

「この前見たテレビ」

　素直に子猫は答える。

「…………」

　苦笑いしながら、霧人は「違うよ」と首を振った。

「自分が弱いから、こうするんだ」

「？」

「サコン」はますます訳が分からない、という顔になった。

「えーと、それって霧人がマゾってことなの？」

　がた。

　流石の少年も椅い子すから転がり落ちそうになった。

「その知識もテレビから？」

「んにゃ、これはあねごから」

「あねご…………？　ああ、例の工こう房ぼうのひとか。困ったもんだなあ」

　溜ため息いきをついて、少年は改めて説明する。

「つまりね、この前、ユウさんがあの相手だ、って知ったとき、僕は怖くなって逃にげ出したんだ」

　悩なやむだけ悩んだものが到とう達たつする、達観の表情を浮かべて、霧人は続ける。

「僕は…………弱い人間だって、後になって思い知った」

「サコン」はじーっと自分の主の言葉に耳を傾かたむけている。

「本当は逃げちゃダメだった。少しの間、忘れることが出来るだけで…………判わかってたのにね」

　少年はなるべく判りやすい言葉を選んで説明してみる。

「つまりさ、その…………たとえば、ご飯を食べたとして、使ったお茶ちや碗わんとかを片付けるのが嫌いやだから、ってそこから出ていっても、戻もどってきたらやっぱり、そのままだろ？　同じことなんだ」

「でも、ウチだと普ふ通つう霧人様や猫神様が片付けててくれるよ？　オレも『ウコン』のお茶碗片付けてやったりするし」

　反はん抗こう心しんとか、皮肉とかではなく、自分なりに理解しようと努めて一いつ生しよう懸けん命めい考えたらしい「サコン」の言葉に、霧人はそうだね、と同意して、

「ぼくらは家族で、お互たがいにそうしよう、って事になってるからだよ。じゃあ、いつも僕のお茶碗はサコンが片づけろ、サコンのは自分で片付けろ、って言い出したらどうなる？」

「…………そんなん、やだ」

「だよね…………だから助け合う、とか、自分のことはなるべく自分でやる、ってのは大事なんだ。だから」

　このことも自分で何とかするべきだったんだ、と少年は続けた。

「自分の心のことを、僕は逃げ出すことでユウさんに背負わせてしまったんだ」

「そうなのかぁ」

　こっくん、と「サコン」は頷うなずいた。有る程度得心がいったらしい。

「このまま『何もなかった』事にして、元に戻る、ってことも考えた…………けど、互いの立場が違ちがうことは『そのまま』にはしておけない。第一、僕も、ユウさんも互いに『正しい』と思ってる」

　しばらくは、それでいいのかもしれない。

　出会っても、「そのことには触ふれない」ことにして。

　三日、一週間、一ヶ月。

　だが、「レース」はいつか行われる。

　そして、その後、自分はユウにどんな感情を抱いだくのか。

「だから、一度本気でぶつかって、決着つけなくちゃいけないんだ」

「でもさー」

「サコン」はそこだけがよくわからない、と首をひねってこう言った。

「どーしても喧けん嘩かしないとダメなの？」

「…………どうも、そうらしいんだ」

　と霧人は妙みようなことを口にした。

「そうじゃないといけない、そんな気がするんだよ」

「…………人間って、もう少し理性的なモンだと思ってたんだけどなあ」

「そうでもないよ。猫の方がよっぽど理性的かもしれない」

　少年は何とも味わい深い苦笑を浮うかべた。
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「…………」

　夕方を過ぎ、風が涼すずしい時間になっても眠ねむれないまま、ぼんやりとベッドに寝ねっ転ころがったユウは、携けい帯たいの音に我に返った。

「はい？」

『おひさー』

　声は、胡ご屋や秋あき保ほだった。

「あー、秋保か、おひさー」

『で、最近元気無いって聞いたけど？』

「誰から？」

『この前、カンナがあんたのバイト先の本屋行ったら、ドジばっかりして、叱しかられてた、って』

「…………」

『それにあたしもこの前、あんたのバイトしてるトコにメシ喰くいにいったけど、そこでも派手にすっころんでたじゃない』

　つい一昨日までの話だ。

　だが、秋保が来ているなんてことは気づかなかった。

『ねえ、やっぱり霧人君の絡からみ？』

「…………」

　なおも沈ちん黙もくするユウに、秋保の苦笑する気配が伝わってくる。

『いじっぱりで見栄っ張り、そこがあんたの欠点よね』

「意地も見栄も張ってない」

　さすがに不ふ機き嫌げんな声が出る。

『なーに言ってるのよ、あんたと何年付き合ってると思うの？　中学ン時から勘かん定じようしてもう五年以上なんだからね。あんたがそういう声を出すときは、何か考え事しててこんがらがってるときだってことぐらい、判るわよ』

「……」

　いつの間に、そういうことが判るようになったのか、ちょっと驚おどろきながらも、ユウは意地を張ってなおも不機嫌な声を出した。

「で？」

『ま、正直、何があったかは知らないし、知っても多分、あたしたちじゃロクなアドバイスにならないと思う』

「だから？」

「…………まったく、突つっかかるわねえ」

　珍めずらしくいつもユウにいじられてばかりの秋保は、こちらの手を払はらいのけるようなユウの態度に怒いかりもせず、

『窓の外、見てみ』

「？」

　と言われたとおりに立ち上がって窓の外を見てみる。

　家の門のすぐ側に、四人の少女が立っていた。

　五ご屋や静しず香か、桂かつら木ぎカンナ、玉たま記き真ま弓ゆみ、そして胡屋秋保。
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　全員、あの日、島に一いつ緒しよに行った仲間たちだ。

『ユウがさ、このどんな決着つけるつもりかは知らないけど』

　携帯片手に、秋保が手を振ふり、他の三人も手を振る。

　皆みな、受験勉強に、最後の部活にと、島から帰ってきたら大おお忙いそがしだ、としょっちゅうこぼしていた連中である。

『あたしたちは、味方だかんね』

　秋保の声に、不覚にもユウは目頭を熱くしてしまった。

「…………ば、ばか、こんなとこで何やってるんだ」

『うん、だからもう帰るわ…………元気、出してね』

　と携帯を横にいる少女たちへ、秋保が渡わたす。

『じゃ、帰るけどユウ、元気だしてね』

『ユウ、がんばれよ』

『ユウ、また今度会おうねー』

　それぞれ、真弓、カンナ、静香の声だった。

「…………みんな」

　ユウは思わず手の甲こうで目元を拭ぬぐっていた。

『じゃあね』

　最後に秋保が言って、電話が切れ、窓の外にいた少女たちはくるっと背を向け、去っていった。

　しばらくその後ろ姿を送り、彼女たちが角を曲がって見えなくなると、通話の終わった携けい帯たいを見つめ、ユウは久しぶりに微笑ほほえむことが出来た。

「…………ありがとう、みんな」

　ベタベタで、あまりにも直球な友情の示し方だが、それだけに、ユウには嬉うれしかった。
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「…………女子、こっちに戻もどってくるってさ」

　ユウの家の近く、国際通りにあるスターバックスで、灯ひ嘉が雄ゆう介すけが携帯を閉じた。

「…………俺たちは、なーんもせんでいいのかね？」

　嶋しま袋ぶくろ栄賢が首を傾かしげる。

「この前、栄賢が霧人には会ってきたんだろ？　それ以上はいいさ。女の子と違ちがって、野や郎ろうはあんまりこういう時には友情を示さない方がいいんだ」

　雄介は妙みように訳知り顔である。

「…………苦労してるんだな、お前」

「マアね…………ウチのカンナはあれで結構焼やき餅もち焼きでね」

　と雄介は笑った。

　ちょっと苦みのある笑みである。

「しかし、霧人も難なん儀ぎなやっちゃ」

　栄賢がストローをくわえたまま、椅い子すの背もたれに寄りかかる。

「男は所しよ詮せん、女には勝てんよ…………いやマジで」

「勝ちたいかどうかは判らんさ」

　雄介は笑った。

「負けるにしても、納得したいだけじゃないのかな？」

「…………そういうもんかね？」

「文系要素が強いと、理り屈くつとプライドを優先しちまうもんだよ、男は…………心当たり、あるだろ？」

「オレはどっちかっていうと体育会系が強いからなあ」

　溜ため息いきついて、栄賢は言った。

「ま、どっちにしても、ふたりにとって、これが最初の試練だろうよ…………内容が全然わからないから、具体的なアドバイスもへったくれもできないのが残念だけどね」

　そう言って、冷たいカフェラテをひと口、雄介はすすった。
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　夜が明けて。

　不意にユウは「虎神さま」の居るプレハブへと現れた。

　夜明け前だというのに明かりのついたままのプレハブには、座布団の上に正座し、腕うで組ぐみしてまるで時代劇に出てくる道場主のような格好で「虎神さま」が待っていた。

「…………で、どうじゃ？　心は決まったかや？」

　脇わきに控ひかえた「とらたん」の頭がユウを向く。子猫たちは元の姿に戻って、近くに置かれたバスケットの中で丸くなっていた。




　少女は頷うなずいた。




「私は、霧人と戦う」

　きっぱりと、まっすぐに「虎神さま」を見ながらユウは言った。

「負けたら…………私が生きている間は、もう手伝えなくなる。それで、いいか？」

　しばらく、ひと柱の神と、少女は見つめ合う。

「…………構わぬよ」

　優しく笑って、「虎神さま」は頷いた。

「恋こいも戦よ…………精せい一いつ杯ぱい、やるがよい」







　その日の夕方、霧人から短い電話があった。










　ユウは「虎神さま」に言ったのと同じ言葉を繰くり返し、時間と場所を決めた。







第八章・最後の決戦だったとさ
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　魔ま界かいの港町は、久々の「レース」に活気づいた。

　最後の「レース」が行われてかれこれ数ヶ月、その前の「アマノウキフネ」騒そう動どうからひと月以上というわけで、すでに沈められていたＵボートの補修も終わり、破は壊かいされた空中母ぼ艦かんも改修作業を終えて、住人たちもそろそろ暇ひまをもてあましていたのである。

「いやあ、このまま何事もないまま、ってのも悪かないが、やっぱ俺たち、『レース』の為ために存在してるんだからよ、無いよりはあった方が生いき甲が斐いがあるわな」

「そうそう、身体がなまっちまうよ」

「男は冒ぼう険けんに命をかけなくっちゃな」

　などという会話はあちこちで聞かれた。

　まあ、人間同士の戦争と違ちがい、元が模型な連中の上に、どんなことになっても猫神と霧人が回収してくれるだろうという安心感もあるので、「戦い」というより「冒険」の一種として彼らはこの「レース」を捉とらえているらしい。

　また、「神様もどき」たちに至っては「また格好の暇つぶしシーズンが来た」ということで楽しみにしているらしい（もっとも、彼らに表情はないので、その雰ふん囲い気きで判断するしかないが）。

　唯ゆい一いつ、この状じよう況きように浮うかぬ顔なのはシュナイダー氏ぐらいのものだった。

「よぅ、どうした大将」

　町を見み渡わたすことの出来る、旅人のマンションから続くエスカレーターの上に立って人の行き来を見つめている片眼鏡の軍人に、「シガーさん」が声をかけた。

「いえ…………ちょっと残念に思ってまして」

「なんだぁ？」

「このまま平へい穏おんが続いてくれるものだと、どこかで思いこんでいたんですよ、私は」

「…………？」

「私は軍人ですし、『レース』のためにこうやってかりそめの命を吹ふき込まれたのですが、聞けば、例の我々を妨ぼう害がいしていた人物は創造主様マイスターの想おもい人だと」

　この辺は、たまたま今日あそびに来た「サコン」「ウコン」の兄弟から聞いていた。

「だとしたら、私は恋こい人びと同士の戦いの手伝いという、あまり嬉うれしくないことの手伝いをすることになるのではないか、と」

「なるほどねえ」

　こくこく、と「シガーさん」は頷うなずいた。

「そら確かに、気が進まねえ話だぁな」

「ですが、私は軍人ですから、命令には従うしかないのですよ」

「辛つらい話だねえ……」

　ぷかり、と「シガーさん」は人ごとのように言って煙けむりをひと筋吐はきだした。

　見事に輪っかになってふわふわ頼たよりなく漂ただよう煙。

「だがよ、俺たちは見届けてやるしか、無いぜ」

　ハードボイルドな口調で、「シガーさん」は言った。

「あの坊ぼうやはバカじゃねえ。色々考えて決めたことだろうよ。だったら、俺たちはそれを最後まで見届けてやる、ソレしかできねえだろうよ」

「そうでしょうか？」

「何しろよ」

　どこかに透とう明めいで、寂さびしげなものを含ふくませた声で、「シガーさん」は言った。

「人間ってのは自分の意志で生きていくことが出来る奴やつらだからなあ」




☆




「あの…………こんにち……は」

　チャイムの音がして、覗のぞき窓からユウが覗くと、そこには白いブラウスを着けた、自分とほぼ同じ年の少女がはかなげな様子で立っていた。

　ロングヘア、眼鏡、というユウと同じキーワードで成り立っているくせに、ほっそりとしていて小こ柄がらで、まるっきり正反対のイメージを与あたえる少女だ。

「『工こう房ぼういちか』から参りました」

「あ、はいはい」

　ドアを開ける。

　少女は足下にいる、侍さむらいの格好をした二頭身の縫ぬいぐるみのような「もの」が頭上に捧ささげ持もったゆうパックの「大」ほどの大きさの箱を取って、ユウに手て渡わたした。

（いいなあ）

　背が高くてつり目気味で、目の前の少女とは正反対の印象を与えてしまう外見のユウは、素直に思った。

（きっと男子には、こういう子の方が人気あるんだろうなあ）

「あの…………ハンコ……を」

「あ、はいはい」

　慌あわてて、玄げん関かん先さきのペン立ての中から荷物受け取り用の三文判シヤチハタを出して書類に押おす。

「ありがとうござい……ます」

　声にも大人しい、はかなげな風ふ情ぜいを漂わせた少女が頭を下げると、側にいた二頭身の縫いぐるみのような謎なぞの存在もぺこりと頭を下げる。

「では失礼…………します」

　そう言って少女は、門の前に停めてあったムスタングの運転席に、驚おどろくほど機き敏びんな動作で流れるように収まると、カスタムチューンしていると思おぼしいエンジンの音を残し、あっという間に走り去った。

「…………いいなあ」

　少々スピード狂きようの気があるユウは、思わず呟つぶやいたが、慌てて頭を振ふって、

「あの子…………もう免めん許きよ持ってるのかなあ？」

　と首を捻ひねった。




☆




「…………出来た」

　霧きり人とは、大型の食器乾かん燥そう機きを思わせる乾かん燥そう用ブースから取りだした部品を組み立て、満足の溜ため息いきをついた。

　少年の作業用デスクの上には、畳たたみ一畳ほどの大きさのある、奇き妙みような形のジェット機が鎮ちん座ざしている。

　正確に言えば、それは平たく潰つぶした空母の四よ隅すみに翼つばさとジェットエンジンを取り付けた形だった。

　以前、古本屋で買った模型誌に載のっていた「空中基地」という商品を、彼なりにアレンジして、各種プラモデルやらプラ板やらを駆く使しして作ったフルスクラッチモデルだ。

　これだけの大きさのモノともなれば、プロでさえそれなりの治じ具ぐを使わないと狂くるいや歪ゆがみが出るものだが、元来の才能なのか、これは歪みどころか、フルスクラッチ初心者にありがちな、強度不足さえ無い。

　ただプラ板を箱状に組んだだけではなく、中には細く切ったプラ板などを駆使した「ケタ」、いわゆる竜りゆう骨こつのようなものが組み込まれていて、しなりこそすれ、自重で壊こわれたり、歪んだりというのも避さけられている。

　取とり敢あえず、原寸大の設計図（プリントアウトした用紙を貼はり合わせたもの）をゴミ箱の中に押し込み、それを縮小したＡ４サイズの「仕様書」を片手に、霧人は猫神を呼んで来るべく、部屋を後にした。




☆




「…………なるほどねえ」

　娘むすめからの決意を聞かされて、ユウの母親はゆっくりと頷うなずいた。

　垣かきの華はな家のダイニングルームである。

　ちょうど昼食の下準備を終えた母親に、ユウは今までの一部始終を話し、自分の決意を伝えたのだった。

「母さん、ごめんなさい」

　頭を下げるユウに、母はにっこりと笑った。

「まったく、親不孝というか、無む鉄てつ砲ぽうって言うか…………」

「…………」

　呆あきれ半分、苦笑半分のその声こわ音ねに、少しユウはホッとした。

「でも、まあいいわ」

　ただ、ここまであっけないと「本当に理解したのか？」と疑問が浮うかぶ。

「あの、いいの？」

「うん。いいわよ」

　母は頷く。

「まあ、ウチがダメなら親しん戚せき筋すじに頼たのめばいいわけだし、あなたもそろそろ受験だから、丁度いいし……何より、娘の恋こい人びとの事だもの」

　それからちろっと舌を出し「でもお父さんには内ない緒しよにしなさい」と付け加えた。

「あなたの恋こい人びと絡からみ、って事になったらその子、偉えらいことになるわよ」

「あ、いや、あの、こ、恋人って…………」

「んじゃ、いい人、ってことにしようか？」

「そういう問題じゃないよ、母さん！」

「まーまー」

　あははは、と笑って、ユウの母は、

「でも、わざと負けたら承知しないからね！」

　と釘くぎを刺さす。




☆




「…………そうですか、ユウさんは決心なさいましたか」

　クーラーの効いたプレハブの中、ちょこねんと来客用の座布団に座った「くーちゃん」が、コップに入った冷たい麦茶をすすり、微笑ほほえんだ。

「…………うむ」

　その対面に、こちらは専用座布団に座った「虎とら神がみさま」が重々しく頷く。

　傍はたから見ていると、お人形さんと会話している可愛かわいらしい女の子の図、であるが、実際には神様同士の会合であった。

　子猫たちは、今日も「工こう房ぼういちか」の手伝いに駆かり出されている。

「ここまでは、デウス・エクス・マキーナのメモらくがき通りじゃが」

　自分用の小さな湯飲みで同じ冷たい麦茶をずるずると飲み干し、虎神は真しん剣けんな表情で続ける。

「さて、これからが勝負じゃ…………なにしろあやつの能力は、たいみんぐの見極めであって、未来の完全保証ではないからの」

「そうですね」

　こっくんと頷いて、「くーちゃん」もまた真面目な表情になる。

　分身である頭の上のタコみたいなかぶり物も、難しげな顔で触しよく手しゆのうちの二本を腕うで組ぐみ状態にしていた。

　もっとも、もうひとつの分身、赤い金魚が直立歩行しているような「だごんたん」は、「くーちゃん」の隣となりで「とらたん」に、コップに麦茶を注がれて「アリガトー」とか喜んでいる。

「結局、我ら神は人に任せることが大半なのじゃなあ……」

　自分自身に言い聞かせるような口調で、「虎神さま」は小さく声を出すと、アルミサッシの外、目に焼き付くように青い空を見上げた。




☆




「工房いちか」は主あるじが留守であったが、勝手知ったる何とやら、で子猫四匹ひきはクーラーの室外機の裏、磁石で貼り付けてあった予備の鍵かぎを取ると、中に入った。

　蒸し暑い空気がようやくクーラーによって駆く逐ちくされ、中にはいると、主が居ないせいかがらーんとした部屋の中央に陣じん取どって、子猫四匹額を寄せ合う。

「とーとー、今日になっちゃったねー」

　とアッシュブロンドの「ウコン」が珍めずらしく口火を切った。

「だなー」

　と「りり」が頷うなずく。

「なんかつれーよなー。ユウねーちゃんも霧人にーちゃんも、俺らの恩人だもんなぁ」

「だよねー」

　ほとほと困った、という顔で首を横に倒たおしたのは「サコン」だ。

「でもなんかさー、もう止とめられない、って感じだよね」

「俺ら、何ができるかなー？」

「だなー」




　うーん。




　子猫が化けた四匹の少女たち（外見だけの話で、半分は女装したオスではあるが）は、腕組みして考え込んだ。

「…………」×４

　一分経過。

「…………」×３

　二分経過。

「…………」×２

　そして、五分になる前に、涼すずしいクーラーの風が勝利して、四匹の子猫たちはそのままくかーと寝ね息いきを立てて眠ねむり込んでしまった。




☆




　携けい帯たい電話が鳴って、ベッドでザコ寝ねを決め込んでいた胡屋秋保は起きようか、それとも無視して寝ようか迷った挙げ句、呼び出し音がクラスメイト用に設定したものだったので、取とり敢あえず発信人を確認した。

「あら」

　しゃっきり目が覚めて、秋保は受信ボタンを押おす。

『や、やあ秋保、元気か？』

「珍しいわね、あんたの方からかけてくるなんて」

　ちょっと皮肉をまぶして答えてみたが、相手…………垣華ユウは雑まぜっ返すこともせず、

『昨日は、ありがとう』

「ぬははは、たまには感謝してくれるかい」

　と口調に反して優しい笑みを浮うかべていると、電話の相手は、

『おかげで吹ふっ切きれた…………霧人とこれから決着、つけてくる』

　涼しげで、決然とした声。

「…………そっか」

　茶化しも、皮肉も無しの顔になって、秋保は頷いた。

　いつもこの背の高い眼鏡の秀しゆう才さいにしてスーパーアルバイターにはいじられっぱなしだが、それだけに、相手の考えは良く判わかる。

　何よりも、彼女がそんな決意を自分に話してくれたことが嬉うれしかった。

「で、みんなには電話したの？」

『これからするつもりだ』

「そっか。じゃああたし一番乗り？」

『そうなるか』

「ふうん…………ありがと、ユウ」

『感謝されることじゃない』

「上手くいくといいね」

　何が、とかどう上手く行くと、という事は言わなかったし、言えなかった。

　恋れん愛あいは周りがどう言おうと、結局当人たちのいいようにしかならない…………恋愛経験が皆かい無むに等しい秋保でも、それぐらいの心得はあった。

『じゃあ、これで』

　いつものユウらしく、電話が切れた。

「…………いいなあ」

　ぽふ、とベッドの上に仰あお向むけになって秋保は呟つぶやいた。

「あたしも、早いとこ恋愛で悩なやみたいなあ………」

　随ずい分ぶんと切実な声だった。




☆




「じゃあ、また今度」

　秋保をはじめに、四人の親友に電話を入れて、ユウは携帯電話を畳たたんだ。

　もう、夕方になっている。

　霧人から指定のあった時刻まで後三時間。




☆




「…………」




　ソファーの上で猫神はぐるりと寝ね返がえりを打った。

　予定まであと二時間もある。




「…………」




　もう、何も言えないというか、辛つらいとか、憂ゆう鬱うつとかを越こえたような、もしくはそれを煮に詰つめた鍋なべのど真ん中に沈められた顔で、猫神はまた寝返りを打った。

　こういう時、格好の気散じになるのは子猫たちとの会話だが、今日は朝から何処どこかへ行っていて姿が見えない。

　ふと、ノックの音がした。

「『猫姉ェ』、今大だい丈じよう夫ぶ？」

　霧人の声だった。

「あ、う、うん…………」

　頷うなずくと、応接間へのドアが開いて、霧人が顔をだした。

　こちらは猫神とは対照的に、さっぱりした顔をしている。

　もう「決めて」しまった者の顔であった。

「今回、仕し掛かけが大きいから、今から準備してほしいんだけど？」

「あ、うん」

　とソファーの上から起き上がり、猫神は霧人に引っ張られるように魔ま界かいへと向かった。




☆




「それでは、私たちは一度戻もどって、それから現場へ」

　とぽつぽつ世間話をしていた「くーちゃん」が立ち上がった。

　こてんと横になって寝ねていたらしい「だごんたん」がぱっちりと目をあけて起き上がる。

「うむ、頼たのむ」

「ええ」

　ふた柱の神はそう言って頷うなずき会う。

「これが終わったら」

　と、「虎神さま」は付け加えた。

「またあそびに来て欲しいものじゃ。お主と話すのは楽しい」

「ええ。私もです」

　どちらもお世辞ではない、本心での言葉だった。

「では、また後で」

「うむ」

「虎神さま」の横で「とらたん」が深々と頭をさげる中、どこからともなく取りだした「魔ま法ほうの長杖」で、頭上にくるりと円を描えがき、ぽん、と床ゆかを蹴けり、その中へと消えた。

「…………さて、あと三時間弱かえ」

　壁かべに掛かかった時計を見て、「虎神さま」は呟つぶやいた。




☆




「…………つまり、今回、我々はあくまでも船の運用のみで、戦せん闘とうには加わらない、ということですか？」

　シュナイダーの言葉に、霧人は頷いた。

「そう。今回は特に戦闘区域を別にしているから、そっちは見ているだけでいい…………まあ、僕の意地でもあるからね」

　と微笑ほほえむ。

「ですが、よろしいのですか？」

　と片眼鏡モノクルの軍人フィギュアは、その魂たましいを吹ふき込んでくれた猫神に尋たずねる。

「霧人がいい、っていうんならそれでいいと思うわ」

　複雑な顔で猫神が答える。

　魔界に作られた港の町、その中でも一番立派な「商工会議所」の建物の中にある大会議室は、霧人とシュナイダー、そして猫神以外は誰もいない。

　十数人の人間が囲める巨きよ大だいなテーブルには沖おき縄なわ近海の地図が広げられ、コンパスや計算機が置かれている。

　地図にはすでにいくつもの書き込みが成されていた。

　それらは戦いに関することではなく、勝った場合、どうやって、どのルートを使って目的地である現世…………沖縄本島の、どの場所に上陸するか、の予定であった。




☆







「こら、おい」




　いい加減、呆あきれたという声とちょいちょい、と指先で突つつかれる感覚。




「むにゃむぅ」

「にゃー」

「にゃうぅ」

「うー」




　四匹ひきの子猫は、それぞれに妙みような声をあげるばかりで目を開けようとはしない。




「いい加減起きなさいってば」




「むぅ」

「にぃ」

「にゃ」

「ぬ」




「…………」




　声の主あるじは、小さな溜ため息いきをつくと、すぅ、と息を吸い込んだ。




　次の瞬しゆん間かん。




「起きろぉおお！」




「みひゃひゃああ！」「ひゃいいっ！」「にゃああっ！」「にみー！」

　大音量の声に、思わず子猫たちは飛び起きた。

「わわわわわわ」×４

　数秒ほどあたふたとその辺を走り回っていたが、ビックリした以外の実害がないと気づいて我に返る。

「…………まったく、この子たちは、なーに寝ねてるのよ？」

　あきれ顔ですっかり暗くなった作業用プレハブの中、腰こしに手を当てたのは「工こう房ぼういちか」の主だ。

「なーんだ、あねごかー」

　三み毛け猫の「りり」が溜息をついて座り込んだ。

「びっくりさせないでよー」「ほんとにー」「まったくー」

　のこりの三匹も座り込むが。

「いいの、こんなところで油売ってて。そろそろ予定時刻、って奴やつじゃないの？」

　キャリアーで引っ張っていたゆうパックの箱の山を、机の上に並べながら主が言った。

「え？」

　四匹の視線が一いつ斉せいに壁かべの時計へ向けられる。

「わー！」×４

　子猫たちは大おお慌あわてでプレハブから飛び出していった。

「やれやれ」

　見送った後に「工房いちか」の主は苦笑を浮うかべた。

「クライマックスだってのに、しまらないわねえ」




☆




「遅おくれちゃう遅れちゃうよー！」

　大慌てでこけつまろびつ、子猫四匹は下りの道を急いだ。

　だが、ここは首里。それも那な覇はの隣となり、浦添市に隣りん接せつする石いし嶺みね地区である。

　いくら下りの坂道であるとはいえ、あと十数分で国際通りの真ん中近くにあるユウの家や那覇新都心のやや外れにある霧人のマンションまで行けるはずはなかった。

「ま、待って！」

　ゴスロリ衣装のプラチナブロンド、「サコン」が一行を呼び止めた。

「ど、どうしたの?!」

　アッシュブロンドの「ウコン」が最初に停とまった。

「先行こうよー」

「いそがないとー！」

　三毛猫の「りり」と黒猫の「くぅ」はその場で駆かけ足を続けながら声をあげる。

　子猫たちに明白な義務感とか、互たがいの主あるじに対する危機感があるかどうかは疑わしいが、子供が親との外出の約束に遅れることを恐おそれるように、四匹の子猫は「置いてけぼり」を最も恐れていた。

「今からじゃ走って間に合うわけ無いよ！」

「わかってるよー！　でもでもでも！」

「術を使おう！」

　バラバラに焦しよう燥そう感かんに煽あおられて思考停止している他の三匹ひきが、暴走するのを無理矢理引き倒たおすように、「サコン」は大声を上げた。

「…………」

「サコン」の顔を残り三匹はしげしげと見ていたが、やがて、一斉に手を打った。

「ああ！」×３

「走っていくよりも速く着けるよ！」

「ＯＫ！　みんなでやれば術の精度も上がるし」

　と「りり」が言い、

「じゃ、急いでやろうよ、場所の照準は『りり』と『くぅ』に任せて、ぼくらは移動の力をこねる方をやるから！」

　どちらも神に学んだ神通力なので、微び細さいな部分は違ちがえど、基本は同じである。

「サコン」「ウコン」のコンビは両手を合わせて印を結び、「りり」と「くぅ」は両手をこめかみの辺りに宛あてて口を引き結んだまま何事か唱となえ始めた。

　道のど真ん中でいきなり立ち止まり、何やら始めた少女四人（実際にはオスが二匹いるが、まあそんなことは外見では判わからない）に、通行人が足を止めたり、子供が指さすのを「しっ、ダメですよっ！」と母親が叱しかったりしたのも数分。

　不意に、アスファルトの地面が光ったかと思うと、四匹の子猫たちは飲み込まれるようにして消え去った。




☆




　鳥居形の光の「門」が現れ、そこからどたばたとふたつの影かげが落っこちてきた。

「遅おそい！」

　プレハブに飛び込んできた二匹の子猫に、「虎神さま」の叱しつ責せきが飛んだ。

「ご、ごめんなさい」

「なさいー」

　全力疾しつ走そうで息も絶たえ絶だえの二匹に、「とらたん」が冷たい濡ぬれタオルを手て渡わたす。

　そして、気がついた。

「お前たち、だれじゃ？」

　そこにいるのは、いつものアーミールックの猫耳少女ではなく、猫耳は猫耳でも、アッシュブロンドにプラチナブロンドの、ゴスロリな格好の猫耳少女たちだった。

「え？」

「え？」

　二匹は顔を見合わせ、周囲を見る。

「わー！　間ま違ちがえたー！」

　一いつ斉せいに頭を抱かかえる。

「わー！」「わー！」

　泡あわを食ってあたふたする二匹に、大体の事情を察して、「虎神さま」は溜ため息いきをついた。

「そうか、お主等か、猫神の所に引き取られた子猫どもというのは」

　その側で「とらたん」が肩かたをすくめ、ユウが苦笑いする。

「どーしよ、どーしよ?!」

「お前たち、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ユウがてっきり二匹が必死に走って来るものと思って用意していたぬれタオルとドリンクボトルに入ったスポーツ飲料を差し出す。

「あ、ありがとー…………ご、ございます？」

　つい、いつもの調子になるのを抑おさえて、文字通り借りてきた猫状態でおずおずと「サコン」と「ウコン」はタオルを受け取った。

「術が失敗したみたいだが、怪け我がとかしてない？」

　二匹はタオルで顔中を拭ふき、次いで差し出されたドリンクのストローをちゅうちゅう吸いながら何度も頷うなずいた。

「だ、大丈夫、す、すぐに帰りますから！」

「もう時間がないわ。現地で入れ替かわるがよい」

　と「虎神さま」が「もう、仕方ないのう」という顔をする。

「あ…………はい」

　自分達よりも遙はるかに小さいとはいえ、そこは猫神の元に居ただけあって子猫二匹は自分達の姉妹のように、「虎神さま」を玩具おもちや扱あつかいすることもなく、素直に頷いた。

「じゃ、行こうか？」

　と穏おだやかな表情でユウは言い、「うむ」と重々しく「虎神さま」が頷いた。




☆




　アーミールックな二匹の子猫たちも、ほぼ同時刻、霧人達のマンションへと転がり込んで、同じように慌あわて、同じように霧人から氷水につけて絞しぼったタオルと、冷たい麦茶を貰もらって落ち着いた。

「仕方ないわねえ」

　猫神は腕うで組ぐみして溜息をついた。

「ま、多分虎神のことだから、現地で入れ替わった方がいい、って思うわ。だから一いつ緒しよに来なさい、あんたたち」

「あ、は、はぁい…………」×２

「虎神さま」とは違ちがって身長も自分達より高く、遙かに堂々とした猫神に、傍ぼう若じやく無人な二匹ひきの子猫も、同じように借りてきた猫のように大人しく従った。

「じゃ、行こうか」

　と優しい笑顔で霧人が言う。

「…………」

　こけ、と二匹の子猫は首を傾かしげた。

「どうしたの？」

「にーちゃんが霧人にーちゃん？」

　と「りり」が尋たずねる。

「うん、そうだよ」

　じーっと二匹の子猫は霧人の顔を見つめた。

「…………ユウ泣かせた人だけど、悪人に見えない」

「うん」

　と黒くろ髪かみの「くぅ」がいい、「りり」が頷く。

「そうか、ありがとう」

　微び苦く笑しようを浮うかべて、霧人はふたりの頭を撫なでた。

「でも、これから、もっと泣かせるかもしれないな…………そのために行くんだから」

　そう呟つぶやくように言って、くるりと背を向ける。

「さ、行こう」

　と振ふり向いて言う。怒っているわけではないと知って、何故か二匹の子猫は安あん堵どの溜息を漏もらした。

「ほら、ついてきなさい」

　と猫神が薄うすい微笑ほほえみを浮かべて促うながした。




　二匹の子猫も後を慌てて追って、応接間に新しく作られたドアの向こう側に一行は消え、閉まると同時にドアそのものが消え去った。

　数秒の間をおいて、テーブルの上で霧人の置き忘れた携けい帯たい電話が鳴ったが、もちろん、取る者は居ない。




☆




「…………出ないなぁ」

　そう言って山やま内うち春はる人とは携帯の発信ボタンを押おしてコールを終しゆう了りようさせた。

　那な覇は空港のロビーには、流石に人の出入りもまばらになってきている。

「やっぱり、昨日のうちに電話を入れておくべきだったかな？」

　春人はそう呟いて、携帯電話から弟の自宅の電話番号を呼び出した。

　かけると、留守番電話につながる。

「ああ、霧人、春人だ。実を言うとお前に相談というか、話したいことがある…………親父が、お前を東京に連つれ戻もどそうとしてるんだ。明日にも沖おき縄なわに来る。これを聞いたら、何時でもいいから連れん絡らくをくれ」







第九章・決着ついたら泣いたとさ







☆




「アップトリム三十、メインタンクブロー」

　シュナイダーの命令一下、古めかしいベルの音と共に、総員が動いてゆっくりとＵボートは浮ふ上じようを開始した。

　魔ま界かいの港を出たＵボートは一度は大破して撃げき沈ちんされたとは思えない程の上じよう機き嫌げんな動きを見せ、ざばりと現世と魔界の間に漂ただよう「狭はざ間まの海」へと躍おどり出る。

「浮ふ上じよう完かん了りよう」

「目標座標に停止します」

「外部カメラ機動、メインモニタ回せ」

　シュナイダーの命令に、天てん井じようから五十インチの大型液えき晶しようモニターが降りてくる。

　オリジナルのＵボートを修理の際に色々と改修したので、こういう機能もついていた。

　星も月もないが、妙みようにハッキリと見える、魔界の海だ。

「総員点検、特に補修箇か所しよを入念にチェックせよ」

『機関部、異常ありません』

『魚ぎよ雷らい発射管、例の通路部分の壁かべ、異常ありません』

『倉庫、綺き麗れいなもんです』

　次々と、前回の戦せん闘とうで沈められるときに破は壊かいされ、後に霧人の手で修理された箇所に異常がないことが確認される。

「よろしい、では通常点検を。異音、膨ふくらみには特に注意せよ」

　実在の潜せん水すい艦かんではない、プラモデルに術をかけて実物にしてしまったような代しろ物ものだから、本来はこんな行こう為いは必要ないのかもしれないが、「万が一」を考えてしまうのが軍人というものである。

　それは、本物ではない、模型の軍人たちでも同じ事だった。

　やがて全部署から「異常なし」の報告があり、全ての項こう目もくに無事に○がついた。

「さすがマイスター、素晴らしいですね！」

　と副長の役職を仰おおせつかったオートバイ兵が目を輝かがやかせる。

「まったくだ」

　といいながらもシュナイダーは浮かぬ顔だ。

　原因のひとつは、この船に武装がないということに起因している。

　武装を取り外したのは霧人だ。

　理由は「武装していると『神様もどき』の人たちが誤解される」というものだ。

　確かにそうは違ちがいないが、軍人としては丸まる腰ごしで居るのは非常に居い心ごこ地ちが良くない。

　更さらに言えば、武装がないために、これから行われる戦いにおいて、彼らはただの観客でしかない、ということだ。

　これは猫神と同じ…………いや、直接手がけているだけに、猫神以上に霧人を敬うやまっているところのある模型連中には、非常に不満が残る。

　だが、自分がそれを表に出してしまえば、全員もそう思ってしまう。

　だからシュナイダーは黙だまり込んでいた。

　もっとも、彼の部下たちからすれば、それはもう傍はたから見ても丸わかりなのだが、上官が「耐たえて」いる以上、彼らも不満を口にすることは出来ない。

「…………御ご武ぶ運うんを」

　小さく呟つぶやいて、シュナイダーはモニターに映る空の彼方かなたに目を凝こらした。

　同じ頃ころ。

　甲かん板ぱんに出して貰もらった「神様もどき」たちは、わらわらとそこ一いつ杯ぱいに広がって、星のない夜空を見上げていた。

　その中にはあの「シガーさん」もいる。

　が、他の「神様もどき」たちと同じく、その顔はうかがい知ることが出来ない穴とも黒い点ともつかないもので構成された無表情であった。




☆




　例の小さな円えん盤ばんに乗って空を行くユウは、眼下に壮そう大だいな建造物を見た。

　縦横合わせると一キロ平方はありそうな巨きよ大だいな空母の甲板に、何十機ものジェットエンジンと翼つばさを付けた飛行物体である。

　滑かつ走そう路ろを示す直線に並べられたライトが点てん滅めつしている。

「アレに沿って着陸せえという事じゃな」

　と「虎とら神がみさま」が呟く。

　ユウの胸の辺り、子猫たちにしてみれば顔の前ぐらいに設置された小さな操縦席についた「とらたん」がくいっと操縦桿かん（どうみてもジョイスティックだったが）を押おし倒たおして高度を下げる。

　飛行甲板とも、装甲板ともつかないその上に着陸する。

　右手の壁の三分の一がハッチとなって開く。

　高々度の空の上にもかかわらず、突とつ風ぷうのような風が吹ふき込むこともなく、まるで巨大なセットのような、無風で穏おだやかな鋼鉄の大地が広がっていた。

　ライトで照らされた滑走路の彼方に、懐なつかしい人ひと影かげが、アーミールックの二匹ひきを従えて立っている。

「…………さ、帰りな」

　そう言って、ユウはゴスロリな二匹の子猫の背中を押す。

「えーと、あのじゃあ『虎神さま』、ユウねーちゃん、『とらたん』さん、さよーなら」

「さよーなら」

　ぺこっと頭をさげて、子猫二匹は駆かけだした。

　代わりに向こうからも「りり」と「くぅ」が駆け出すのが見える。

　ユウはようやく出来た新しい「変身用の杖つえ」を片手に、ゆっくりと決けつ闘とうの場所へと歩き出した。

　途と中ちゆう、走ってくる「りり」と「くぅ」にすれ違う。

「ユウねーちゃん！」

「停とまるな！　走れ！」

　まっすぐに前を…………霧きり人とを見たまま、ユウは怒ど鳴なった。

　視界の隅すみで、二匹のアーミールックの子猫が再び速度をあげて駆け抜ぬけていくのを確認し、少し、足早になる。

　やがて、ようやくユウと霧人は互たがいの顔が見える距きよ離りで立ち止まった。

「来て、くれましたね」

　静かに、怒おこることも泣くことも恨うらむことすらなく、じっと霧人はユウを見つめた。

　穏やかで優しくて……微笑ほほえみさえしそうな。

「ああ、来たよ」

　ユウも微笑んだ。

　これから戦わねばならない相手だというのに、まるで久しぶりにあったクラスメイト同士のような雰ふん囲い気きがあった。

　霧人も、短い、指揮棒のような杖を片手に持っている。

「じゃあ、始めましょうか？」

「そうだね…………話はその後で」

「ええ」

　ふたりは、軽く両足を開いた。

　ユウは高々と杖を掲かかげる。

　少年は右手に握にぎった杖の先を左ひだり肩かたにくっつけるようにあげた。

（新しい杖が間に合って良かった）

　内心、ユウはほっと溜ため息いきをつく。

　最新型の杖は、さすがにあの恥はずかしい呪じゆ文もんとポーズを省いた変身ならぬ代身チエンジが可能になっていた。

　さすがに、この決戦の場であのポーズと呪文と身み振ぶりが入ったら、絶対に負けてしまうに違ちがいない。

　そして、ふたりは共通のキーワードを叫さけぶ。




「顕けん現げん！」




　輝かがやきが広大な甲かん板ぱんを満たした。




　突とつ如じよ出現した光の柱ふたつは、そのままゆっくりと、やがて風のような早さで近づき、閃せん光こうが夜空を染める。

　衝しよう撃げき波はが甲板上のライトを見えざる手でひと薙なぎすると、全てが砕くだけ散ちる。

　一転して暗黒に包まれた甲板の上を、ふたつの影かげが離はなれる。

　次に轟ごう音おんを響ひびかせてミサイルが走り、バルカンが吠ほえてそれを撃うち落おとす。

　爆ばく発はつの閃光が次々と甲板を染め、そして、甲板自体がぼんやりと輝いた。

　煙けむりがゆっくりと流れ、霧人とユウの姿を現す。

　驚おどろいたことにふたりは良く似た姿をしていた。

　どちらも、スキンタイトなスーツに身体のラインに合うように作られたプロテクター、顔をすっぽり覆おおうようなヘルメットに、背中から腕うでにかけて覆い尽つくすような巨きよ大だいなフライトパック＆武装ユニットを背中に着用している。

　霧人は黒に金色。

　ユウはコバルトブルーに同じく金色のライン。

　細かいデザインの違いを除けば、ほぼ同じ発想で作られた代物といえた。

　どちらからともなく、動いた。

　ユニットの操そう縦じゆう桿かんも兼かねている右手のレバーをそれぞれ反対の方へ倒たおす。

　横にスラスターが向いて、ユウと霧人は平行に、つま先を浮うかせたまま走った。

　巨大なエンジンを挟はさむようにして設置されたウェポンラックがスライドして、新たに装そう填てんされたミサイルランチャーが火を噴ふき、バルカンがそれを粉ふん砕さいし、爆ばく発はつ音おんと閃光、煙が甲板の上を覆う。

　バルカン砲ほうの薬やつ莢きようが霰あられのように甲板に撥はね返って躍おどり、空になったミサイルの保持架か台だいがはじき出され、がしゃんと音を立ててひん曲がる。

　二キロもあるミサイルの保持架台が、跳ね上がってもう一度甲板に着地しようとする寸前、吹ふき付けるジェット推進の力でへし折れながら吹っ飛とんだ。

　核かく爆ばく発はつでも起こったかのように、立ちこめた煙が、二人を中心にドーナッツ状に退いていく。

　その中を、天空へ向かってふたりは飛び出した。

　エンジンからの排はい気きが青白く吹き出し、ベクタードノズルが目まぐるしく方向を変え、ふたつの憑体はフライトパックをドレスとスーツ、銃じゆう弾だんとミサイルとレーザーを互いを繋つなぐ手の代わりにした、螺ら旋せんのダンスを踊りながら中天高く駆かけ上のぼっていく。




☆




「い、一体何がどーなってるの？」

　輸送兼けん監かん視し用の例の円えん盤ばんの中で、「りり」と「くぅ」は状じよう況きようを把は握あくできないまま「虎神さま」に訊きいた。

「ほぼ互ご角かくに渡わたり合っておるのじゃ」

　流石に戦神を自じ称しようするだけあって、円盤のモニターを睨にらみながら「虎神さま」はちゃんと何が起こっているのか理解していた。

「どちらも相手の先を読んでおるが、ほぼ互角…………あとは機体のトラブルじゃが、これは双そう方ほうとも神に祝福されておる代しろ物ものじゃからあり得まい」

「つまり、ずーっとこのまんまなんだ」

「じゃあ、決着はつかないの？」

　ちょっとホッとした顔になる「りり」と「くぅ」。

　二匹ひきにしてみれば、何事もなく終わってくれた方が、という気持ちなのだろう。

　が、「とらたん」が首を横に振ふり「そうなったら、集中力の途と切ぎれた方が負けです」と顔の横に文字を出した。

「え？」「どーして？」

　問う子猫たちに「機体は全て自動化されているのではなく、操あやつっているのはおふたりですからね」と至し極ごくまっとうなことを「とらたん」は口にした。

「あ、そっか……」

　希望的観測が打うち砕かれて、ションボリした顔になった「りり」と「くぅ」はモニターと化した壁かべ一面を再び凝ぎよう視しすることになった。




☆




「とらたん」の予測は正しかった。

　ふたりはひと言も発する余よ裕ゆうもなく、ただひたすらに機体を操り、引き金を引き、姿勢を制せい御ぎよし、数千分の一秒の戦せん闘とうを繰くり広げていた。

　憑体という、己おのれの肉体ではないものの中にいるため、普ふ通つうの人間なら口から内臓を吐はいて即そく死ししかねないＧ制動も関係なしで、急停止、急きゆう上じよう昇しよう、急きゆう旋せん回かい、あるいは側面からのバーニア噴ふん射しやによる唐とう突とつな横移動も出来る。

　空中戦における勝敗を決めるのは最も無防備にならざるを得ない背後を取るか、取られるかという一点だが、フライトユニットはこの特性によって唐突に回転して前後逆になったり、あるいは直角に「コ」の字移動を行う事でこれを無限に避よけ続けることが出来る。

　傍はた目めに見ていると、ふたりの動きは、嵐あらしの中を舞まう二枚の木の葉のように目まぐるしく、時にはあまりにトリッキーな挙動故ゆえに視界から一いつ瞬しゆん消失することもあるほどだ。




　だが、人間の判断が視覚と聴ちよう覚かくによって成り立つ以上、どうしても避けられないのが視覚神経の疲ひ労ろうであり、視覚情報による脳の疲労だ。

　憑体は肉体の限界を全て取り外すことが可能だが、唯ゆい一いつ、中にいる人間の脳だけは強化が出来ない。

　そして、視覚情報は最も人間の容量を食っている情報でもある。

　それだけ重要であるということだが、時折それは人間の理性を超こえた重圧にも変じる。

　最初に限界の症しよう状じようが現れたのはユウだった。

　あり得ないはずの吐き気が、胃の辺りから上がってくる。

　家庭用ゲーム機で時折おこる「ポリゴン酔よい」と同じで、揺ゆれ続ける視界と、微び動どうだにしない異空間に安置された本体の情報が齟そ齬ごを来きたしてきたのだ。

「く…………」

　一瞬、手の動きが停とまった。

　横をかすめさせてよけ、熱源デコイを発射して後処理する筈はずだった親指サイズの小型ミサイルの群れ。

　その一発がフライトユニット後端はしにある整流翼カナードに引っかかって横転、直ちよく撃げきにこそならなかったものの、至近で爆ばく発はつした。

　砕さい石せき用ハンマーの一いち撃げきが、それそのものでは昔のカウンタックのボディ並みに弱い外板をぶっ叩たたき、エンジンに致ち命めい的てきな蹴けりを入れる。

「！」

　声をあげる余裕すらない。

　ユウは素早く操縦桿かんと思考制御による出力調整、さらには必要のないウェポンラックのカバーを開閉することによって風の流れをコントロールする、裏技的なテクニックまで用いて体勢を立て直そうとする。

　百分の一秒の失策が、その倍の時間の無防備を招いた。

　その前方斜ななめ下したにつけていた霧人の機体のバルカン砲ほうが火を噴ふき、子供用の野球バットほどの大きさのミサイルが五発、素人目には不可思議としか思えない軌き道どうを描えがきながら発射された。

　ミサイルを熱源、および電波式デコイを発射することでよそにやり、バルカンを集中して避ける…………はずだったが。

　ミサイルは時限信管で次々とユウの手前で爆発、衝しよう撃げき波はが機体を揺らし、飛び散った破片がついに片方の主しゆ翼よくのフラップを歪ゆがめ、ユウの視界に表示されたＨＵＤヘッドアップディスプレイに真っ赤な文字が現れる。




　回かい避ひ能力四十パーセントにダウン。




　その表示に重なるかのように、二十二ミリバルカンの着ちやく弾だん衝しよう撃げきが機体を揺さぶった。

　風景が全て回転を始めた。

　もう自分が上に向かっているのかそれとも落下しているのかもわからない。

　全てのＨＵＤの表示が消え、火花と小規模な爆発が重なる。

　今までとは比べものにならない、不ふ愉ゆ快かいな振しん動どうと熱、ギリギリと構造材の軋きしむ音。

　だが、そんな中でもユウは脚あしのペダルを踏ふみ、操縦桿を握にぎる反対の手で制御システムを手動に切り替かえる。

　だが、音速近い速度から爆発の衝しよう撃げきプラスバルカン砲による破は壊かいで崩ほう壊かいを始めたシステムは、もはや意味を成さないと判断する。

　だとしたら、やるべき事はひとつだった。

　手早く、爆発ボルトを作動させるスイッチカバーを左手でたたき割り、中にある真っ赤なボタンを押おす。

　どだだん、と戦車がたたらを踏むような音がして、兵装ユニットが切きり離はなされた。

　それから、爆ばく発はつ覚かく悟ごでエンジンを再始動させる。

　幸い、バッテリーは被ひ弾だんしておらず、Ｔ字型の起動レバーを指でねじるように勢いよく引っ張ると、咳せき込みながらもタービンの音を響ひびかせ始めた。

　点火。

　レバーが砕くだけて引ひっこ抜ぬけるのをそのまま放り出し、ユウは見当をつけた方角へとスロットルレバーを開ける。

　パワーアシストを失ったスロットルレバーは恐おそろしく硬かたく、重く、思わずうめき声が出そうになるが、それでもレッドゾーンギリギリまで回すことが出来た。

　加速。

　だが、もはや流れるように機体の表面を移動していった空気は壊こわれかけたメカニックのそこここから侵入し、駆かけめぐり、弱い部分から抜け出ていくことで破壊を広げていく。

　べきばきと不ふ吉きつな音を立てて、外板がめくれ、剥はがれて空へ散っていく。

　ぽつん、と見えた小さな点。

　あまりの悪条件による加速に視野狭きよう窄さくが起こり、今のユウはもはやその背後に広がる例の飛行空母の甲かん板ぱんも目に映っていない。

　叫さけびながら、ユウはスロットルレバーをさらに回す。

　恐ろしい力で反発するレバーが戻もどろうとするのを、両手を添そえて必死に耐たえる。

「あと十秒、保って！」

　霧人が気づいて自動照準でバルカンとミサイルを撃うち出した。

　だが、次々と剥がれる外板や、それによって起こる形状の変化に追いついていかない。

　バルカンの弾だん頭とうがヘルメットをかぶった側頭部をかすめ、衝撃波でガツンと頭を殴なぐられるが、構わずユウは霧人に突とつ進しんした。




「いっけええええええええっ！」




　だが、コバルトブルーの機体はぶつかる軌き道どうギリギリで霧人をかすめる…………寸前。

　ユウはコントロールユニットのコンソール板に五指を伸のばした手刀を叩たたき込んだ。

　あらかじめ憑体にインストールされていた機体の構造知識通り、システムのマザーボードと配線を同時に貫つらぬいたユウの身体自体を伝導体にして、ある一部が通電。

　最後まで辛かろうじて残っていたフライトユニット後部下面のミサイルポッドの蓋ふたが開き、風圧にひしゃげ、飛ばされる〇・一秒。

　わずかにユウの機体がねじれる。

　すでに方向変へん換かんも出来なくなったコバルトブルーの主翼が刃やいばとなって霧人の主翼の付け根を切り裂さいた。

　同時に、ほぼ同じ構造をしたユウの主翼も耐えられずにひしゃげ、千切れ飛ぶ。

　主翼ごと、ユウのフライトユニットのメインフレームがひしゃげ、とうとうエンジンがその中から飛び出した。

　グシャグシャになったユニットから、ユウが放り出され、主翼を失って危険な横転をしながら霧人の機体も落下を始める。

　そのまま遙はるか彼方かなたへ飛び去ったエンジンが爆ばく発はつする。

　非常脱だつ出しゆつ用のバックパックを、ユウは例の甲板にぶつかる手前ギリギリで作動させた。

　背中から緊きん急きゆう制動用の巨きよ大だいな金属の翼つばさが広がる。

　それは金属の羽毛を散らしながら空気を押さえ込み、両足のプロテクターから飛び出したスラスターが点火、逆ぎやく噴ふん射しやをかける形でユウをゆるやかに甲板へと降り立たせた。

　それにワンテンポ遅おくれて、霧人の黒いフライトユニットが遙かに離れた彼方に墜つい落らくし、振動がユウの足下まで伝わった。

　爆発が起こる。

「…………」

　あまりの無茶苦茶な戦せん闘とう状態から解放され、まだくらくらする頭で、ユウはぼんやりとその炎ほのおと黒こく煙えんを見つめた。

　だが、憑体の能力を超こえたところにある、「直感」という名の警報が、拡散しようとする彼女の意識を辛うじて束ね、無意識に働きかけて身体を動かした。

　振ふり向いたユウの前に、二本の、メカニカルなデザインの剣けんを持った霧人が立っていた。

「…………」

　もはやユウには武器がない。

　ゆっくりと霧人は身をかがめた。

　からん、と音がして、剣の一本がユウの所まで滑すべってきた。

「?!」

　霧人は自分の剣も甲板において立ち上がる。

「…………そっか」

　すでにボロボロになったヘルメットを脱ぬぎ、フライトユニットを留めている金具を外し、身軽になったユウは微笑ほほえんだ。

　これまでの重苦しい気分は吹ふき飛とび、清すが々すがしい朝の空気を吸ってるような。

　楽しい。

　もっともそれは、全てを捨て去る覚かく悟ごを決めた者のみが味わう楽しさだが。

　ともあれ、ユウは頷うなずいた。

「とことんまで、やろう」

　こっくん、と霧人も頷いた。

「一、二の…………三！」

　二人は同時にかがんで剣を取り、走り出す。

　共に、左ひだり逆ぎやく袈げ裟さの構えを取る。




　刃と刃がぶつかって火花を散らした。




　憑体の能力がフル稼か動どうし、恐おそろしい早さで腕うでが剣を振るいぶつかり、押おし戻され、再びぶつかる。

　上下左右、あらゆる角度から来る攻こう撃げきを受け、また攻撃をして受けられを無限に近い回数、繰くり返す。

　まるで、氷の固まりで殴なぐり合っているかのように、剣は破片を周囲に振りまきながら、ほんの数秒でボロボロになっていった。

　きん！

　涼すずしげな音を立てて、ふたつの剣は半ばほどから折れて飛んだ。

　ユウと霧人は一いつ瞬しゆん、見つめ合い、互たがいの懐ふところへと踏ふみ込んだ。

　ほぼ同時…………いや、わずかに霧人が早い。

　しかも手首を捻ひねって剣を持もち替かえる瞬しゆん間かん、ユウの手から柄えが滑り落おちた。

「！」

　その視界の隅すみに、踏み込む少年の肩かたと、その下にある刃が見えた。




（ああ、負けたな）




　ユウは憑体を破は壊かいされたときに生じる衝しよう撃げきと疑似の痛みを予感しながら目を閉じた。




　だが。




　何も起こらなかった。




　代わりに、金属が投げ捨てられる音がして、ユウは目を開けた。




　長い溜ため息いき。




　霧人はがっくりと肩を落として、そのまま座り込んだ。




「僕の、負けです」




「え？」




　ユウはきょとん、とする。




「ここまでやるつもりじゃなかったんですよ」

　ほっそりした少女の姿をした霧人はそう吐はき捨すてるように言った。

「つい熱くなって…………ごめんなさい」

　ぺこ、と頭が下がる。

「…………」

　しばらく呆ぼう然ぜんとユウは霧人の姿を見ていた。

「決着、つけないのか？」

　やはり、先ほどの空中戦せん闘とうでムチャをし過ぎたせいだろうか、ユウの脳内に展開した憑体の状態は全て真っ赤…………つまり、どのみちこれ以上の戦闘は出来ない。

「ユウさん」

　きっ、と少年が顔をあげ、ユウを見た。

　目が潤うるんでいる。

「僕が、本当にあなたをやっつけたいと思ってるんですか？」




　甲かん板ぱんの上を、風が吹き抜ぬけていく音が、やけに大きく、ユウの耳に響ひびいた。
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「ごめん…………霧人」




　そう呟つぶやいて、ユウは膝ひざをつき、ぎゅっと霧人の身体を抱だきしめた。




「私も…………そんなこと、思ってない」




☆




「…………まあ、気持ちの決着はついたみたいね」

　ふう、と溜息を猫神はついた。

　戦場となった空中母ぼ艦かんから離はなれたところにぷかぷか浮うかぶ、前回の「アマノウキフネ」騒そう動どうで破壊された「ＳＦ宇宙船キングバイモス」のブリッジの中である。

「でもさー、猫神様？」

　ゴスロリプラチナブロンドの「サコン」が首を傾かしげる。

「つまりその、これってドローってこと？」

「まあ、あのふたりの場合はね。私だけが負けたの」

「？」

　灰色ネコの「ウコン」が首を傾げる。

「つまり、この『レース』はおしまい、ってこと」

　と、下のＵボートから通信が入った。

『よぅ猫神ィ』

　通信の主は「シガーさん」だった。

「ああ、あんたたちかー。悪いんだけど私……」

『今決まったんだが、俺たちな、やっぱアレだわ、魔ま界かいでこれからやってくことにするよ』

　と意外な話を「シガーさん」は切り出した。

『まーあのふたりの喧けん嘩かの理由ってのは俺たちなんだろ？　俺たちとしても、神様になるよりは、魔界でお前さんたちが作った街中で過ごした方が面白いしなあ』

「…………何で知ってるの？」

『おいおい、忘れて貰もらっちゃぁ困るぜ』

「シガーさん」は声だけなら渋しぶめのハリウッド俳優そのものな口調で、

『俺も神様になれるかもしれない、って存在だぁな、それぐらいはあのふたりの思念を読めば理解できるよ』

「…………そうだったわね、お見それしました」

　くすり、と猫神は笑った。

　ひょっとしたら彼らはこちらの頭の中も読んだのかもしれない。

『つーわけだからよ、お互たがい、これで止めにしねえか？』

「…………そうね」

　くすり、と猫神は笑った。

「そろそろ、本当の意味で考えなきゃいけない時期よね……」

　その会話を聞いて、どうやら悪い方向にはならない、と判ったらしく、「ウコン」と「サコン」はほっと溜ため息いきをついた。

　じゃあね、と通信を切って、猫神は何してんのふたりとも、と子猫たちを急かした。

「早いとこ、ふたりとも迎むかえに行ってあげなさい」




☆




「というわけで、これからも頼たのまぁ」

　Ｕボートの発令所で通信をしていた「シガーさん」はそう言ってシュナイダーの方を向いた。

「…………我々としては少々寂さびしいですが、これもマイスターの為ためとあらば是ぜ非ひはありません」

　と艦かん長ちよう席に収まった片眼鏡の軍人は、満足そうな笑みを浮かべて頷うなずいた。

　それは、ブリッジに詰つめている他の連中も同じだった。

　あの港町での生活に彼らもそれなりに順応し、適応している証しよう拠こであった。

「ま、軍事教練ぐらいはやってもいいと思うが」

「ああ、その手がありましたね！」




☆




　こうして、猫神は「レース」から降り、ユウと霧人の問題は解決した。

　猫神は直接、『虎神さま』に頭を下げに行き、「虎神さま」も快くそれを受けた。

　この辺、元からサッパリした気質の神様なのである。

　そしてそれぞれの家に戻もどった後、一行は再び合流して、近所のファミレスで「手打ちの会」とでも言うべき、ささやかな食事会を行った。




　だが、夜明け前に、ニコニコ顔で帰ってきた霧人は、珍めずらしく点てん滅めつしていた留守番電話のボタンを押おした数十秒後、真っ青な顔になる。







第十章・親父がやってくるだとさ







☆




「…………なるほど、一難去ってまた一難、じゃなぁ」

　ほろ酔よい加減で帰ってきた「虎とら神がみさま」ご一行のプレハブにいきなり空間が開いて猫ねこ神がみと霧きり人と達が転がり込んできて数十分。

「さて、どうしたものか」

　すっかり酔いも醒さめた顔で、「虎神さま」は腕うで組ぐみをした。

「まあ、親は子供をどうこうするのはいつもの事じゃが………何でまた一度は送り出した息子を連つれ戻そうというのじゃ？」

「いつもの事です」

　正座した霧人はぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、畳たたみを父親の代わりに睨にらみ付けるような感じで吐はき捨すてる。

「あの人には世間体とか、そんなことしか頭にないんです。きっと今度の事も週刊誌か何かにおかしな記事が載のらないように、とか、そんなのに決まってるんだ」

　いつになく、頑かたくなな少年である。

　その表情の下に、憤いきどおりと憎ぞう悪おを見て、「？」と「虎神さま」は首を傾かしげた。

　霧人の後ろでは心配そうなユウと、困った顔の猫神。

　子猫たちは「とらたん」が外に連れ出している。

「ま、話してみよ」

　座布団の上にあぐらを掻かいて、「虎神さま」が促うながした。




☆




「なー、ぼくら、霧人にーちゃんが東京に連れ戻されたらどーなんだ？」

「とらたん」に連れ出され、ちまちまと線せん香こう花火なんかしながら、「サコン」が誰にともなく訊きいた。

「ほだねー。だって、霧人にーちゃん、東京じゃお屋や敷しき住まいなんだろ？　ぼくらのいるスペースなんか無いだろうしなあ？」

　ちょっと途と方ほうに暮れた顔で「ウコン」。

　ちょうど、二匹ひきの線香花火が消えて、ぽとん、と火種が地面に落ちた。

　ちょっとした沈ちん黙もく。

「大だい丈じよう夫ぶだよー。お屋敷ってでっけーんだろー？」

　暢のん気きに「りり」が言う。

「無茶苦茶でっかいお屋敷ならさ、隠かくれて暮らせばいいんじゃねーか？」

「ああ！」

　ぽん、ぽん、と子猫二匹は自分の姉妹の言葉にはた、と手を打った。

「そっかー、でっかいお屋敷ならベッドの下も二メートルぐらいあるだろうし、上手くすりゃ靴くつ箱ばこの中に隠れられるだろうし！」

　どうも「大きい」の基準が良く判わかっていないらしい。

「そうさ、でっかいお屋敷なら、きっと靴箱もマンションぐらいあるよ！」

　無理もない話ではある。

　彼らはみな子猫であり、子猫にとって世界のスケールは軒のき並なみ「デカイ」ものばかりなのだから。

　それにも色々な「デカイ」があるとはまだ認識できていないのであろう。

「そーいえばこの前霧人にーちゃんの友達が来たとき、リビングに家がすっぽり入る、とかいってたなー」

「そんな小さな家があるんだったら、そのマンションがはいる靴箱のあるお屋敷もあるし、霧人にーちゃんお金持ちだから大丈夫だよきっと！」

　その背後で「とらたん」が「さてどうやって説明したものやら」とあきれ顔（とはいえ表情は変わらないのだが）で肩かたをすくめている。




☆




「…………あれは、何か妙みように頑なになっておるな」

　霧人の話（といってもあまりに感情が高ぶっているせいか、訥とつ々とつと数分話をした程度であるが）に耳を傾かたむけ、「話し合うからちょいと出ておれ」とユウごと霧人をプレハブの外に出した後、ふた柱のみになった「虎神さま」と猫神である。

「実はねぇ…………あの子、結構寂さびしい子供時代だったから、両親に対してすっごく鬱うつ屈くつしたもの抱かかえているのよ」

　猫神は簡単に霧人の家庭事情を説明した。

「なるほど、母親は女優で浮うわ気き性しよう、父親は仕事の鬼おに、そう認識しておるのじゃな？」

「虎神さま」の言葉にこっくりと猫神は頷うなずいた。

「だから沖おき縄なわに来るのだって本当はお父さんの罪つみ滅ほろぼし、みたいな側面があるみたいなんだけど、霧人は絶対にソレを認めないのよ」

「まあ、寂しい子供は憎悪か媚こびか、どっちかを杖つえにひとりで立ってしまうものじゃからなあ」

　思い当たる節があるのか、「虎神さま」は腕うで組ぐみして深い溜ため息いきをつく。

「まあ、それでユウとあくまでも対決しようとした理由もわかったわい」

　それから「？」と首を捻ひねり、

「では、罪滅ぼしをしようという父親がなんで一度自由にした息子を連つれ戻もどしに来るのじゃ？」

「それが良く判らないのよねえ？」

　こればっかりは猫神でも判らないらしい。

「例の留守電の兄貴はどうしたのじゃ？」

「それがねえ、こと父親が絡からむと、霧人は全員自分を言いくるめようとしているって思いこむ所があって……」

　どうやら電話を入れようともしないらしい。

　はあ、と溜息をつく有様は、亜神というよりも本当に困った弟をもった姉の顔だった。

「…………まあ、まだ二十歳はたちにもならぬ身では当然じゃ」

　さて、どうしたものかのぅ、と思案していると、

「あーと、こんにちわー。ユウさんたちのこと、どうなりましたか？」

　ひょっこりと「虎神さま」たちの頭上に空間の穴が出来て、そこから「くーちゃん」が顔を出した。

「おお、お主か！　すまぬが、一難去ってまた一難じゃ！　力を貸せい！」

「でも、私も今は力を制限されて……」

「天下御ご免めんの恋れん愛あい絡がらみじゃ！」




☆




「…………しばらく、身を隠そうと思うんです」

　じっと自分の手を見つめながら霧人。

　プレハブの外、ユウの家の裏庭である。

　ちょっと離はなれたところでは、水を張ったバケツを側において、子猫と「とらたん」たちが線せん香こう花火で遊んでいるが、その喧けん噪そうも折良く吹ふいている涼すずしい夜風に流されてここへは半分ほどしか届かない。

「身を隠かくす？」

「父さんから身を隠して、しばらくすれば…………」

「ダメだ、霧人。逃にげては」

　と静かにユウは言った。

「でも、父はとても強引な人で…………それに、お金の力で何でも出来ると思ってます。そんな人に対たい抗こうするにはこれしか」

「でも、ダメだ…………私と戦った時のように、君のお父さんときちんと話をつけるべきだと思う」

「でも、父は…………」

「大だい企き業ぎようの社長で、豪ごう腕わんで、という話は聞いた」

　第一、そんな人の前から逃げ出してもすぐに連れ戻されるだろう、とユウは言った。

　しかも「逃げ出した」のだから、ますますもって相手は東京へ霧人を連れて行く口実になる。

「だから、君は対決するべきだ…………万が一、君の予想通りになってしまったら、その時には私も、「虎神さま」も、君に協力する」

「でも…………父はそんな話し合いに応じる人じゃないです。きっとそのまま強引に連れ去られてしまうんです」

「…………」

「判ってるんです、あの人はそういう人ですから」

「…………」

　なおも頑かたくなな霧人の態度に、ユウは少し驚おどろいていた。

（頭のいいだだっ子みたいだな）

　自分との決着の付け方もそうだが、大人しくて物静かで、理性的だと思っていた少年は、実は結構な激情を秘めていて、行動的で、頑がん固こで、了りよう見けんが狭せまくて融ゆう通ずうが利きかない所があるらしい。

　おかしな事に、いつもなら、あるいは他人なら「いやだな」と顔をしかめてしまいそうな面を見ても、ユウ自身の心は、驚くだけで根幹が変化していないのだ。

　怒おこるわけでも苛いら立だっているわけでもない。

　むしろ、ちょっと嬉うれしかったりする…………こんな山内霧人を知っているのは、恐おそらく家族以外では自分だけだから。

「なあ霧人」

　微び苦く笑しようを隠して、ユウは努めて真面目な口調で霧人の説得に掛かかっていた。




☆




「なんだ、ここは？」

　山内春はる人とは、沖おき縄なわのホテルで弟・霧人からの電話を待ちながら、ついうたた寝ねをしてしまった筈はずだ。

　ところが、気がつくとどこかのプレハブ小屋であり、周囲には二頭身のお人形のような生き物と、猫の耳の生えた妙みよう齢れいの美女がいる。

「すまぬの、霧人殿どのの兄者」

　背の高い三宝のような箱の上しかれた座布団にちょこねんと乗っかった二頭身が言った。

「ちょっと緊きん急きゆう事態ですので、失礼させていただきました」

　しかも自分の背後には、タコのようなかぶり物をしたスクール水着に長い杖つえという、秋葉原でも滅めつ多たに見ない格好の少女まで居た。

「君たちは一体…………」

　どうやら敵意はないらしいと察して、春人は落ち着いて話を聞こうと頭を切きり換かえることにした…………この辺は大企業の重役クラスとして世界各国を駆かけめぐっている経験が生きている。

「この前、あなたお父さんは霧人が思ってるとおりのヒドイ人ではない、って言ってたわね？」

　猫神がいきなり切り出して、春人は目を丸くした。

「君と会うのは初めての筈…………だが？」

「一度、話をしたわ。霧人にあなたが会いに来たとき、タクシーに乗るまでの間にね」

「…………？」

　と首を傾かしげ、はた、と思い至ったらしく、春人はクイズの答えを思いついた正解者の顔になった。

「君たちは神様…………いや、あなた達は神様なのですね！」

「その通り」

　と「虎神さま」が頷うなずいた。

「すまぬが、我らは山内霧人とその恋こい人びとに幸せになって貰もらわねば困るのじゃ」

「なるほど、よく判わかりました」

　と春人は居住まいを正した。

「神かん無な年どし」が始まった時点で世界の法則は多少変へん更こうされ、人は神を見ても素直に受け入れられるようになっている。

　それ故ゆえの説得の簡略化であった。







第十一章・会うは別れの始めとさ







☆




　那な覇は空港のゲート警備員は、その乗客を何処どこかで見たような気がして首を傾げた。

　二メートル近くある、恰かつ幅ぷく豊かにして筋骨逞たくましい大男である。

　だが、凶きよう暴ぼうな雰ふん囲い気きはなく、むしろ落ち着いていて、紳しん士しの物もの腰ごしで、それだけにアロハにバミューダ、サンダル履ばきにとっくに倒とう産さんした航空会社の肩かた掛かけバッグという出で立ちが妙みようにチグハグだ。

　壮そう漢かん、というには少し年を取っているような、それとも単に老け顔なのかいまいち判断のつきかねる、しかし「渋しぶい」格好良さで煮に込んだような顔に、襟えり元もとに引っかけていたサングラスをかけ、男は金属探知機を通った荷物を受け取り、財布類をポケットに戻もどした。

「沖縄はまぶしいねえ」

　とつぶやき、カンカン帽ぼうをかぶる。

　一昔前の四コママンガに出てくる「南の島の観光客」そのままの姿で、日本有数の財ざい閥ばつを束ねる大人物…………山内鉄人は超ちよう人じん的てきな努力と根性で、本来二週間は掛かるはずの日程を短縮して、ようやく得ることの出来た休きゆう暇かを一分一秒でも無む駄だにすまいと到とう着ちやくロビーを足早に出ていった。

　正面玄げん関かんである自動ドアを出ると、ゲートから出てくる時点で彼の姿を認めていたハイヤーの運転手がドアを開けて頭を下げる。

「すまないね」

　短く言って鉄人は車中の人となった。

　車が動き出す。

　強い日差しと、関東では考えられないほどに逞しく密生している芝しば生ふ、南国イメージとしてはおなじみの椰や子しの木などを見ながら国道五十八号線に乗る。

「…………」

　末っ子のいるマンションへ向かいながら、鉄人は考え込んだ。

（やはり、最初のひと言が肝かん心じんだな、うん）

　傍はた目めから見ていると、苦虫をかみつぶしたような顔で世界の未来を憂うれえているのか、それとも東京に帰ってからの会社の一台プロジェクトに思いを馳はせているのか、といった風だが、実際には鉄人の脳を占しめているのは末っ子への最初の挨あい拶さつだ。

（やはり『やあ、ひさしぶりだねえ』だろうか？　それとも腰こしを振ふりながら『あろはー』というフレンドリーなものはどうだろうか…………いや、しかしこの前テレビで見た芸人は思いっきりスベっていたな）

　肘ひじ掛かけに右みぎ腕うでをおき、口元を手で軽く覆おおって視線を床ゆかに向ける。

　国家に関する重大な決定事じ項こうを考えている政治家の顔であった。

　バックミラー越ごしにちらりとこちらを見た運転手も「さすが」という顔で運転に再び専念する。

　まさか、後部座席に座った、日本経済の重じゆう鎮ちんの一人が、実際には乙おと女めもかくやという妄もう想そう回路をフルオプション付きで装備した、滑すべりまくっている若手芸人一歩手前のテンション付属の大親バカであるとは思いも寄らない。

（とりあえず白い歯を見せる笑顔は必ひつ須すとして、腰に右手を当てて、左手は大きく、こう…………）

　脳内の自分の動きにトレースして、口元を覆っていた手がちょっと反り返る。

（もうちょっと、動きは速いほうがいいだろうか？　とにかく、霧人を東京に連つれ戻さねばならん。ああ、そうなったらあの子は地元の友達と別れることになるのか……）

　胸が痛んだ。

（霧人は優しい子だからな、きっと空港では泣くだろう。あの通りの整った顔立ちでもあるから、ひょっとしたらこの前見た沖おき縄なわ出身アイドルのような可愛かわいいガールフレンドもいるかもしれん…………いや、きっといる）

　先ほど通ってきた那覇空港の景色が脳裏に浮うかび、そこに末っ子と、クラスメイトを配置して、思わず別れの情景を演出してしまう。

　むろん、鉄人はユウを知らないので、そこにいる霧人以外の人間はぼんやりしたイメージでしかないが。

『山内君、行っちゃうの？』

　少女は言うのだ。目を潤うるませ、両手を祈いのるように合わせて。

『そうなんだ、お父さんの言いつけには従わなければいけない』

　と霧人は答え…………

（いや、それは違ちがうな、霧人はもっと立派な子だ）

　というわけでやり直し。

『しかたないんだ。お父さんは寂さびしい人なんだよ』

（うむ、これならいい）

　脳内の妄想なので、鉄人は霧人と完全和解して、霧人も彼の言い分をちゃんと聞いてくれたことはデフォルトの前提であった。

『でも、卒業して、立派な人になったら帰ってくるよ』

『山内君…………私、あなたのことが』

『それは、帰ってきてから聞くよ』

　そう言って、霧人は男らしく踵きびすを返して搭とう乗じようゲートに向かうのだ。

（…………少し、可か哀わい想そうかもしれんなぁ）

　と鉄人は腕うで組ぐみをして首を少し傾かたむけた。

（そうだな、取とり敢あえず提案だけをして、霧人がどうしても沖縄に残りたいというのであれば、折れてみせるか）

　実を言うとこの旅行、周囲に言ってるほど鉄人は霧人を東京に連れ帰ることに執しゆう着ちやくしているわけではない。

　とにかく、彼にしてみれば、これまで交流のあまりない末っ子と話せる機会があるというだけで嬉うれしいのであった。

（今度こそ、父親として霧人との距きよ離りを縮めねば！）

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　それは、まるで苦く渋じゆうの決断を決意したようにしか見えなかった。




☆




　恋こいの神様は色々と忙いそがしい。

　邪じや神しん転じて、という身となれば実績を積まねばならないので大変である。

「くーちゃん」は教団の用意したステージの上で、ハムスターにコウモリの翼つばさが生えた、妙みように可愛らしい生き物と指先で握あく手しゆした。

　フラッシュの閃せん光こうが舞ぶ台たいの上を染め上げる。

　それは、「教団」にとっては世紀の一いつ瞬しゆんでもあった。

　かつては天敵同士として永えい劫ごうとも言うべき戦いを繰くり広げた者達が、遂ついに和解したのである。

　これからは争いを絶対にしない旨むねを書いた書類に「くーちゃん」はさらりと、羽根付きハムスターは「よいしょ」とペンを肩かたに担かつぐぐようにしてサインし、数万人の信者たちが集ったドームの中はどよめきと歓かん声せいに包まれた。

　一世一代のショーを勤めた一流のエンターテイナーよろしく、両者は互たがいに敬意を持った挨あい拶さつを交かわし、舞台の袖そでへと引っ込んだ。

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが花道の役割を果たす。

「誠に有意義な会合であった」

　と袖に引っ込むと同時に羽根付きハムスターが言った。

　外観に似合った可愛らしい声である。

「ハスターとクトゥルーが手を結ぶなど、先週までは考えられる話ではなかったからな」

　と、ハムスターは彼の教団員の捧ささげ持もつ巨きよ大だいなハムスター用の籠かごの中へ「うんとこしょ」と駆かけ上のぼった。

「とまれ、私も愛あい玩がん動物の神、君も愛と恋の女神として頑がん張ばろうではないか」

「はい」

　と頷うなずき、「くーちゃん」は今は「はむたー」と改名した神を見送った。

「クトゥーラ様」

　と駐ちゆう車しや場じようで見送った「くーちゃん」へ「教団」の長であるジョナサン・Ｍ・Ｙ・サルガッスセ・マーシュが恭うやうやしく声をかけた。

　かつての鮫さめのような容よう貌ぼうは、神の力で苦み走った性格俳優のようなレベルに補正され、むしろ人間的魅み力りよくを増していた。

「仰おおせのもの、調達して参りました」

　と言って銀色の小さなピルケースを差し出す。

「あ、ありがとうございます」

　にっこり笑って「くーちゃん」はそれを受け取った。

「しかし、かようなものを何に？」

　若者たちがあそびに使うような物をわざわざ主あるじが求めたことに、不思議そうにマーシュは尋たずねたが、

「それは秘密です」

　と「くーちゃん」は微笑ほほえんだ。

「でも、人助けです、とだけは言っておきましょう」




☆




　霧人の父は、あらかじめ用意されていたらしいマスターキーで、案内を請こうことなく勝手に少年のマンションに上がり込んできた。

　そのまま、案内も乞こわず、応接間まで行くと、どっかと座り込む。

　それ以来、ひと言も喋しやべらない。

　ただ、サングラス越ごしに炯けい々けいとした眼光を周囲に走らせるだけだ。

（何も変わってない）

　その対面に座った霧人は、吐はき気さえ覚えながら、父を凝ぎよう視しした。

　無口で、威い圧あつ的てきで、人を従わせることに慣れている。

　こうやって今もまた、無言で座り続けることで、少年がプレッシャーに負けて折れることを見み越こしているに違ちがいない。

　ユウの説得で、何とか父と対たい峙じすることを承知した霧人であったが、早くも後こう悔かいが始まっている。

　何も変わらないに決まっているのだ。

　いつものように、無言で威い圧あつして、こちらの譲じよう歩ほを当たり前のように勝ち取る。

（負けるもんか）

　奥おく歯ばを噛かみしめ、ぐっと少年は父を睨にらみ付けた。




☆




（ああ、なんということだ）

　鉄人は内心嘆たん息そくしていた。

　霧人のマンションのドアをくぐる寸前まで色々挨あい拶さつの仕方を考えているうちに、結局タイミングを逃のがしてしまった。

　やむなく、黙だまったまま応接間のソファに座ったものの、すでに「掴つかみ」で失敗しているのでどうしていいのか判らず。

　黙り込んでいると、ドンドン息子のこちらを見る視線が冷えていく。

（やはり勝手な事を言い出した私を怒おこっているのか！　どうしたものだろう？）

　だが、どうしても言葉が切り出せない。

（ああ、お父さん、私はあなたを呪のろいますよ！）

　もとを言えば、鉄人はこういう時にムードを作るのが得意な男であった。

　頭は悪くなく、むしろ優ゆう秀しゆうだったが、気質が優しすぎ、そして傷ついても立ち上がれるだけのタフさがあった。

　多分、頭が悪いか、気質がねじ曲がっているか、傷ついたら二度と立ち上がれないような打たれ弱さの持ち主だったらその後の人生は変わっていたかもしれない。

　その気質が重なったせいか、物心ついた頃ころには資産家の息子らしからぬ「お調子者」の「天然ボケ」なキャラクターで、馬ば鹿かなジョークを言ったり、おかしな動きで場を盛り上げるのが大好きだった。

　あのまま行っていたら、間ま違ちがいなくお笑い芸人の道に進んでいたに違いない。

　が、彼の父である先代（つまり霧人の祖父）は危機感を募つのらせた。

　たたき上げの苦労人である先代は、息子が道楽で身を持もち崩くずし、それが他の人間へ災いとなるのを見越したのである。

　まして、戦前生まれの先代は「家業は息子が継つぐもの」と決めてかかっていたことが、最後のきっかけとなった。

「金を稼かせいでいる者は、下に居てくれる者達に対して責任がある」

　という言葉を口くち癖ぐせにしていた先代は、遂ついに決意した。

　そして高校三年生の夏、鉄人をある「学校」へと放り込んだのである。

　この一夏だけ、山形の某ぼう所しよに作られた所は、そんな若手コメディアンのような鉄人を、いぶし銀の、ハリウッドベテランスター俳優へと「改造」するための場所であった。

　ハリウッドの演技指導者、心理学者、さらに栄養士、臨りん床しよう医い、さらにはスポーツインストラクターにいたるまで、あらゆる人間が彼を無理矢理「重々しい」人間に作つくり替かえてしまった。

　彼ら曰いわく、「思考と行動の間に幾いく層ものフィルターを作ることで、外見的には重厚な人物へ偽ぎ装そうする」方法を教育した、そうである。

　つまり、滅めつ多たに笑わず、怒らず、口を開けば人を震しん撼かんさせるか引きつけ、「この人なら」と思わせる人間に。

　関係者に言わせると「元からその素養があったのでそれを伸のばした」ということらしいが、これは鉄人に取って甚はなはだ迷めい惑わくな話であった。

　それを受け入れたのは、そうした方が女性にモテると知ったからだ。

　更さらに、先代が「教育」が終わってから脳卒中であっさりとこの世を去り、否応なしに会社の問題と向かい合ったとき、この「偽装」がとても有効だったのもある。

　そうやって、鉄人は無理矢理移植された皮ひ膚ふである「立派な山内鉄人」をいつの間にか本物の皮膚として着こなすようになっていった。

　問題が発生したのは、子供が生まれてからだ。

　彼は子供の前でもついつい「立派な山内鉄人」になってしまうのである。

　これがもう少し酷ひどくなり、深刻な事態になっていれば境界型人格障害を引き起こしたかもしれないが、幸い、彼は内圧が高まりすぎると「壊こわれ」てバランスを取り戻もどし、以後、その相手に対しては素直に接することが出来る、という特技（というか精神的バランサーシステムと言うべきか）も会得していた。

　問題は、その「内圧」が高まるまで十年以上が必要だったことである。

　故に長男の陸人は十七歳さい、雪人十四歳、今国外に出ている春人は十二歳になるまで、父親をむしろ憎ぞう悪おするほどだった。

　まあ幸いにも教育がいいのか、死別した前妻が優秀だったのか、鉄人が「壊れる」と息子たちは素直に父に理解を示してくれたのだが。

　問題は霧人で、末っ子で身体が弱かったので人一倍気を使ったのだが、物心つく頃には会社の隆りゆう盛せい期きが久々に来て、それまでの三人よりも長く距きよ離りを置くことになってしまったのだ。

　それを何とかするための今回の休きゆう暇かではあるのだが。

（ダメだ、まだ殻からが破れるほど高まっておらん！）

　外見は傲ごう慢まんなまでに平然と、内心は頭を抱かかえて脳内を走り回りながら鉄人は苦く悶もんした。




☆




　冷たい沈ちん黙もくが頂点になったので、ユウはやむを得ず出ることにした。

　さすがの彼女もまだ袖そでを通したことのない、ロングスカートのメイド服で、髪かみの毛をアップにまとめ、

　平然とした顔で、トレイに麦茶とコップをもっていく。

「粗そ茶ちやですが」

　と言い置いて、コップを鉄人の前に置く。

　いきなり（年上メイクを施ほどこしてはあるが）メイドが出てきて給仕したので、驚おどろくかと思ったが、霧人の父は平然としていた。

「…………」

　顔が僅わずかに動いて、会え釈しやくしたような…………だが、睨にらみ付けたようでもあり、自信は持てない。

（悪い人間では無さそうだが…………よくわからんなあ）

　頭を下げ踵きびすを返して台所へ戻りながらちらりと厳しい顔立ちの鉄人の横顔を見る。

　霧人が言うような人間ではないような気もするが、ひょっとしたらそうなのではないか、という感じも受ける。

　気むずかしい人間にはその気配のようなものがあるが、それも無かった。

（どういう人なんだ、一体？）

　接客業のアルバイトで、そこそこ人を見る目はあるつもりだったが、この人物だけはよく読めない。

　あとは、お茶にかけられた神様の技がどう状じよう況きようを動かすか、だが…………。

　部屋を出るとき、霧人の父親がぐいっと麦茶を呷あおるのがちらりと見えた。




☆




（さて、弱ったな）

　内心では溜ため息いきを、表面では無表情で鉄人は途と方ほうに暮れていた。

（どうやって切り出せばいいのか）

　呟つぶやくことさえ「教育」のおかげで鉄人には出来ない。

（それに、今のメイドの娘むすめは誰だ……？）

　沖おき縄なわでの霧人の面めん倒どうを見ている弁護士の報告書に「メイドを雇やとっている」という項こう目もくはなかった。

（まさか、わ、私の目の届かぬ事をイイコトに、私でさえしていない酒池肉林を……いやいや、そんなことがあるはずはない、私の息子だ）
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　実は、世間や霧人が思っているほど鉄人は女遊びをしない。

　女性が嫌きらいというわけではないが、この「立派な山内鉄人」である以上、まともな恋れん愛あい（つまり彼の真実の姿）を晒さらすまで時間が掛かかるし、晒したら晒したで逃にげ出す女性も居る…………結局、五十の坂を越こえる今、もう面倒くさくなっていたのだ。

　だが、最低限の気配りはする…………それがどうもマスコミに取り上げられると「またご乱行」となるのである。

　ともあれ、あとで問いただす…………いや、むしろ弁護士に調べさせよう、と鉄人は思った。

　とにかく、今日、今成すべき事はコミュニケーションの確立だ。

　ぐびりともう一度麦茶を飲む。

「…………」

（理論的に考えよう）

　感情と肉体を切きり離はなすように「教育」されている以上、直接思っていることを口に出すことは出来ない。

（とにかく、霧人に対して、どう愛情を表現するか）

　まずは最初のひと言だ。

（今、どうしている、では駄だ目めだし、元気か、ではあまりにもありきたりだ。もっとフレンドリーで、私のイメージに即そくした…………いや、それだとまた元もとの木もく阿あ弥みで……）

　自分の意識の外側にぴったりと張り付いた「立派な山内鉄人」がこうまで呪のろわしい物に思えることはない。

　だんだん、色々むかむかしてきた。

　今は亡なき父…………先代に、彼の名を受けて自分を「教育」した連中に。

　それを受け入れてちゃっかり利用して後あと戻もどりが出来なくなった自分に。

　そうせざるを得ない、この現実世界に。

　二ふつ日か酔よいを数百倍に濃のう縮しゆくしたようなムカムカする感覚がみぞおちの辺りから喉のどへとせり上がってくるような気がした。

（まったく、なんてまあ、クソッタレな状況なんだ？）

　息子に対して優しいひと言をかけることすらできない。

（沖縄にいても構わん。とにかく私は霧人が心配なんだ！）

　あの小島に友人たちと霧人が旅行した、という報告を受けたときは嬉うれしかった。

　自分の息子はまっとうに育っているらしいという証しよう拠こだったからだ。

　しかも転校して半年で、である。

　元から文化系で、引っ込み思案で…………という霧人を知っていたから、父親としては当然だった。

　それが、例の海かい賊ぞく騒そう動どうである。

　息子の身を案じ、鉄人は長男である陸人たちに止とめられなかったら数カ国の代表たちとの会議を放り出してあの島へ向かうつもりだった。

（やはり、あの時行っておくべきだった）

　確かに、向こう五年間の我が社の経営が掛かった重要な話し合いで、結果、驚おどろくほど有利な条件で契けい約やくをまとめたのだが。

　恐おそらく、そんな状況から帰ってきても、父親が何もしてくれなかったのだと霧人は思い、駆かけつけても来なかった父親を恨うらんでもいるだろう。

　実際には霧人は父に何の期待もしていないのだから、恨みも絶望もするはずはないのだが…………この辺が妄もう想そうエンジンの持ち主ならではといえる。

（まったく、どうしてこうなんだ？）

　苦虫をかみつぶした表情のまま、鉄人は内心呟つぶやいていた。

（私は、霧人が心配なだけだ。ちゃんと上手く生活しているか、友達と上手くいっているかが心配なんだ）

「私は、霧人が心配なだけだ。ちゃんと上手く生活しているか、友達と上手く行っているかが心配なんだ」

　まるで、誰かが鉄人の頭の中を読み取ったように声を出していた。

　しかも鉄人の声そっくりに。

「ん？」

　二秒ほど考えて気づく。

　それが自分の声だ、と言うことに。




☆




「私は、霧人が心配なだけだ。ちゃんと上手く生活しているか、友達と上手く行っているかが心配なんだ」

　いきなり、それまで無感動に息子たちを「管理」していたとばかり思っていた父の口から、そんな言葉が飛び出して、霧人は驚いた。

　どうやら、それは当人も意外だったらしい。

「ん？」

　と一いつ瞬しゆん何が起こったのか把は握あくしようと首を捻ひねり…………

（父さんが、首を捻る？）

　何が起ころうとも鉄のように、山のように不動の男である父が、子供のように首を傾かしげている様を、霧人は生まれて始めて見た。

　それどころか、驚きよう天てん動どう地ちの出来事はさらに続いた。

「これはいったいどういう事だ…………」とか「なんだ？　声が出るぞ？」とか意味不明な言葉をブツブツと言った挙げ句。

　父はまるで漫まん才ざい師しのように、

「おお！」

　と手を打ったのである。




☆




　どうやら、どうしてかは不明だが、約四十年ぶりに鉄人は感情と声が合がつ致ちするようになっていた。

　だとしたら今のウチだ。

「霧人、父さんな、お前のことが心配でここに来ただけなんだ」

　サングラスを外し、じっと息子を見つめながら鉄人はまくし立てた。

「春人にはお前を沖縄ここから連れ帰るつもりだ、とかいったが、もうお前も一いつ緒しよに夏休みを過ごす友達がいるんだ、去るのは辛つらかろうし、本当の目的はそんなことじゃない」

　そこでさっきの麦茶を再び飲む。

「とにかく、お前が心配だったんだ。東京と沖おき縄なわは離はなれすぎている、何しろ飛行機で三時間だ、父さんは今日エコノミーで来たが今日は気流のおかげで二時間半でついた…………まあ、そんなことはいい」

　きっと、今の状じよう況きようは神様がくれた奇き跡せきなのだ。

　悩なやみに悩んでいる自分を、神様が見かねて手助けしてくれたのだと鉄人は感じていた。

　まさか本当にその通り、神様の差し金であるとは夢にも思わない。

　だとしたらその時間を十分に使い切らねば、きっと後こう悔かいする。

　それも生しよう涯がい、だ。

「お前がこの前海賊騒動に巻き込まれて、何か心にショックでも受けたらしいという話を弁護士の先生から聞いて、父さんはとてもとても心配だったんだ。母さんは今、大事な映画のお仕事の最中だから知らせなかったが、本当は今すぐにでもお前の所に行きたかった…………すまない！」

　そして、立ち上がってテーブルに両手をつき、頭を下げた。

　世界経済の関係者、特に新興勢力の筆頭である彼を毛け嫌ぎらいする日本の古い経済人のかなりの数が「いつか俺も」と暗い妄もう想そうを膨ふくらませる「土下座する山内鉄人」がそこに居た。

「だが、父さんは経営者なんだ。その時の会議には出なければならなかった。でも信じてくれ、お前に何かあったら、父さんきっと生きていなかった」

「…………」

　霧人はといえば、あまりにも瞬しゆん時じで饒じよう舌ぜつ且かつ情熱的に変身してしまった父親に対し、どう対応していいか判わからずに唖あ然ぜんとしている。

「だから頼たのむ！　父さんを嫌きらいにならないでくれ！」

「…………あ、いや、あの」

　どうすればいいのかおろおろとする霧人へ、

「な、言っただろう？」

　と春人がベランダの窓からひょっこり顔をだした。

「親父は本来、こういう人なんだよ…………この面を晒さらすのに、すっげえ時間が掛かかるがな」

　そう言ってウィンクする。

「…………」

　こっくり、と霧人は頷うなずく。

「は、春人、お前もう少し早く説明をしてくれても良かったじゃないか！」

　一気に、まるで時間のおした漫才師のように喋しやべりまくってしまった鉄人は少々恥はずかしげに三男を怒おこった…………もっとも、気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすための物だから力はない。

「まあまあ。親父さんがちゃんと自分の口から言わないと、霧人こいつは信じちゃくれなかったんだ。それに、自分からいった方がすっきりするだろ？」

「まったく、お前は段々陸人に似てくる」

「そいつは困るなあ。僕は七十までハゲるつもりはないんだ」

「お前…………」

　鉄人が笑い出した。

　春人も笑う。

　ポカンとしていた霧人だったが、やがて、長い溜ため息いきをついて、台所のドアを見やった。

　ちろっと顔を出したユウがにっこり笑って親指を立てる。

　霧人も笑った。




☆




「コレで安心じゃのう」

「とらたん」の頭の上で、うんうん、と『虎神さま』が頷うなずく。

「なんか、途と中ちゆうから随ずい分ぶんと口が滑なめらかになったわねえ？」

　魔ま界かいの、町へと続く長いエスカレーターの手前に設置された監かん視しモニターで、霧人の家の応接間を眺ながめながら、猫神が首を捻ひねった。

「ええ、あのお茶の中に入れた薬はニフ酸塩化ポリタボーレ、最新のアメリカ軍が自じ白はく剤ざい代わりに使う精神解放薬を、ちょっとカフェインで割ったものですから」

　にっこりと微笑ほほえんで、「くーちゃん」が答えた。

「え？」

「『虎神さま』猫神さまのリクエストにそった技はまだ私、持ってなくて…………それで、良く似たお薬がないかな、って」

　と小首を傾かしげて微笑んだ。

「…………」
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「…………」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです、自然成分ですから、一回や二回ぐらいなら後こう遺い症しようは全く無いんですよ」

　唖然とするふた柱の神と、微笑んでいる元もと邪じや神しん。

　理解しているのか居ないのか、足下でだごんたんが「クーチャン、オソロシイコー」と小さく声をあげた。




☆




　後は沖おき縄なわにいられるギリギリの時間（午後九時近く）まで、鉄人は霧人、雪人と語り合った。

　内容は他愛たわいのない物で、コレまでの行いき違ちがいの真相、母親が芸能人であるが故ゆえに起こっていた霧人の誤解の説明、そして…………彼が生まれて如何いかに嬉うれしかったかという話。

　その全てに納得したワケではないが、これまで、一方的に霧人が作り上げてきた父親が、実は存在しない物だという事実が少年に「大変なんだなあ」という感想を抱だかせた。

　自然、態度も柔やわらかくなる。

　それがまた鉄人には嬉しくてまた喋しやべる。

　霧人は、父が実は話し好きの世話好きで、軽けい妙みようなトークが出来る人でもあると知った。

　まあ、もっともこのモードの鉄人はユウと霧人の関係を根ね掘ほり葉は掘ほり聞きたがり、非常に弱った展開になったこともままあったのだが…………。

　そして、「いっそこのまましばらく沖縄に」と言い出した鉄人を、「バカ言うんじゃないよ父さん」と春人が引きずる形で、ふたりは霧人の部屋を後にした。

　そして、一番意外だったのは、霧人の父もまた、模型を趣しゆ味みにしていると告白したことだ。

　鉄道模型だという。

「特に線路を引いた後、町並みをチマチマ作るのが好きでナア」

　と言われたとき、霧人は嬉しくて涙なみだが出そうになった。




　そして…………。




　ともあれ、事が終わったので、ユウの家にある「虎神さま」のプレハブでちょっとした打ち上げになった。

　終わってしまえばこれほどめでたい話もない。

　何しろ対立していた者同士が和解し、親子のトラブルも（少しではあるが）解決した、なんてことはそうそう重なる話でも、ある話でもない。

　とはいえ、ささやかな、宅配ピザとドリンク、アペタイザーが並ぶ程度のささやかなものだが、それでも解放感からか、全員よく喋しやべり、笑い、騒さわいだ。

　夜中も過ぎると、ようやく狂きよう騒そう状態は過ぎて、幾いく分ぶん雰ふん囲い気きも落ち着いてくる。

　その辺を見計らっていたらしく、くいっと紙コップに残っていたビールを飲み干すと、猫神は急に立ち上がり、

「じゃ、行こうか」

　と言い出した。

「え？」

　霧人は驚おどろいたが、猫神の視線が自分の方に向いてないと知った。

　霧人に、話しかけたのではない。

　それは、足下の「とらたん」の上に乗っかった「虎神さま」に対してだった。

　すでに話が通っているのか、ゆっくりと「虎神さま」は頷うなずいて、

「まあ、さほど重い罪には問われまいて」

　と答えた。

「ちょ、ちょっと待て！」

　ユウが意味を理解できずに呆ぼう然ぜんとしている霧人に代わってふた柱の神の間に割って入る。

「どういうことなんだ？」

「あー、つまりね、私は『負け』を認めちゃったのよ…………あの『レース』で誰かが勝って、つまり新しい神様が生まれたら新しい法則が出来るからその時点でチャラだけど、途と中ちゆうでうっちゃ投げると今ある法則によって私は裁かれなくちゃイケナイ、ってわけ」

「そんな…………じゃあ『猫姉ェ』は！」

　ようやく事情を飲み込んだ霧人が猫神に詰つめ寄よる。

「ダメだよ！　『猫姉ェ』は悪いことしてるわけじゃないじゃないか！」

「悪いこと、したわよ」

　寂さびしげで、優しい笑顔で猫神はいい、自分を引き留めようとしている少年の頭を撫なでた。

「もうちょっとで、霧人から大事な人を奪うばう所だったし、まあこの虎にも迷めい惑わくかけたしね」

「ようやく認識しおったか」

　と、苦笑いに近い笑みを浮うかべて「虎神さま」は腰こしに手を当てて溜ため息いきをついた。

「もっと早ければ良かったのじゃ。そしたら我の判断だけで良かったものを」

「まあ、仕方がないわ。これが巡めぐり合わせ、って奴やつだから」

「あの、私も、頑がん張ばって弁護しますから」

　とこれは「くーちゃん」である。

　どうやら、最初から神様たちの間では話がついていたらしい。

「それにさ、私が逃にげたら、罰ばつは霧人、あなた達の所に来るわ…………そんなこと、神様が出来るわけ無いじゃない」

「『猫姉ェ』…………」

「やだよ、やだよ！」

　大おお慌あわてで、何とか事情を理解した「サコン」と「ウコン」が猫神の袖そでにすがる。

「僕たち、猫神様が居なくなったら誰から術学ぶの？」

「そーだよ、誰がご飯作ってくれるの!?」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　にっこり笑って、猫神は子猫たちの頭を撫でた。

「あんたたちに基き礎そは教えた。後は虎神の所で仕事を手伝いながら学べばいい…………大丈夫、ご飯だってちゃんとやってれば作れるようになるよ」

「やだよー！」

「やだよー！」

　しがみついて、子猫たちは泣き出してしまった。

「…………」

　優しい表情になった猫神は、霧人ごと子猫たちもぎゅうっと抱だきしめ、

「私は、あんたたちが大好きだよ」

　と囁ささやくように言った。

　そして、ぱっと離はなれた。

「まあ、ここいらが潮時、ってことよ」

　ぱちん、と小こ粋いきにウィンクしてくるりと優ゆう雅がに踵きびすを返し、「さ、急ごう」と猫神は「虎神さま」たちを促うながした。

「ではクトゥーラ殿どの、頼たのむぞよ」

「…………はい」

　神しん妙みような面持ちで、クトゥーラこと「くーちゃん」は手にした杖つえで「門」を作った。

「では二日ほど留守にする…………ユウ、留守をたのむぞよ」

「判わかった」

「ユウちゃん」

　背中を向けたまま、猫神は言った。

「霧人を…………お願い」

「…………はい」

　そして、猫神は振ふり返らないまま、プレハブの壁かべ、「門」の向こうへ胸を張って消えていった。

「…………」

「門」が消えても、その方向を見つめたまま動こうとしない霧人と、子猫二匹ひき。

　霧人の肩かたに、ユウはそっと手を置いた。

　それを見て、「りり」と「くぅ」も自分達の兄弟の肩に手を置く。

「ユウさん…………」

「…………」




　何も言わず、ユウはそっと霧人の唇くちびるに、自分のそれを重ねた。




「！」




　驚おどろく少年。子猫たちは互たがいに励はげまし合っていて、そのことに気づいていなかった。




　その辺は計算の上のキスだったが。

「……ゆ、ユウさん」

「元気出せ、霧人」




　そう言ってユウは微笑ほほえんだ。







　こうして、垣華ユウと山内霧人にとってこの夏、最大の想おもい出になる事件は終わった。










　やがて、夏が終わり秋が来て、冬も過ぎ。







　時は流れる。







エピローグ・あれから何年たったとさ







☆




　また、夏が来た。




　夕暮れになりかかりの午後五時ちょいと手前。




　二十畳はある広い部屋であった。




　日差しが大きな腰こし窓まどから差し込んでいる。




　ガタゴトと音がして、神かみ棚だなの奥おく、ミニチュアの神社のような外見に従って言えば「ご本尊」を収めている両開きの扉とびらが開いて、中からがたごとと、赤あかん坊ぼうほどの大きさのソフビ人形が落っこちてくる。

　さらにもう一体。

　最初に両方とも畳の上に頭を下にして、突つき刺ささっているかのように器用に傾かたむいていたが、やがて双そう方ほうともジタバタと手て脚あしを動かして起き上がった。

　最初に落っこちてきた方は例の縞しま模も様ようと顎あごの下辺りの独特の毛のパーツがあることから虎、次いで落っこちてきた方はつるんと丸い頭に白一色のボディなのでネコを模しているのだろう。

　どちらも兄弟のように良く似たデザインで、「へにょ」となった口元から白目を剥むいたまん丸の目に至るまでそっくりである。

　ソフビ人形は「いやあ、すみません」「いえいえ」という文字を顔の横に浮うかべ、ぺこぺこと頭を下げ合う。

　その口元が内側から小さな手によってペロリとめくられた。

「こーの馬ば鹿か者もの！」

　虎の中から出てきたのは、巫女みこ姿の小さな少女だ。

「ちゃんと前を見て移動せえ！」

　二頭身のちんちくりんで、頭からは虎の耳、腰こしからは先に鈴すずのついた尻尾しつぽ、髪かみの毛には虎の模様っぽくメッシュが入っていて、巫女姿である。

「なにいってんの！　ドジ！」

　とネコの中から出てきたのは同じく二頭身のチンチクリン、青っぽい黒くろ髪かみに猫耳、尻尾。ただしこちらの先せん端たんに鈴はない。

「そっちが出てくるのに手間取るからつんのめったんでしょーが！」

「何を！」

　互たがいにソフビ人形の頭の上に立って「ぎぎぎぎ」と歯を剥むいてにらみ合う。

　頭に乗っかられたソフビ人形たちは、互いの顔を見合わせて、「やれやれ」と肩かたをすくめた。

　が。

「おにんぎょーさん？」

　可愛かわいらしくもあどけない声に、対立は中断された。

　ふたりの虎と猫少女が横を向くと、そこにはぺたんと畳の上に座り込んだ三歳さいぐらいの女の子が不思議そうに首を傾かしげている。

　オーバーオールに赤い靴くつ下したと、頭の天辺の大きな赤いリボンがよく似合っている。

　側にはさっきまで遊んでいたと思おぼしい積み木に、読みかけの絵本に縫ぬいぐるみ。

　広くてがらんとした部屋なのに、掃そう除じは行き届いていて、清潔感が漂ただよっていた。

「りりねーちゃんのおともだち？」

「おお、『りり』はまだこの家におるのか？」

　懐なつかしそうに虎少女の顔がほころぶ。

「いるよ？　今、おトイレ」

「『くぅ』と『サコン』に『ウコン』はどうしてるか判わかる？」

　ネコ少女が尋たずねる。

「くーねーちゃんはママとおかいものー。さこんおにーちゃんはたまにあそびにくる。うこむにーちゃんは、えーとね、えーとね…………とーきょーとにいるの」

　三歳といえば、大人の言うことにまともに反応するより、目の前を通る変な虫の方に注意が向くお年とし頃ごろである。

　これだけの受け答えが出来るのはちょっと凄すごい。

「ほう、あのふたりの子供らしくしっかりしとるのぅ」

　目を細め、虎の少女は何度も頷うなずいた。

　彼女を頭に乗せた虎のソフビはテコトコ歩いて少女の前に来ると「よろしくね」とばかりに頭を軽く下げる。

　ネコのソフビも同じように頭を下げた。

「ねー、あなたたち、よーせいさん？」

　子供は興きよう味み津しん々しんという顔でじーっとふたりの二頭身少女を見つめる。

「いや、われは神、あっちは」

　と虎耳少女は猫耳の方を指さし、

「我の下げ僕ぼくじゃ」

「誰が下僕よ！」

「うるさい、お前は我の監かん督とく下にあって修行の身、徒弟で言えば弟子、つまり下僕も同然じゃ」

「この新世紀の世の中に何間ま抜ぬけたこといってるのよこのアホタイガー！」

「なんじゃと！　マタタビ中毒のバカネコめが！」

　などとちょっとした口論を始めた。

　とても神様には見えないふたつの小さな二頭身少女をじーっと少女は見ていたが、

「けんかだめー！」

　と大声を出した。

「けんかしちゃめー！」

　とふたりの間に小さな手を入れて引き離はなす。

　ソフビ人形は主を落っことさないように、すすっと後あと退じさった。

「ふたりとも、けんかだめー」

「…………」

「…………」

　と二頭身の少女たちは互いに顔を見合わせ。

「やれやれ、子供にしかられてしもうたわ」

「…………まったく、恥はずかしい」

　と頭を掻かいた。

「わかった、喧けん嘩かはせぬ」

「喧嘩は止めたわ」

　と言うと、女の子はにっこり笑った。

「それならいーよ！」

　やがて部屋に通じるドアが開いた。

「まゆ、おかーさんがご飯だって」

　と小学校に上がったばかりと思われる少年が顔を出し、いきなり現れたソフビ人形と、その上で口論している二頭身の謎なぞ存在を見て目を丸くした。

「あ、おにーちゃん♪」

　てこてこ、と少女は少年の所に駆かけ寄よって、

「あのね、りりねーちゃんのおりしあいみたい」

「ばーか、それならおしりあい、っていうんだぞ」

「まゆ、ばかじゃないもん」

　少女が口をとがらせる。

「ばかっていうほうがばかなんだよ」

　ぷいー。

　そんな感じで頬ほおまで膨ふくらんだ。何とも気の強い話である。

「あーわかったよわかった」

　どうやらこんな少女の態度に少年は慣れっこらしく、怒おこるでもなく手を振ふって少女の抗こう弁べんを受け流そうとする。

　いつの間にか喧嘩をやめ、ふたりの二頭身少女はニコニコとその光景を見ていた。

「あー、わるいんだけどね、少年」

　とネコの少女が言った。

「おとーさんかおかーさん、呼んできてくれないかな？」

「いいけど…………君たち、だれ？」

　不ふ審しん者しやをみる目つきで言う少年へ、

「虎と猫が来た、そう言えば判る」

　と、虎の少女が言った。

「…………？」

　少年は首を傾かしげたが、素直な性格らしく、こっくんと頷うなずいて妹の手を取った。

「わかった」

　とドアの向こうに妹を引っ張っていく。

　妹も素直に従って、ドアの向こうへ消える直前「とらたんねこたん、ばいばーい」と手を振った。

「うむ、またなー」

「またねー♪」

　と二頭身ふたり組も手を振って応じる。

「…………しかし、いい部屋じゃなぁ」

　周囲を見回して「虎神さま」が言った。

「ま、霧人なら当然よ」

　うん、うん、と頷きながらまるで自分のことのように猫神…………今は正式な神様の仲間入りを目指しているので「猫神さま」と呼ぶべきか…………が偉えらそうに胸を張る。

「それに、ユウの経済観念からすればのぅ」

　うんうん、とふた柱の神は頷いた。

「さてさて、今度は二年になるが、どうなるかのぅ？」

「流石にあのふたりには任せられないでしょ？」

「でも、あの子供たちでは無理であろ？」

「ま、最悪の場合は子猫たちに手伝ってもらえれば…………」

　などと話していると、ドアの向こうからあわただしい足音が響ひびいて、ドアが開いた。

「『虎神さま』！」

「『猫姉ェ』！」

　真っ先に飛び込んできた男女に、ソフビ人形の頭の上で、二頭身の神様たちは「よっ」と片手をあげた。




「お久しぶり、しばらく虎神こいつの元で神様研修やることになったわ」

　と「猫神様」がいい、




「…………というわけじゃ。また、しばらく厄やつ介かいになるぞよ?!」




　と、「虎神さま」は久々に会うなじみの連中へと、満面の笑みを浮うかべたのであった。







　そして、夏が始まる。







うらにわのかみさま４「虎と猫と君と僕」おしまい。







あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしておりました。神野オキナです。




　というわけで「うらにわのかみさま」もこれで全四巻、完結で御ご座ざいます。




　前回「引き」で終わったのでもっと早く、と思っていたんですが、最後ともなれば今まで出てきたあの人やこの人が「じゃあ出せよ」とわらわら出てきたのでその交通整理が大変でして…………。




　ともあれ、これでユウと霧人の物語はおしまいです。




　出来れば読者の皆みなさんが望まれるような最終回でありますように。




　この作品はとにかくホビージャパンさんという場と、挿さし絵えの龍炎狼牙先生のラフスケッチが無ければ誕生せず、この形になることも無かったと思います。




　ＨＪ文庫の星野編集長、担当の前田さん、本当に有り難うございました。

　そして、いつもいつもムチャ言ってご迷めい惑わくばかりかけていた挿絵の龍炎先生には、千の万倍の感謝を。




　そして、これまでお買い上げ下さった読者の皆みな様さま。




　全四巻、お付き合いいただいて本当にありがとうございました。




　また、次の作品でお目に掛かかりましょう。








二〇〇七年八月　ＷＦを控ひかえた夜に。　　　　　

神野オキナ　　
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